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はじめに
本研究は，大正時代末から昭和時代初期にかけて日常的衣料として流行し，各生産地で量産された
という「銘仙」を取り上げ，その近代日本服飾文化史上の位置づけについて再考するのが目的である。
近年，銘仙の着物姿が近代のモダニズムを象徴する着装として注目され，古着の中から見出される
その斬新なデザインが，趣味の着物ブームの火付け役となった。銘仙に関するレポートには，主に生
産地の歴史や個性的な図柄を紹介するものが多くみられ，銘仙の歴史的存在は広く一般に知られると
ころである。
「めいせん」の由来や変遷については，かつて目専，目千，璽繊，綿繊などの文字が使われ，明治
になってから銘あるいは銘仙と記すようになったという。その源流は江戸時代にり，関東地方の
養蚕地帯で糸とされた熨斗糸や節の多い安価な玉糸を使って自家用に織った厚地の太織りであった
こと注1），明治時代には伊勢崎で経糸に絹紡糸を使用し始め，次いで他の産地でもこれを用い量産す
る過程で染織技術は進展，大正時代から昭和時代初頭にかけ，意匠素材染織技法の開発から大流
行したことが知られている。そして第二次世界大戦を経て昭和30年代には，洋装文化の発展や他の
染織に押され市場性が失われたことが伝えられている注2）。すでに繊維製品の需要生産の変遷にみ
る銘仙の流行と流通に関する研究成果が報告されてきたと思われるが注3），例えば衣生活文化の推移
からみた銘仙の果たした役割と時代を担う産業振興との連関関係などについて，時を追って詳細に述
べた論考は少ないように思われる。
そこで本稿では，まず先学を基盤に銘仙製造数量が飛躍的に増加したと思われる注4）昭和初期数年
間に絞り，同時期に発行された新聞と婦人雑誌を衣生活文化の情報窓口として位置づけ，そこに散見
する「銘仙」に関わる記事を抽出，往時の銘仙を取り巻く事象を収集整理した。今回は予備調査で
あり，資料的価値に重きを置いており，筆者の恣意的な判断に因らぬよう，また資料文面の脈絡を配
慮のうえ，略さず記録し報告するものである。
まず，銘仙の基本的特性を整理するため，流行傾向，着用区分，染織技法，文様展開などを中心に
記事内容を選択した。
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1.基盤資料 昭和25年刊行『実用 織物の研究 第一部』に記された銘仙
銘仙が生活に欠かせない染織品であった時代，しかも第二次世界大戦後の生活文化変容の時期の繊
維産業史の実態を知る文献として，まず西村益者著『実用 織物の研究 第一部』で述べられた関連内
容を取り上げて整理しておきたい。
本書は，日本織物研究会から非売品として昭和25年2月に発行され，銘仙については，第一部に
8項目にわたって詳細に記されており，近代染織史資料として貴重な文献である。
一般的に銘仙の定義として用いられる内容は先に述べたところであるが，本書のような織物生産上
の記録からみても銘仙の性格は時代を経て変化し，一義的な定義は難しい。
本著者は，後記で「目下の繊維界に必要な事及び今後織物編み物に関する平易な研究書が必要」と
説かれたことが本書作成の契機となったこと，「斯界の権威者を顧問に業界の重鎮を理事に日本織物
研究会が結成」され，発刊実現に邁進されたことなど本書刊行に至る経緯を述べており，繊維業界に
おける詳細なデータが盛り込まれた本書の史料的価値は高い。当時はまだ銘仙が絹織物の代表格とし
て確固たる位置にあったことが知られ，銘仙を通して時代の大きな推移を知ることができる。銘仙につ
いて，著者西村氏は第四章絹織物の中で取り上げている。同章第一節 絹織物の種類と規格 の冒頭で，
絹織物の種類と名称は非常に多く数限りが無いが，特に最近オーケストラ式に種々の繊維が交り，呼名に
英語を使用するようになってから特別多くなった。
これ等を一ツ一ツ覚える事は全く不可能である。（中略） 各産地各製造家が，勝手に名前をつけて後から
後から製織するものを全部知る事はできない。（中略） 人が生まれては死に生まれては死ぬ様に織物の名前
も生まれては無くなりまた生まれては無くなる。そして大島とか銘仙とか縮緬とか富士絹とかデシンとか新
旧数ある品物がすたらずにいつも愛用されるのである。（後略）
と述べ，終戦後の新しい自由製品は刻々に進化しつつあって，網羅することが不可能であり，紙面の
余裕もないことから「ここでは従来から最も代表的とされる羽二重，縮緬，富士絹，銘仙に付て詳説」
するとしている。そして第五節で「銘仙類」を取り上げ，（一）銘仙，（二）銘仙の沿革，（三）銘仙
の種類，（四）使用糸と，幅，長さ，目方等，（五）生産から需要まで（加工の順序），（六）銘仙の値
段の見分け方，（七）採算，（八）銘仙の発達 の8項目にわたり詳細に記されているのである。
西村氏によって執筆された昭和24年から25年辺りには，銘仙が代表的な絹織物として羽二重，縮
緬，富士絹の次に位置づけられていたことがわかる。とくに繊維業界におけるデータからは，銘仙の
生産が盛んであったことが鮮明に窺える。本書発刊から4，5年の歳月のうちに，銘仙と呼ばれた織
物や着物が衰退の方向へと転じることになるが，本著作はそれより以前，銘仙がいかに人々の生活と
密接不可分な存在であったか，その実態を記録した歴史的な資料といえる。
この昭和24～25年（1949～1950）当時の銘仙の種類について西村氏は，「実に千差万別で，之等の
全部を列記する事は到底不可能」で，「大体を次の如く大別する事が出来る」と述べ，戦前のもの
として24種，最近の銘仙としては3種と合わせて27種を挙げ，それぞれに使用糸や織り方などの注
釈が添えられている。
また，銘仙の需要と生産におけるデリケートな関係については（七）採算の項に，採算上注意すべ
き事柄が記され興味深い。そこでは銘仙の採算には，原糸の扱い，糸質と種類，仕上げ方，柄の良否
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と技巧の難易に依る差が非常にある，としており，銘仙の多様化の様相が窺える。さらに（八）銘仙
の発達の項目で，「銘仙の進歩は年とともに甚だしく，其の進化の状態は大体四時代に分け得る。」と
述べて年代は明記せずに列挙している。3番目の時代では，品質や柄を顧みなかった，伝統を持たな
い各地の生産によって銘仙に対する世間の悪評を買った様だ，としている。4番目の時代が本書執筆
当時であり，自由競争のため柄の悪いものは全く顧みられなくなったため，品質の改良が進み，玉糸
ではなく主に生糸を用いるようになって製品の質的向上が期待される，としている。
本書によれば，昭和24～25年頃，時代とともに変容してきた銘仙はさらに進化することが期待さ
れていた。
2.基礎検索引用資料
今回検索した時期は昭和2年から7年であり，以下を対象資料とする。
1） 新聞
・読売新聞 ・東京朝日新聞 ・東京日日新聞
2） 雑誌
・主婦之友 ・婦女界 ・婦人画報
引用文は史料的価値を優先するためなるべく原文のままとしたが，句読点は適宜整え，明らかな誤記は改めた。
筆者が補った箇所には［ ］を付し，旧字体は概ね新字体に変え，解読できない箇所には●を付した。ルビはパ
ラルビとした。史料は刊行順に掲載し，末尾に写真の一部を引用した。
昭和2年 1月 主婦之友
春の訪問着と一般流行界 三色版口絵の『新春流行の訪問着』をご参照くださいませ 婦人記者
263265頁
（前略）
一般の外出着としては
訪問着のところで申しました，いろ  の白生地を無地に染めて羽織にするのが流行でございます。一時全盛
を極めた小紋は，羽織にはすつかり廃つて，今は着物の方へ，行つてをります。この無地の羽織の流行は，小紋
の羽織と同じやうに，今後可なり長く続くことゝ思はれます。これは二十七八円から四十円どまりです。新しい
生地としてはパオンクレープ（人絹応用で，染めて二色になるもの）オバルクレーン（紋が縫ひ取り風に出てゐ
るもの）などが出てきました。その他レヨナント縮緬といふ羽織地もございます。（ショールによく用ひるもの）
これはビロードで模様を出したもので，非常に光沢があつて美しく，劇場や夜会に行くときには持つて来いであ
りますが，高価（百二十円前後）ですから一般向とは申されませぬ。
着物は若向には小紋友禅の錦紗などもございますが，近来非常にお召の織物が頭をもたげてまゐりまして，精
巧なものも出来，重要も多くなつてまゐりました。地質は在来のものと少し変り，縞縮緬風のものや，弥生お召，
金波お召（縞を繻子目に織り上げたもの），ねりみさを（生地をうづら風に織り出したもの）などゝいふものが
生れてまゐりました。柄行は，縞を絣風に表したもの，絣を縞風に表したものが目立つてをります。価は一反三
十円前後から四十円くらゐです。少し下つて銘仙は動きのないところですが，これも遠くで見るとお召かと思ふ
ほど，よく出来たのがございます。模様物で十二三円から十五六円のところ，縞，絣は十円前後から十五円くら
ゐです。銘仙に次いでは豊田紬といふのがございます。これはやゝ下町好みになりますが，結城風のまがひで渋
くてよいものでございます。一反十円前後から，やはり十五六円のところで，保ちは銘仙とさう変りませぬ。
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帯は，昼夜帯として全盛なのは，織物では白繭織，青柳織（いづれもお召風のもの）など，染めたのでは羽二
重です。博多も一部の人々には喜ばれてをりますが，多くは右のやうなものでございます。価はいづれも十五六
円から三十円どまりです。（右は三越呉服店で調べた，今春の流行でございます。）
昭和2年 1月 婦女界
新春の流行界だより 瑠璃子 333336頁
異彩を放つモダーン染織品
大正十五年末の流行界に，巨弾が二つ投げかけられましたが，その一つは前号でご紹介した構成派染織品であ
り，その一つはそれより稍早く現れたモダーン染織品であります。前者は染織界に一革命を起すとはいつても，
まだ着用者をそれ程見かけませんが，後者のモダーン染織品は，歌舞伎座や，帝劇の観客中にも，必ず数人は見
かけるようになりました。そして，称讃と驚異の眼がその人の姿に集まつてゐるのを見受けます。（中略）
新柄絞り染銘仙
銘仙は，絣銘仙，模様銘仙など一年毎に著しく進んで来ましたが今年は絞り銘仙の新柄が目を惹いてゐます。
これも何れかと申しますと，お嬢様向の面白い柄が多いようです。地色は紫紺，臙脂，納戸，小豆色，牡丹色な
どの地に大柄模様，立枠，斜線などを白抜き，又は地色の淡色を配して，絞り染にしたものです。お値段は十五
円から十七八円位ですから，平常着やお稽古着の羽織に最も適してゐます。
3 絞り染銘仙で，立枠式にばらを白抜きにした廿才前後の令嬢用です。（十五円八十銭）これは模様銘仙と同様，
十才前後の子供向の柄も沢山あります。又おぶひ半纏などにもよいものです。（後略）
昭和2年 1月 婦人画報
初春の気分を現した 銘仙解織模様 ちぐさ 67頁
銘仙の流行として，最近の一般傾向は，織物で模様式のものが非常に勢力を得て来て，従つて目新らしいもの
が出来て来ました。従来銘仙の模様物といへば，女学生に需要が多かつたものですが，昨今は女学生に限らず一
般の若い方及び中年向にも解織の模様が迎へられて来たことは著るしい傾向として見られます。
一体銘仙の産地としては，現在は秩父，伊勢崎，足利，八王子，越後などありますが，起原も古く勢力を占め
てゐる点では何といつても秩父，伊勢崎であります。産地に依つて伊勢崎は夏物本位であり，秩父は冬物といふ
やうに各々特長を持つて居りますが，然し今では伊勢崎は夏冬通じて出来，秩父も夏物が出来るやうになりまし
た。けれども本来の秩父はやはり地風に於いて冬物としての特色があり，伊勢崎は柄本位で進んでゆくところに
各々の特長が発揮されるわけです。ところが一般需要者が向くところは，柄本位に選択するやうになつて来て居
るため，勢ひ夏物本位であつた伊勢崎が，冬物をも広く織出すことになり，糸の組織に依つて需要の範囲が少な
く秩父は伊勢崎のやうに柄として発展出来なかつたので，時代につれて柄にも重きを置て来て解織としては双方
とも同じやうに進んだものが出来てまゐりました。
然し元来伊勢崎は絣，秩父は縞と云はれて糸の太い秩父としては，絣はつくりにくいために，伊勢崎のやうに
精巧にはゆかないやうですが，地厚なので冬物としては称賛されます。従来銘仙は実用方面に用ひて歓迎されて
来たが，此頃は柄の進歩から，若い方の外出着としても恥しくなく，殊に正月用などには需用があるだらうと思
ひます。正月物といふと，平凡に流れ易く，柄も大ていきまつたものですが最近秩父の製品として正月向きにつ
くられた目新らしいものが出来て居ます，新年の草花である，福寿草，藪柑子，水仙，梅，若松，竹，さゞん花，
ゆづり葉，裏じろ，南天などを絣式に解しにもつて模様式に現はしたもので配色，柄とも明るい，洗練された味
のある製品が見られます。 松坂屋しらべ
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昭和2年 1月6日 読売新聞 朝刊 3面
絞りシヤルムーズから鼠や深藍色の地絞り物に
諒闇になつて各呉服店の売行きに大変化
呉服物は昨年の秋から絞りシヤルムーズが流行してゐたが諒闇となつて一層沈痛な気配をみるにいたつた。市内
某大呉服店の観測では諒闇第一期中はどうしても色合は鼠系統や深藍色の地絞ものが流行する見込で目下帯は金
気のない強烈でないもの，襟は薄色の沈んだもの頭飾もけば  せず下駄は一色無地のものが売れる。シヨール
は昨年は友禅風のもので派手であつたが諒闇となつてシールとかモヘヤなどが目立つて売れてゆく。婦人コート
も昨年までは装飾的の派手やかなものが喜ばれたが，此頃は色羅紗が大分はける模様である。中流以下の家庭に
は秩父銘仙，伊勢崎銘仙，小紋染のモスが流行し総じて子供ものは毛糸製のものが需要が多いやうである。諒闇
となつて贅沢品の売行きに激減をみたのは呉服店にとつて打撃であるが中でも結婚などの祝事が延ばされるのは
かなりの打撃だと。
昭和2年 3月 婦女界
口絵 春の装ひ
これは先頃三越呉服店で開催した，モダニズム染織品展覧会で好評を博した品々を用ひた職業婦人向の新装で
す。向つて右は二十才前後の方向で，着物は春の流行色の納戸地に，茶と鼡とで椿の花を織り出したモダニズム
模様の銘仙です。
帯は臙脂地に納戸，黄色，黒，臙脂で，新しい式でバラの花を染め出したシヤルムーズ羽二重（片側は色繻子）
半襟はオレンヂ色のシヤルムーズです。
左は二十五才位の方向，着物は納戸と小豆色の二色上りで植物模様の銘仙です。
帯は青磁色地に，濃い緑で荒い格子を出し，紫，朱，臙脂などの濃い配色で図案化した洋花を飛ばした最新柄
の友禅羽二重（片側色繻子）。半襟は薄い黄色のシヤルムーズです。
髪は何れも大場静子さんの結ひ上げで，よく保つて格好のよい弥生巻（結ひ方本文参照）。モデルは松竹の新
進女優，向つて右は菊川蘭子さん，左は吉川満子さんです。
春の流行色とモダニズム染織品 瑠璃子 249253頁
今春の流行色
各呉服店の流行色が発表されました。三越と松坂屋のとを対照してご紹介致しませう。三越では思ひ切り新し
い名をつけました。
▲コバルト 晴れ  した納戸色で，明快を喜ぶ現代人の嗜好に適した色です。▲グリーンレモン 渋味のあ
る薄茶です。古代調を含んだものですが，それでゐてモダン調のものにも，多く用ひられてゐます。▲ナイルグ
リーン 白緑ともいふべき色で，青磁よりずつと落着いた感じのよい色です。▲アツプリコツト 薄い茶に小豆
色を加味した柔い感じの色です。▲ルビー 冴えたルビー色で，若い方に喜ばれる新しい色です。▲グレープス
従来葡萄色といつた上品で落着のある色です。
模様は，時代調のものと，モダン調のものとを，今春の流行として提唱してゐます。時代調といふのは，純日
本的国粋美の発揮するために古代織物，刺，文様等の真髄を骨子として，これに現代的の新味を加へたものです。
モダン調のものと申しますのは，欧米最新の図案にヒントを得て，これに日本服装の妙味を参酌し，時代の嗜
好に適合するように作り上げたものです。
松坂屋では共通標準色を， ▲霞納戸 三越のコバルトと同色。▲早みどり 三越のナイルグリーンと同じ感
じの白線ともいふべき色。▲菜種色 薄い黄色。▲春日朱 朱の上品な色。これに関東向の補助色として「夕ざ
くら」夕陽を受けた桜ともいふ［べき］薄い藤色，「春水」和やかに流るゝ春の水の色に似た薄い浅黄色。関西
向補助色として「朧ねずみ」，「すみれ」色を発表いたしました。
尚松坂屋では，古典趣味として新大和絵式の模様 ，近代趣味としては，オリーゴ模様を提唱してゐます。
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新大和絵式といふのは，優雅にして朗らかな気韻に富める大和絵，流麗暢達，繊細にして力ある曲腺の美を用
ひ，明快にして気品ある色調の美を示し，写実に傾かずして，省略と誇張とを，巧に配置した巧妙なる構図が特
長です。
オリーゴ模様は，一昨秋来のエリゼ式から転化したものです。オリーゴ即ち基準模様の意で，創作的純美の理
想を含んだものであります。そしてこのオリーゴ模様の特長は，
一，服装の動いた場合も美感を失はざること
二，相当の距離に於ても美感を認め易きこと
三，方向の如何に拘らず，模様の位置の安定してゐること
一般化したモダニズム染織品
春衣の陳列会で，一寸人目を惹いたのは，三越呉服店で催したモダニズム染織品の陳列会でした。先頃モダー
ン染織品として，高級品を発表し，流行界から称讃を博しましたが今度はこれを一般化，民衆化して，銘仙や友
禅羽二重の帯側などにも及ぼしてありました。
三色刷口絵で，二十才前後用と，二十五才位用の，職業婦人向の春装をご紹介しておきましたが，何れもモダ
ニズム染織品の逸品です。銘仙の染織が著しく進歩したことは，々書きも致しましたし，皆様も実際にお認め
のことゝ思ひますが，殊に今春は，所謂モダニズム 現代人の嗜好に適した新柄が出来ました。
今度のモダニズム染織品の図案は，パリーから取り寄せた極く新しいものゝ中から，そのまゝ応用したものが
多いのです。それだけに配色の大胆さ，面白さが目立つてゐます。殊に帯地や，大巾物の布地（羽織の裏や布団
などに用ひられてゐます）に，最も優れた柄があります。裾模様に応用したものもありますが，これはまだ 
考案の余地があるようでした。
口絵に向つて右の二十才前後の方の着物は明るい納戸地に，白茶と鼡とで玉椿を散らした模様銘仙です。一時
は地色としては臙脂色系統が，最も喜ばれたようですが，今年は納戸系統が著しく多くなりました。和やかな春
の空にもふさはしく，春衣には適した色です。口絵の着物は，表地一反十二円五十銭。朱色メリンスの裾廻し附，
胴裏は金巾，振は紅絹付で，仕立上り十八円八十銭です。
帯は臙脂色のシヤルムーズ羽二重に，納戸黒，黄，臙脂，白で，思ひ切つた図案式のバラの花を散らした，モ
ダニズム模様，片側は青磁色の繻子をつけたもので，出来上り二十四円三十銭です。半襟はオレンヂ色のシヤル
ムーズ縮緬です。（一円七十五銭）
向つて左は二十五才位向で，着物は納戸と小豆色との二色で，植物模様を現した新柄銘仙で，表地一反十二円
五十銭，朱色の三越絹の裾廻し付，胴裏金巾，振紅絹付仕立上り二十円です。
帯は青磁色の羽二重に，濃い緑で荒い格子縞を出し，赤，紫，朱，臙脂などで洋花を散らした思ひ切つた新柄
です。片側色襦子付二十三円五十銭です。これはパリから来た図案を染めたものです。半襟は薄い黄色のシヤ
ルムーズ（一円七十五銭）ですが，非常によく調和が取れてゐます。二種共職業婦人の春装と書きましたが，右
はお嬢さんにもよく，左は若奥様がお召しになつてもよい柄です。
新柄銘仙の色々
この外銘仙の新柄を少し写真に就てご紹介致して見ませう。
1 藍地に葉は鼡の濃淡，周囲は黒，花の芯に茶と退紅色を少し用ひたのが，全体を引立て見せます。廿才前
後向。（十三円五十銭）
2 地は臙脂，斜の線は白，チユウリツプは黒一色上りで，気の利いた新柄です。廿才前後向。（十二円）
3 臙脂を含んで薄古代紫，曲線は黒で，バ
（ママ）
らを白と黒とで光線風に織り出した新しい調子の銘仙です。廿才
前後向。（十三円五十銭）
4 地色は臙脂，絣風の線を黒で現し，鈴蘭は黒で，花の周囲は白上りです。廿二三才前後向。（十三円五十
銭）
5 臙脂に格子はクリーム，茶，薄鳩羽で模様は黒の一色上りの廿才前後用。（十二円）
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6 臙脂味を含んだ茶色地に，模様は黒一色にて破れ四角を散し，白を利かして立体的に現したもの。廿四五
才向。（十二円三十銭）
7 茶地に草の葉模様を黒一色で現した，単純でゐて中々気の利いた新柄です。廿七八才から三十才位向。
（十二円）
8 薄茶色地に，黒一色の草の葉模様，部分的に白を配らつた上品な新柄。廿七八才から三十才位向。（十二
円）（後略） ［新柄銘仙の説明記事の後に，流行のモダニズム模様銘仙の図柄写真が掲載されている。］
昭和2年 4月 主婦之友
口絵 新しい流行の銘仙
今春流行の粋ともいはれる，上品な若奥様向の銘仙を御紹介いたします。地色は若葉牡丹（薄ローズ色），それ
に桜の花を藍納戸の濃淡で現し，全体を水のやうに，ぼかしたものであります。帯は，こまかい紗綾形に竜丸の
紋羽二重で，地色は流行の春泥色（暗いうこん色），それに曙色と葡萄紫とで都合三色の横段模様になつてをり
ます。着物も帯も共に春の気分の横したもので，きつと皆様にも歓迎して頂けることゝ信じます。これは丸ビ
ルの丸菱呉服店で選んだもので，本文記事に委しい説明がございます。
銘仙と今春一般の流行 婦人記者 270271頁
口絵写真の銘仙一
口絵写真の銘仙と帯に就いては，口絵のところで一寸お話いたしましたが，今春の新しい試みの一つとして，
柄に深みを持たせるために，白い糸で，桜の花弁に光を持たせてあります。これは銘仙としては全く初めての試
みでありますが，見事に成功してをります。全体に春の気分が充ちれてをりますので，十八九歳の御嬢様から
廿一二歳の若奥様方には，どなたにも向く上品な春着でございます。これは一反十一円八十銭，それにナフトー
ル（げない紅の金巾）の胴裏，臙脂のメリンスの裾廻を附け，袖裏に紅絹をかぶせて，仕立上り十六円八十銭
でございます。
次頁の写真の着物は，鼠裏葉の地色に，臙脂で藤の花と葉を出し，薄鼠で図案風の草をあしらつたものでござ
います。やはりこれも花に白で光を持たせてあります。値段は前のと同じで，十八九歳の令嬢から廿一二歳の若
奥様向でございますが，こちらは地色の感じから，すべてが落ちついたものであります。これにも前と同じ胴裏
に臙脂の裾廻を附けて，矢張仕立上り十六円八十銭です。
帯は両方とも同じもので，こまかい紗綾形に竜丸をおいた紋羽二重，地色は春泥色でございます。それに曙色
と葡萄紫とで，都合三色の横段になつてをります。模様は，奈良の正倉院にある几帳の模様を模写したもので，
これが片側八円五十銭。それに黒繻子の片側を附けて仕立上り十三円八十銭です。お値段も，なか  お恰好で，
右の銘仙の上に締めますと，まことに上品で初々しい若奥様振りになります。
これに附属した長襦袢は，薄色ローズのぼかしの地に，黒で檜垣を，地色よりやゝ濃いローズで春秋の草花を
現した，ごく淡彩な上品なメリンスです。表だけで四円八十銭，それに白の新モスの裏を附けて六円内外ででき
ます。同じく長襦袢の半襟は帯の地色と似た春泥色の無地衿（地紋はあります）で，一掛一円四十銭でございます。
これはみな丸ビルの丸菱で選んだものでございます。定めし皆様に迎へられることゝ存じますが，御入用の節
は，同店へお申込みくださいませ。また本社代理部へお申込みくださいましても，御便宜をおはかりいたします。
銘仙類の一般の流行は
この他一般の流行と申しますれば，若向には大和絵風，土佐絵風の上品な模様物や，またアンタヂヤ（幻想模
様）といつて，草なり花なり，その他宇宙の現象を，実在のものより美しく想像してそれを織り出し，帯や半襟
なども，それと同じ調子のものでへて，全体で統一をとる服飾を，近頃銘仙にも応用される傾向が出てまゐり
ました。一頃全盛を極めた，絞り模様の銘仙は，やゝ下火にはなつてをりますが，反物としては，ずつと精巧な
ものができてをります。
尚ほこのほかに，縞や絣などにも新工夫の目新しいものが沢山出てまゐりました。従来は，模様のなかにも，
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縞や絣が少しづゝ入つてをりましたが，今春は同じ若向のものでも，縞は縞，模様は模様といふ風に，縞と模様
は全然離れて，それ  独立した柄行きになつてをります。絣は従来のやうな手のこみ入つたものがなくなり，
黒地に大まかな絣が，すつきりと出てゐるのが目に立ちます。お値段は十二三円から二十円どまりです。
中年向の銘仙としては，単純な色で，はつきり縞を現した新唐棧縞，吉野式の格子縞などが全盛で，地色は納
戸系統，鬱金がゝつたクリーム系統などが多うございます。値段は，矢張十一二円から十四五円のところでござ
います。
帯は銘仙の上に締めるものとしては，人絹応用の静華織や羽二重などでございますが，今春は地紋のある羽二
重が喜ばれ，生地が新しいために柄行も以前よりは，ずつと進んだものが出来てをります。値段は六七円から十
円前後のところでございます。（丸菱調べ）
昭和2年 5月2日 読売新聞 朝刊 3面
美と経済をかね備へた服装 その道の先生達が改善運動の先頭に乗出す
東京家政学院の教授三上勇，山崎敏一，森米治氏等は婦人の服装経済運動を起すため先年服装経済研究会を設立
したがいろ  の事情でうやむやになつて居たところ，時代はます  必要の機運に向いて来たので，今度研究
会を協会と改め以前と多少組織を変へ六月頃から会を復活すると共に服装改善の大運動を起すといふ。その趣旨
には東京府を初め個人では入澤常子，嘉悦孝子，山脇房子，吉岡彌生，大江すみ子，塚本はま子さん等も大に賛
成後援するさうである。次は森さんの話『服装問題を美と経済の二方面から科学的に研究しより少い費用でより
良い服装をするといふのが主眼で理論と実際両方面から研究し，特に実際に重きを置く方針です。例を挙げて具
体的にお話すれば，たとへば茲に足袋の廉売があるとします。甲の店では二足九十銭で売り乙の店が二足七十銭
で売る，こんな場合大概婦人は安い方を買ふ。しかし，茲に考へねばならぬのはその七十銭の足袋は果して九十
銭のより真に安いかどうかです。又例を洋服にとつても，甲は一着七十円で作つたのに乙は五十円で拵へたとし
ます。五十円の方が果して真に安いかどうか。銘仙を一反買ふにしても五円の品もあれば十円の品もある，金の
点からいへば十円より五円の品が安いに違ひないが，しかし五円の銘仙が二年着るとボロ  になるのに十円の
銘仙は五年も七年も寿命が続くとしたら実際は不経済だといふ事になります。こんな場合に一反五円の銘仙へ三
円の加工賃を加へもつと体裁も耐久力もよい物を生産するとすればそれが一番経済でもあり美の点からもよいと
いふ結論になるのです。足袋や洋服についてもそれと同じ事が言へます。二十円安い洋服を造つたとて三年でボ
ロボロになれば二十円高くても七年も八年も着れゝばどちらが真に経済的で，どちらが真に体裁がよいものか，
足袋もその通りです。婦人の服装について最近大分考へる人があるやうだがまだそんな点を実際について知つて
居る人は少い。そのためどれ位美と経済に損をして居るかわかりません。そこで各方面からそんな事について実
際に教へて貰ひたいといふ切実な要求があるので私共は実際問題を主として此際大いに蹶起する事にしたのです』
昭和2年 7月 主婦之友
流行の薄物と単へ帯 婦人記者 272頁
春から初夏へかけては，どうしても色の薄い，そしてやゝ温か味を含んだ色が喜ばれ，若向には忘れな草色
（はとばに似た色）小百合葉色（水色に似た色）篝火色（褪紅色に似た色），地味向としては皐月鼠（薄い鼠）な
どが標準色となつてをりましたが，薄物の頃となりますと，次第に色合も藍とか紺地とかの，はつきりしたもの
が迎へられるやうになつてまゐります。これは外界の色彩が鮮かになり，それにつれてお化粧なども派手に，ま
たすつきりとするところから，自然着物も際立つた色が好まれることになるのでございませう。（中略）
地風は，若向としては口絵の薄物のやうな絽錦紗，それから両3年この方頭を擡げかけてゐた平絽壁絽などが
今年は全盛になつてをります。平絽は以前の絽縮緬などより着る時期も長く，汗がついても縮まず，明石のやう
に，つゝぱらぬところから，装飾着としても実用着としても，なか  重宝で，受けがいゝやうです。
次に縮まぬ明石，絹麻などがあります。縮まぬ明石は一昨年あたりからすでに定評のあるものですが，絹麻も
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今年は銘仙程度の外出着としてめき  認められてまゐりました。摩上布，越後上布などには特筆するほどの
流行も見られませんが，着心地のよい夏の着物としては，動かないところです。
ずつと下つてはボイルがやゝ下火になり，瓦斯絽の中形，バット染（絽を手拭地風に染めたもの）の中形など
が歓迎されてをります。
男物の着尺地としては清麗織，薄お召，摩上布などが迎へられ，羽織地では，一寸羅紗風に見える変り紗，
細縒り上布など，地風も色目も渋いものが喜ばれてゐます。（後略）
昭和2年 9月7日 東京日日新聞 朝刊 8面
今秋の銘仙 昨年よりは三割安
一般的の着尺物として九月になるといつも筆頭に秋冬物の銘仙が市場へ現れて来るが，堅実が銘仙の生命である
といふので今までは昔の節糸銘仙の実質本位であつた。それが最近は地風の変化と柄模様本位に転じて来た感が
ある。紬風，お召風，結城風の地風が好まれてはゐるが併し今秋の一般的の地風はよほど厚味のある感じを持つ
てゐるのは落ちつきが見えてよい。サラリとした気持ちは結構であるがペラ  したベトついたものは下品であ
る。テラついた光りのあるものは安つぽいから好ましくない。一般の好みは落ちつきを見せやうとして底光りの
ある渋味のものになつて来たが，渋味を通り越してクスんだものが少々混じつてゐるやうに見受ける。銘仙の色
調子はこの渋味とクスミとの境目がむづかしいもので，クスんだものは陰気に見えるから，これは選ぶ人が注意
せねばならぬ。併しモガ向きの色や柄は自然にケバついてゐるが今秋の品の若向きには案外その数が多いやうだ。
一般の地色は一昨年の茶色全盛，昨年の青味から転じて今秋は東西を通じて紫系が出て来た。若向きには，紫，
鉄系，或は朱の地色に金茶，鼠，グリーンの落ちついた色調子をあしらつた類が中心をなしてゐるやうだ。銘仙
の柄を大別すると大ガスリ，模様物，珍ガスリ，シメキリガスリ，縞，格子と男物であるが今秋は大ガスリにむ
しろ奇抜だと思はれるやうなものが多く柄をうまくまとめてゐる。珍ガスリは中年婦人向きが中心で従来東京好
みは技巧がクド過ぎたが，近頃はウロコ，タテワク，アジロ程度にサツパリしたものになつて来た。模様物は今
まで友禅調子の上品な草花物が構図の大部分を占めてゐたが近頃は油絵式のクドいものパステル画調子といつた
印象的の図柄が多くなつてクドい色彩のモガに好まれさうな気分のものが非常に多い。これを新流行品と称して
ゐるが併し普通物の構図がたとひ従来の型を踏襲してゐるとしても草花物のおとなし向きに出来てゐる。シメキ
リガスリはタテ糸をカスリ糸で織つたのであるが，サツパリした品
しな
の良いもの，カスリで格子に見せたもの等に
趣がある。縞物は立て縞の横に格子ほどハツキリ見せぬやうにカスミ式に横縞を入れた好みになつて，乱縞は別
として棒縞，滝縞，寄せ縞は見た目に単純に見えるものが好まれ出した。男物銘仙はツムギ風のものが一番ハヾ
をきかしてゐるが結城調子のものも相当に出てゐる。新らしいものではグリーンエンヂ等の強い色彩の糸を中心
に使つてその外側へ変り糸をまきつけた等の試みが出て来た。これはよく見ると強い色が現れるがちよつと見た
のでは従来のものと変りがないといふいはゆる渋好みである。今秋のお景物は昨年より現在のところでは平均三
割安といふことで，これは原糸安と世間の不況関係のためであらう。
昭和2年 10月 主婦之友
口絵 今秋流行の銘仙 モデルは岡田嘉子さん
流行といへば，まづ錦紗とかシャルムーズとかの，謂ゆる高級品に例をとるのが普通ですが実際に中流家庭で必
要とするものは，さういふ高級品でなく銘仙どころでありませう。そこでこの実用的銘仙で，今秋の快い流行を
作つてお目にかけたいと，苦心いたしましたのが，本誌に御紹介する銘仙であります。この『違ひ矢羽根』は，
『空の彼方へ』でお馴染の，林唯一画伯の考案になつた図案で，モデルは岡田嘉子さんであります。（安河内氏撮
影）
口絵 今秋流行の銘仙 モデルは水谷八重子さん
漫画でお馴染の田中比左良画伯が，どうすれば若い婦人の姿を，より美しくすることができようかと，幾日も頭
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をひねつた揚句出来上つたものが，この『晴秋』の柄意匠であります。いかにも晴やかな現代的娘さんの趣味に
適つた銘仙ではありませんか。これほどの精巧な出来栄えは，銘仙として前例のないことだといつて，伊勢崎織
物組合の，大評判となつたほどです。それだけに機元の苦心は非常なものでありました。（以下安河内氏撮影）
口絵 今秋流行の銘仙 モデルは村田嘉久子さん
お召かと思ふほどに上品な壁銘仙です。銘仙の節糸で，これだけのものが織出されるやうになつたことは，伊勢
崎織物組合の誇りのみでなく日本機業界の誇りであります。柄は意気な中に品を保つ，中年向の逸品です。
口絵 今秋流行の銘仙 モデルは栗島澄子さん
栗島澄子さんの召物にと，見立てゝ拵へたこの銘仙は，今秋の流行色の，茶がゝつた臙脂の地に，黒で粗く山路
模様を出し，紅葉を一面に散らしたもので，若々しい中に落着のある，上品な柄であります。図案は『主婦之友』
編輯局の特選，機は，伊勢崎織物組合の力作であります。
口絵 今秋流行の銘仙 モデルは松井千枝子さん
夕映の山に静かに咲く蘭，純真そのものゝ乙女心にも似た，その気高い花の姿を，田中良画伯の筆で，一段と美
しく色どられ，洗された伊勢崎の機元によつて画伯の筆致そのままを銘仙に織上げられました。ほんたうに上
品なお嬢さんといつた感じのする柄です。かうした上品な流行の作り出せることによつて『主婦之友』のこんど
の企が初めて意義あるものとなるのです。
口絵 今秋流行の銘仙 モデルは森律子さん
瀟洒な浴衣姿の律子さんが，本誌に紹介されたのは，ついこの間のやうに思ひますが，もうこの通り，すつかり
秋の装ひに変つておしまひになりました。着物もお羽織も『主婦之友』特製の新柄伊勢崎銘仙です。着物の方は
黒と臙脂の棒縞に銀杏を散らした秋らしい柄，羽織は濃い茶地に白茶で，波形を粗く細かく横に織出したすつき
りした柄であります。
口絵 今秋流行の銘仙 モデルは小桜葉子さん
こゝ二三年来，ホグシといふ模様銘仙が，大変な勢ひで発達してまゐりました。縦糸を一度あらく織つて染めた
ものを，ホグシながら織つてゆくのがそれであります。ところで，さらに横糸をも模様に合せて染め，絣を織る
やうに目を合せながら織つてゆく，ホグシよりも一層精巧な，併用といふ織り方が考へ出されました。葉子さん
の着てゐるこの『いとまり』は，その併用のうちでも一番に進んだもので，銘仙で，これほど美しい色目の模様
物が織り出されたのは，これが初めてだと評判されてをります。
口絵 銘仙の出来上るまで
私共が，呉服店に行つて，一枚の着物，一筋の帯を選ぶにも，やれ柄がどうの，色がどうのと，勝手な文句を並
べますが，さてその品物が，どうして出来上るか，かうなるまでには，どれだけの努力が払はれてゐるか，考へ
て見たことがありませうか。考へないから，いや知らないから，勝手な文句も出るのであります。一度その織場
を観，多勢の人の努力を知つたなら，一寸の布端でも粗末にできないと思ふのは，恐らく私ばかりではあります
まい。こゝに御紹介いたしますのは，伊勢崎銘仙の出来上るまでの工程であります。常識としてまた趣味として，
一通り御覧くださいませ。（1）は糸繰りといつて，カセの糸を枠に巻きます。柄物は糸繰りする前に地染してお
くのです。（2）は縦糸の整経で，枠の糸をかうして一定の長さに綜て，それを仮織機にかけて，（縞物や絣は仮
織しません）普通の布幅に粗く織上げ，そこで型つけをいたします。（3）はその型つけの工程で，これは友禅や
小紋と同じ方法で，型紙によつて模様を染めつけてゆくのです。型つけを終つたものは，日光に乾した上で蒸し
にかけ，よく染色を固着させたところで，川に持つて行つて水洗します。（4）はその水洗したものを乾しながら，
糊を引くところです。（5）は横糸の整経で，縞，縦絣のやうな，横に無地糸を用ひるものは，前に染色しておき
ますが，大絣や珍絣，併用のやうな，横糸を縦の模様に合せて織るものは，白のまゝ綜て，縦と同じく，横糸を
図案通りに染めるので，非常な手数と技術を要します。殊に併用は横糸に最も苦心を払ひます。
（6）がつまり横糸を図案通り染めてゐるところですが，派手な柄物になりますと，染色も幾種かに分れますし，
縦糸と違つて，型紙で一度に型つけするわけにゆきませんから，なか  厄介な仕事です。ではどうして図案を
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とるかと申しますと，まづ織上げの幅に定めたヲサ台を，図案の上におき，一模様の長さだけ，カタン糸を横糸
にして，すつかりヲサ目にかけます。つまり縦の仮織と同じ理窟で横糸を，本織の時と同じ糸数にかけるのです。
そこで下の図案を全部糸に写し取つてしまひ，ヲサ台から糸をはづしますと，ところ  絣のやうに染つてゐま
す。それを整経した横糸に合せ，日なたに引張つておいて，細い二本の箆で，見本のカタン糸通りに，染料をつ
けてゆくのです。（7）は仮織の縦糸を，機に巻き取るところで，これを終つたら，綾取りして，いよ  織機に
かけるのです。（8）は手機で，横糸と縦糸の模様を合せながら，織るところの図です。今機にかゝつてゐるのは，
本号の口絵で小桜葉子さんの着ていらつしやる，手毬模様です。こんな立派な手の込んだものも，ほんの十五六
の娘さんの手で，農業の片手間に織上げられます。（9）と（10）は整理工場で，織上の銘仙を蒸気にかけたり，
幅をへたり，畳んで圧しをしたり，織上げてからの工程を全部こゝでいたします。かうして反となつたものは，
更に織物組合の検査所に送り，染色，重量，尺，幅等厳重な検査を受け，合格したものには，組合の検印を押し，
馬首の登録標章を貼られて，初めて伊勢崎銘仙となつて市場に送られるのであります。
［本文広告］今秋流行の中心となるべき 主婦之友伊勢崎銘仙！ 巻頭の原色版写真を御参照ください
ませ 280283頁
何処の家庭に於ても，最も実用的の召物として歓迎をうけてゐる銘仙の向上を期するため，伊勢崎織物同業組
合とはかり，今秋の流行を代表する，主婦之友伊勢崎銘仙の新柄を創案して発表することにいたしました。錦紗
やシャルムーズ等の高級品の流行には，何処でも可なり努力をしてをられますが，最も一般家庭的実用品なる銘
仙級の向上については，殆ど今日までかへりみてゐなかつたのであります。主婦之友伊勢崎銘仙の図案は，『主
婦之友』誌上に於て皆様と最もお馴染深い諸画伯をわづらはしました。一方，織物図案の専門作家に，本年の流
行色，その他のヒントとなるべき材料を与へた結果が，口絵原色版の如き美しい主婦之友伊勢崎銘仙となつたの
であります。と同時にこの度の仕事によつて，銘仙として初めて織り出された美しいものが，完成されたのであ
ります。
伊勢崎銘仙に就て
伊勢崎織物同業組合 組長 下城雄索
伊勢崎銘仙は古来実用向をもつて唯一の目標としてをります。ゆゑに縞でも絣でも一定の制裁の下に製織して
をりますから，品質本位に於て他にその類例を見ないほどであります。取り分け染料を独瑞国等の製造会社か
ら，組合が直接購入し，組合員に分譲し，使用させてをりますから，染色の堅牢で耐久力に富む点は全く他に匹
敵するものが無いのであります。而して更に製品の確実を保証するため，組合で製品の検査を厲行し，合格品に
対し組合の標章竝に組合印を押捺して，責任を明らかにしてをります。
而して近来織物界の趨勢は漸次外観本位に傾いて来たので，この点に大いに力をいたし，技術の進歩に伴ひ意
匠柄行を斬新にし而も高尚なる我が伊勢崎銘仙は，現代斯界の花形と推賞されてをります。
従つて生産高も年毎に増加し，全国から生産される銘仙級の過半数に当る，三百五拾万反を伊勢崎が占めるに
いたりました。さうして伊勢崎といへば銘仙，銘仙といへば伊勢崎を聯想するやうにまで，需要者各位から歓迎
されてをります。
主婦之友伊勢崎銘仙は，この組合精神に依つて製作されたもので，たしかに『主婦之友』の名を辱めざる優良
品を提供し得ると信じてゐます。何卒実物に就て御批評を賜はりたく存じます。
［本文広告］主婦之友伊勢崎銘仙一反毎に附ける 総額壱万五千円也の割戻し大景品
（前略）
参等景品…客間用銘仙座蒲団五客組…五拾組
稲西合名銘仙部特製（価格組拾九円総額九百五拾円）
濃臙脂，淡茶，草色のぼかし染になつてをります。仕立は全部東京の一流の職人の手になつたのですから，何処
となく上品に快く調製されてあります。客座敷用として室の飾りともなるべきもの。（中略）
五等景品…銘仙中幅風呂敷…弐千枚
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稲西合名銘仙部特製（価格一枚一円三拾銭総額二千六百円）
流行色の地色に，主婦之友社絵画部の川原久仁於画伯が纈風に図案した花鳥模様を染め抜いた，記念品ともな
るべき芸術味豊かなものであります。地質は銘仙の別織になつてをります。（中略）
主婦之友伊勢崎銘仙の景品券
景品券は一反毎に必ず一枚づゝ附けてありますから，御買約の際特に御注意を願ひたう存じます。以上の景品価
格の計算は，主婦之友伊勢崎銘仙が約一万二千五百反買約されたものとしての換算額であります。ですからどん
な籤の弱い方でも，一反について七拾銭の粉白粉と資生堂石の小型は必ず当籤いたします。五等以上の特等景
品でも，総籤二千五百七拾五本ありますから，五本毎に一本の割合で幸運が得られます。
［本文広告］
『主婦之友』で計画いたしました，主婦之友伊勢崎銘仙は，織物同業組合の努力によつて驚くばかり品質の立派
な良いものが織り上りました。組合でも全く採算をはなれ一意伊勢崎銘仙の向上のためにつくした結果が，こゝ
にいたつたのであります。恐らく第一流のデパートですら，これだけの銘仙を一堂に陳列することは全く不可能
なことでありました。本社事業部の秋の企画として左記の通り全国百廿六ケ所の一流呉服店に陳列して皆様の御
批判を仰ぐことゝいたしました。誰方様もお繰合せの上御覧くださいませ。今秋の流行の傾向を鳥瞰することが
できようと存じます。会期は一定いたしませぬためこゝに一々記載いたしませぬが，できるだけ早く御覧くださ
い。ものによつては売切となれば，再び売約に応じられないものもございますから一寸申添へておきます。（後略）
［280283頁の広告には，以上の他に図案四種を写真で紹介し，九月二十日より主婦之友本社で伊勢崎銘仙の実物を展示するこ
と，十月一日から二十二日まで全国の呉服店で開催される陳列会の予定を知らせている。日本橋白木屋呉服店での会期は未定，
決定次第新聞紙上にて発表するとある。］
昭和2年 10月29日 読売新聞 朝刊 3面
家庭経済けふの知識 此頃売れる銘仙，お召，錦紗 銘仙が飽かれ気味 お召が出る
呉服類では銘仙が一般に飽かれて来た気味です，これは柄模様が大概同じで変化がないからです。模様ではシヤ
ルムーズ式の二重模様がすたり以前の様な無地に模様を現したものが好かれます，但し地色は濃くて単一色の物
でなく二色又は三色を配合してそれを濃い一色のように見せたもの，商売人側から云ふと皮肉な色が流行のわけ
です。錦紗は上等物が相変らず売れこの冬はお召が相当売れる傾向もあります。但し地質は手ざはりのよいキメ
のこまかいものがすたり反対に荒いゴツゴツした物が歓迎されます。丁度三十年以前に逆戻りした風です。
昭和2年 11月 婦人画報
模様全盛の銘仙 （今秋冬の流行） しづか 60頁
着尺物として一般向きなのは何といつても銘仙でありますが，今までは実質本位といふ意味で好まれる向きが
多くありましたけれども最近は柄模様が本位となつて来たと同時に，模様形式が非常に変化したものが出来るや
うになりました。
従つて柄模様が非常に複雑に今まで現はし得なかつたものが出来るやうになり，従来からの縞，絣りもあるに
はありますけれど先づ今秋冬の行流として模様式のものが全盛といつてよいでせう。
模様の形式は草花，鳥，自然の立樹などを現はしたものが多く，それも純写生風なおとなし向きのものが一般
の若向きとして喜ばれるやうですが又一面には単純な形式，単純な色彩による構成派式のものもモダン向として
流行して居ります。
地質は総体に厚味のあるのが好まれ，ほぐし物が流行して居りますが，これは模様，色彩の上からほぐし地は
最も自由にゆき，ほぐしに依つてその生命があるといつてよい位ひでこれの発達によつて今日の柄模様に色々変
化を見せることが出来るともいへるのであります。
銘仙の地質として一体にざら  した渋味のあるものが迎ひられて居るのは一般の傾向ですが，特に男物など
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にはかうした生地の織方によつて一つの味ひを見せたものが好まれるやうです。
色は茶が大部分を占め，それも赤味がつたものより渋い焦茶風のものが流行して，その他では，前に流行した
紫系色が復活して来ました。黒は何時でもはやり廃りなく用ひられ，配色としてはその地色によつて工夫されて
ゐますが主としてグリン，朱，コバルト，赤味がつた黄などの濃淡が用ひられるやうです。
絣は最近の傾向として，非常に複雑味を帯びたのが流行で，縞と絣を併用して一つの模様のやうに見えるもの
が多くなりました。絣の一つとして昨年あたりから銘仙の高級品として村山大島といふのが出来て本年は大部流
行して来ましたがこれは横縦に玉糸を使つて殆ど大島に近いほど精巧に出来たもので鹿児島大島などよりはるか
に堅牢に絣も面白い複雑なものが出来るところから上流の平生着などに盛んに用ひられて居ます。
縞物は本年は模様全盛なのでいくらか影をひそめた感がありますが，縞物としていふと是も可成複雑になつて，
縞に絣を入れたもの或は地風をぼかした上に中細の縞を入れたものなどが流行です。
昭和3年 1月16日 読売新聞 朝刊 3面
体裁本位よりも底光りするもの 着物，持物，装身具など 流行は総て本質的に
着物でも持物でも装身具でもきらびやかなものが次第にすたれその代りに地味で渋くて実際に値打のある所謂底
光りするものが好かれる時代になつた。
サフイヤ，真珠，エメラルド，ヒスイ，サンゴなどは今もかなり人気を呼んで居るが，十八金の指輪に怪しいル
ビーをはめたリングが三円均一で買へる世の中だけに，ルビーは宝石としての値打を全く失つてしまつた様であ
る。サフイヤ，真珠，エメラルド，ヒスイ，サンゴなどはさすがにまだそれ程でないが，余程質の良い物でない
と喜ばれぬ風がある。それなら一体どんな物がモテるかと云ふにダイヤモンドやプラチナが最近メキメキ頭をも
たげ出した様である。
ダイヤモンドの前には他のあらゆる宝石も顔色なしで，ダイヤの流行は同時にルビー，サフイヤ，エメラルドな
どの下落をますます早める訳である。
貴金属では金の全盛期に次いでニツケル全盛期が来た。それが終つて今度はクロム全盛となり今はその絶頂期に
ある様である。しかしそうした物に満足の出来ぬ向きはプラチナへ目を向け，やがてはその全盛期が展開される
であらう。
呉服物全体の消費高から割出すと絹物は全体の四パーセントであとは木綿である。しかし木綿着物はふだん着に
はよいが外出や訪問着には不向きで，そこで木綿より値は少し高いが絹物殊に銘仙が兼用式に用ひられる，少
し上等になるとお召だがお召は流行の変遷と余りかゝはりなく，時流を抜いて売れる。
錦紗やシヤルムーズは一時はパッと線香花火式に流行するがいつしかすたれたりする。そこへ行くとお召はそん
なことがない。
昭和3年 3月16日 読売新聞 朝刊 3面
新柄 秩父銘仙
秩父銘仙は，今まで多少柄の進まない点はあつたが，実質本位のものとして重宝されて来た，それが最近柄や染
方にも種々改良が加へられ，この春の物としては納戸，グリーン，紫を地色として，鳩羽，ねずみ，しそ，など
いろ  の色を配色し進境を見せ今銀座松屋陳列会開催中。
昭和3年 5月 主婦之友
晩春から初夏への和服と洋服の流行 セル袋帯履物パラソル婦人洋服 婦人記者
セル 233頁
今年はセルの流行色にも，秋に挙げられる御大典の影響を受けて，その調度品の色彩を，多分に取り入れてある
やうでございます。若向きとしては納戸色，珊瑚色，浅黄色，鳩羽色，中年向きとしては，鼠系統ですが，従来
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よりはやゝ赤味がゝつた，華やかみのあるものが中心となつてをります。配色法は，例へば，納戸を主色とすれ
ば，薄い浅黄色，鳩羽色を，配色とし，浅黄などの薄色を基調とした場合には，納戸色などの濃色を以て，補助
するやうに出来てをりますが，総体としては，ここ一両年より，やゝ濃い目になつてをります。
柄は，縞でも絣でも，模様ものでも，一体に銘仙に接近して来ました。殊に柄物などは，これがセルかと思は
れるくらゐ精巧になつて来ました。縞物には大小を問はず，横の細線が配してあるのが目につきます。大柄では
縞に巧者な〆切り絣をあつさり施したものが多く，糸も絹紡の飾り糸や琥珀を用ひて，非常に縞や絣を引き立た
せてあります。地はずつと薄手になり，しなやかで，まるでお召のやうな感じがいたします。それですから，身
体の線に，ぴつたり合つて，着心地もよろしうございます。
値段は縞物で十円前後，絣で十二三円ぐらゐ，模様物になつて十六七円です。次頁の写真は尾州一ノ宮で出来
た紅屋セルの優秀品です。（後略）
昭和3年 6月 婦人画報
流行の夏物銘仙 目につく大絣と珍絣 ゆりか 4243頁
絹布類の単衣物として，最も民衆的な銘仙も，最近は技術の進歩によつて，高級品を凌ぐ優良なものが出来る
やうになり，従つて，従来銘仙は，平常着として，外出にはいさゝかその格を落してゐた傾がありましたが，最
近の銘仙は，柄に於いても，織方においても，非常に優れたものができて来たところから，外出用としても少し
も恥しくなく，しぜんその用途の範囲も広くなつてまゐりました。
大体，銘仙は昔から秩父は冬，伊勢崎は夏と，各々特色をもつてみられてをるものですが，最近一般の傾向と
して，模様風のものが歓迎されつつある一方に織物としても，ほぐし物が迎へられるやうになり，秩父，伊勢崎
は勿論，足利，十日町，八王寺
（ママ）
などでもそろつてほぐし銘仙に向ひ，それをつくるやうになりました。然し冬物
で成功したほぐしも夏物に入つて，ほぐしそのものが，色が鮮明にあがらないために，夏物としては向かない傾
があつて，製産地にあつても多少行き悩みの感がありました。ところが伊勢崎では，元来絣に特色をもち，それ
がほぐし全盛のために，いく分影響をうけ，特色とする絣を等閑にするやうな傾がないでもなかつたのですが，
最近こゝに再び伊勢崎が絣の技術をふるひ起して新興のものを考へるやうになり，恰度夏物として行きなやんで
ゐるほぐしに対して，最も色の鮮明にゆく絣の技術によつて，むづかしい模様でもつくつてみやうと努力した結
果，それらの製品になる斬新な銘仙が，今夏の流行のさきがけとして現はれて来ました。
絣といつても，従来の組織とは趣きを異にして，最も技術の洗練された大絣，珍絣がつくられ，殊に，むづか
しいのは，絣に一部分ほぐしを並用して図案の感じを巧みに出してゐることです。たとへば模様に，縞に，色を
よく立たしてゆきたいと思ふところに絣をつかつてその絣の調子によつて，かつきりした感じを現はしてゐるの
が多く，全体の柄ゆきからみれば，横段風のもの，または格子風のものが流行で，一般の好みにも迎へられるで
あらうと思ひます。
色は，春の流行色であつた，コバルトに紫味を帯びたものが多く，総体からみて納戸系の色彩のものゝ多いの
は，季節から云つて当然の要求だらうと思ひます。また一部には却つて赤味のある色をつかつて配合によつてそ
れを暑くるしからぬやうに扱つてあるのも見られます。
（一） 納戸地に絣をもつて光りを見せたもの。三十才前後（十三円八十銭）
（二） 浅黄納戸地に斜に白の雲形を絣にて現はし，赤にて上に大絣をあしらひたる奇抜なるもの。二十才前後
（十五円八十銭）
（三） 納戸鼠地に竹垣風に細かく絣にて出し，白で市松くづしの絣を見せたるおとなしやかなもの。廿四五才
向（十二円三十銭）
（四） 薄藤地に白の細線格子を見せ，黒にて十の字絣を現はしたるもの。二十六七才向（十二円三十銭）
（五） 白地に鳩葉紫にて，横段を絞り風にあしらひ，模様を黒の絣で現はしたほぐしと絣を併用した斬新なる
二十才前後向（十五円八十銭）  松坂屋しらべ
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昭和3年 6月4日 東京日日新聞 朝刊 8面
銘仙節織 夏物の柄は絣が第一 地色は濃い納戸か紺
外出着に平常着に現在の服飾界を風靡する銘仙，従つて一般流行の中心もまたこの民衆的織物にあつて銘仙織
物業者の間には絶えざる研究が続けられてゐる。
在来の銘仙は，堅実であるといふ実質的本位をもつて銘仙そのものゝ誇りとしてゐたものが，近年だん  需
要の傾向によつて柄本位に移り，丈夫といふことも条件の一つではあるが，更に柄とか地風とかに種々の変化，
改良を加へて結城風とかジヨーゼツト風の地風の物が現れて来た事は近年の目新しい傾向である。
柄も夏物であるから絣が第一に，珍絣，大絣が次いで濃い地色にこまかい絣を模様風に組立てたものや，大き
な模様を絣であらはしたもの，又単純な絣を品よく見せたもの等が中心となつてゐる。
地色としては薄色よりも濃色の納戸とか紺を活躍させて水色鼠の薄色が三分の一位の取合せに用ひられてゐる。
値段は，大絣，模様物十二円五十銭位，珍絣十一，二円，縞絣十円前後より十二円位，縞八，九円，変り生地
上等物（結城風，ジヨーゼツト風）十五，六円見当。
昭和3年 7月 婦人画報
涼味たつぷり 盛夏用薄物しらべ 5456，126頁
（前略）
両しぼお召銘仙の薄物
盛夏用の薄物で，明石に準じて迎へられるものといへば，お召の薄地のもので両しぼお召があります。京都で
は俗に「常夏」と称し，桐生では「なみぢ」などゝ云つてゐるものですが，これは両しぼでありますから，濡れ
ても縮むことのないもので高級品として相当の需要があります。その次では銘仙の薄地ものがあつて，これは従
来もありましたが，本年は新らしくいろ  に考案されて高級品をしのぐものが製造されてゐます。銘仙の薄物
は，横に壁糸を使用してありますから，しぼといふほどでないが細かいしぼがあるので，平の組織のものより凉
しい感じを与へるところから一寸した外出用として歓迎されてゐます。
この他小倉明石縮といつて，横に瓦斯糸を用ひ織方は普通の明石と同じ式のものですが，真夏用のざら着とし
て用ひられるものです。（中略）（松坂屋しらべ）
昭和3年 9月 主婦之友
口絵 流行銘仙の魁 主婦之友伊勢崎銘仙 瑞祥 和田三先生考案
天壌無彊の宝祚いや栄えます，御大典の御慶びを寿ぎ奉るべき新柄は，秋の流行を代表して生れいでた，主婦之
友伊勢崎銘仙の一枚であります。図案は画壇の重鎮たる和田三先生が特に御考案くださいましたもので，軽い
筆致によつてあらはされたる瑞雲の彩りには配色の妙がつくされてをります。主婦之友伊勢崎銘仙の各柄合は，
十月号の誌上で，その全部を発表いたしますが，恐らく本年も，銘仙界最上のものとして秋の流行を，風靡する
ことでございませう。（モデルは水谷八重子さん 主婦之友写真部撮影）
昭和3年 9月11日 読売新聞 朝刊 3面
御大典を控へて かうした銘仙が流行 種類織方の工夫，新柄の意匠 絣や縞に現はれた今秋の苦心
三越呉服部主任佐藤喜平氏の話 近年一般婦人の着物地として銘仙の需要は非常なものです。従来は余所行き
は上等のもの平常着は悪いものとハツキリ区別をつけて用ひてゐたが近頃はほとんど区別がなくなつた，やはり
時代の要求でせう。それでその需要の増加と同時に産地もふえ，模様，縞，絣の技術は非常に進歩しおよそ染で
出来得るものならば織模様も出来る位まで進んでゐます。
産地と特徴
種類には秩父，伊勢崎，足利，八王子，村山等種々あるがその一つ一つについて簡単にお話しすると先づ秩父銘
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仙は縦も横も玉糸を用ひたもの，従つて節があるが非常に光沢のあるもので甲斐絹に節をつけたと同じ感じのす
るものです。前には地厚のものだつたが近来は薄地になつて来ました。
伊勢崎銘仙
伊勢崎銘仙は絹紡糸を玉糸とで余りピカ  しない艶消風のよい光沢を持つてゐます。絣が特色で生地は少しぽ
つたりしてゐます。
足利銘仙
足利銘仙は糸の使ひ方は伊勢崎とほゞ同じで従来は模様物ばかり作つたが近年絣も縞も出ます。
八王子銘仙
模様物が主ですが〆切絣といつて縦糸ばかりで絣の出来てゐるものが出ます。また銘仙に似て一寸ちがふが男物
で節細といふ感じのものが出ます。
村山銘仙
これは東京府下村山貯水池付近から出る大島銘仙ですが近年著しく発展し本場大島と一見変らぬやうなものを出
します。値段は頃合の十三四円から十七八円，右の中何処のものが最もよいかといふにこの頃は各産地とも需要
者の要求に合致するものを作るのに多大の努力をして居り従つてどれも共通点を持つてゐて産地によつて品物の
良い悪いが区別出来なくなりました。それで買ふ場合には良く吟味することです。品には織出し地によつてそれ
 印がありますからそれを見ると解ります。
需要増加
近年綿布の使用は年々少くなり，それだけ銘仙が殖え婦人の衣服換言すれば銘仙といふ風になりました。製造業
者も製造地もます  余計になり木綿の産地として名高い浜松もこの頃では銘仙を産出しようとしてゐるが，今
は婦人の着物が洋服になるとか，或は新しい文化的の織物でも発見されないかぎり銘仙は一般向きの衣服として
ます  旺に用ひられるでせう。
流行銘仙のいろ  その色，模様，絣，縞，新柄物がさかんに出る
初秋の流行
この初秋の流行銘仙としては，御大典の関係から日本風のものが大分見えます。がそれは決して古い在来の趣
味式のものでなく，色にも形にも新し味のたゞよつたものです。日本色と云つてもよい。紫糸のものが著しく多
く見えます。勿論濃淡，はで，じみは種々ありますが，そしてそれに白茶一色で菊の花を現はしたものとか，或
は白茶，ローズ茶，青磁，薄ねずみなどの形を出したものなど，構図は非常に大胆に形は図案風になつて来ま
した。かやうな日本風のものと同時に洋風のものゝあるのは勿論ですが，その洋風，洗練されたモダン調でアメ
リカ風のものでなくフランスのモダン調です。それはびた色五六種を集合させ統一ある或る感じを出した油画
風のものです。例へば黒地にローズ茶，白茶，藍，青磁，ねずみ等の色をベタ  なすりつけ，或る花の形に
地を縫つて黒く模様を見せたもの，或はそれと反対に幾色かを用ひてベタ  と模様を現はしたものなど，在来
の模様銘仙といふのはお嬢様，若奥様向きのものに限られたが近頃は技術の進歩によつて四十，五十の中老の婦
人向きのものが出来てゐます。
巧妙な絣物
次ぎに絣についていふと 大絣 これは伊勢崎銘仙独特のものです。曲線を用ひることは絣の技術として
は最も難かしいわけですが近頃はそれを巧に取り入れ模様化したものがあります。然し絣である以上微細な線は
用ひす図案化したものです。これは令嬢，若奥様向き，珍絣 〆切絣 十字井桁の単純なものは飽かれて，
不規則のうちにあつさりとしたもの或ひは細線の集合によつて渋い感じを出した結城風のものが新しく出ました。
地色は黒，紫，紺，濃納戸，ローズ茶系統で黒に近いものに明るく，且つ渋い一，二色で絣を現したもの。最も
多く用ひられるのはローズ，茶ですが，これは近頃第一の流行色です。
絣式の縞物
縞物 在来の縞は余りに単純平凡で面白くないので近頃これに縦の縞より弱い感じの横縞を配して格子柄と
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したものゝ或は乱立横縞など即ち絣を見る感じで見得る縞物が出て来ました。なほ値段は縞物八円から十一二円，
絣八円から十五六円，模様物八円から十三円位です。
昭和3年 10月 主婦之友
口絵 流行銘仙くらべ 『瑞祥』水谷八重子さん
八重ちやん‥‥で通つてゐる，あどけない水谷八重子さんの銘仙姿です。柄は和田三造画伯が特に主婦之友伊勢
崎銘仙のために御考案くださつたもので，横にかるくひいた瑞雲の配色と調子は，さながらオーケストラの名曲
に接してゐるかの如き心もちがいたします。すらりとした八重子さんの姿が，如何に調和されてをりますことか，
さうした点にも，お心をとめて御覧のほどを願ひます。
口絵 流行銘仙くらべ 『しま市松』栗島澄子さん
銀鼠地に，赤茶がゝつた流行色の蘇芳色で，市松を縞に出した新柄であります。卅歳前後の中年の方に好もしい
柄合です。それに市松が，縞のやうに織り出されてをりますから，肥り気味の方が，お召しになつても，すらり
としてお見えになるのが，この柄の特長でございます。『主婦之友伊勢崎銘仙その三』（27）『しま市松』を御参
照くださいませ。
口絵 流行銘仙くらべ 『かゞやき』小桜葉子さん
図案界の泰斗杉浦非水先生が主婦之友銘仙のために特に御苦心くださつた模様で，直線と曲線の交錯‥‥赤色の
諧調‥‥によつて華やかに織出されてゐます。十歳から十四五歳までのお嬢さまの振袖に仕立てゝ頂きましたら，
感じの新らしいお召物が出来ませう。断髪のお嬢さまならば十六七歳の方にも大丈夫召して頂けます。色合は
『主婦之友伊勢崎銘仙その一』（2）『かゞやき』を御参照ください。
口絵 流行銘仙くらべ 小草絞り と 慶び草 梅村蓉子さん 月光 夏川静江さん 若き日
と 夕ばえ 入江たか子さん
右から順に説明いたします。梅村さんの着物は木谷千種女史御考案の（26）『慶び草』，四葉のクロバーを模様に
した目出度いもの。羽織は藤井達吉先生を煩はした（25）『小草絞り』です。夏川さんの召してゐられる柄は
（24）『月光』といふ軟かい彩りのなかに，生き  としたところのある現代向き銘仙。入江さんの着物は（22）
『夕ばえ』羽織は床しい紫地の（3）『若き日』であります。
口絵 流行銘仙くらべ 『矢羽根くづし』村田竹子さん
この柄は，主婦之友伊勢崎銘仙（11）の『矢羽根くづし』です。艶つぽいなかに，あどけないところのある日本
髷に，しつくりと合ふ，おとなしい柄好みです。色合ひは別頁の『主婦之友伊勢崎銘仙その一』の柄見本によつ
て御覧ください。どちらかと言へば，お体の小さな方がお召し［に]なれば，すらりとした感じが出るでせう。
モデルの竹子さんは帝劇の新進花形で，村田嘉久子さんの妹御さんでございます。
口絵 秋の流行を代表する主婦之友伊勢崎銘仙 その一
七八歳の子供さん柄から廿歳前後のお嬢さん柄
（1）九重 羽織に着物に可愛らしいもの（十八円五十銭）
（2）かゞやき 杉浦非水画伯案 断髪の子供さんに似合しい柄（十四円八十銭）
（3）若き日 流行色の紫が素敵な出来栄え（十二円八十銭）
（4）あぢさゐ 伊東深水画伯案 それは着晴れのする上品な柄（十二円五十銭）
（5）あけぼの縞 軟かい感じのする現代向縞柄（十三円八十銭）
（6）春日 生田花朝女史案 羽織柄としてゆかしきもの（十二円五十銭）
（7）霞八丈 かべ霞お召幾分小柄の方向き（十四円五十銭）
（8）にしき葉 岡 吉枝画伯案 表紙絵でお馴染の岡先生の筆（十三円三十銭）
（9）瑞祥 和田三造画伯案 栄えある御大典を祝して（十三円八十銭）
（10）五節しぼり 藤井達吉画伯案 羽織よりも着物に向く絞銘仙（十三円三十銭）
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（11）矢羽根くづし あどけない日本髪のお嬢様向（十一円五十銭）
（12）草にしき 羽織に仕立てゝはえる新柄（十七円八十銭）
主婦之友伊勢崎銘仙の御註文は右肩［原文は右から左への横書き］の番号と題をお記しの上，東京神田駿河台主
婦之友社代理部（振替東京一八〇番）へお申込みください。送料は一反十八銭，それ以上一反毎に九銭増。（海
外は一反四十五銭，それ以上一反毎に十銭増）お申込は一日も早くお願ひいたします。万一品切の節には二週間
お待ち願はねばなりませぬ。
口絵 流行銘仙くらべ 『あぢさゐ』 入江たか子さん
上品な仕立栄えのする良い柄です。色合は本年の流行色である蘇芳色に，深水画伯一流の気の利いた筆致で，模
様が軽く熨斗目風に織り出されてをります。表頁の『主婦之友伊勢崎銘仙その一』（4）の『あぢさゐ』と対照し
て御覧ください。ほつそりとした方には，模様が横に通るやうに仕立て，大柄の方は模様が互ひ違ひになるやう
にお仕立てくだされば，更に一しほの美を添へることでございませう。
口絵 秋の流行を代表する主婦之友伊勢崎銘仙 その二
廿歳ごろから廿四五歳ごろまでのお嬢さん向きの柄
（13）慶満草 田中良画伯案 上品な女学生向の軟味ある柄（十三円八十銭）
（14）豊穣 山田正一画伯案 はつきりとした感じの現代柄（十三円三十銭）
（15）らんたつ 誰方がお召しになつても向く柄（九円）
（16）ざくろ 生田花朝女史案 若奥様の書生羽織に宜しきもの（十二円五十銭）
（17）野路 田中比左良画伯案 羽織と対に仕立てると良い柄（十三円五十銭）
（18）天平のおもかげ 着物にも羽織にも好もしい柄（十二円三十銭）
（19）格子がすり 現代向の至極さつぱりした柄（十三円五十銭）
（20）雲の柱 万人好きのするおとなしい柄（十二円）
（21）月光 仏蘭西絹のやうな軟かい配色（十二円）
（22）夕ばえ すつきりとした良い柄です（十二円）
（23）ペルシャ模様 着物より羽織にしたい柄ゆき（十二円三十銭）
（24）みやび 地織は評判のかべお召です（十三円五十銭）
口絵 流行銘仙くらべ 『野路』梅村蓉子さん
京の郊外を思はしめるやうな，詩的な模様銘仙，（17）『野路』は本誌によつて皆様とお馴染の深い田中比佐良画
伯の御考案になつたものです。この写真では，柄の一部分しか出てゐませんが，秋草の茂る野路が，霞のやうに
織り出されてをりますから，見た目も，着た姿も，たいそうすんなりと，やはらかい感じがするのであります。
表頁の『主婦之友伊勢崎銘仙その二』の柄見本を御参照ください。
口絵 秋の流行を代表する主婦之友伊勢崎銘仙 その三
廿四五歳から卅四五歳の方に向く柄好みです
（25）小草しぼり 藤井達吉画伯案 紫の地色がよく上つてゐます（十二円八十銭）
（26）慶び草 木谷千種女史案 クロバーを模様化したもの（十二円八十銭）
（27）しま市松 銀鼠地に流行色で織つたもの（十二円）
（28）モダン 線と丸の模様絣で羽織向（十二円五十銭）
（29）銀杏 羽織にも着物にもなる柄ゆき（十一円八十銭）
（30）南蛮縞 黒襟を掛けても似合ふ意気柄（十一円八十銭）
（31）うろこ小紋 誰にも似合ふ温良向の羽織柄（十一円三十銭）
（32）芽やなぎ 着物柄として渋味のあるもの（十二円八十銭）
（33）花びし 伊藤小坡女史案 誰方が召しても気が利きます（九円八十五銭）
（34）プリズム 黒地に紅と白の入つた変り絣（十一円三十銭）
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（35）江戸縞 婦人の召物にも丹前にも良し（十一円八十銭）
（36）手綱がすり 着物羽織ともに良い変り絣（十二円三十銭）
口絵 流行銘仙くらべ 『ざくろ』と『雲の柱』 巴玲子さん
羽織の（16）『ざくろ』は，閨秀画家の新進生田花朝女史の御考案です。黒地に柘榴を色で大絣のやうにおいた
面白さは一寸支那絹を見るやうな感じの新らしい柄ゆきです。着物の（20）『雲の柱』は，誰方がお召しになつ
ても良く似合ふ糸織縞の銘仙です。色合は前頁の『主婦之友伊勢崎銘仙その二』をご参照ください。お若い奥様
の書生羽織なぞにお仕立くださつたら，さだめしはえることでございませう。
口絵 秋の流行を代表する主婦の友伊勢崎銘仙 その四
この五柄は四十歳前後の年輩向きの新柄をへました
（37）横じま小もん 和田三造画伯案 小紋に縞をあしらつた新意匠の柄（十三円三十銭）
（38）おらんだ縞 縞と絣を応用した新柄ちよつと前掛でもしめてみたい気がします（十二円）
（39）たてあじろ 着物柄として渋い好みで誰方が召してもよい物（十一円八十銭）
（40）つゞれ雲 羽織にも着物にも向く，年配向の好もしい柄（十三円三十銭）
（41）おぼろ絣 七宝絹を流行色でおぼろに織つた新柄絣銘仙（十三円八十銭）
（終の九柄は，模様がこまか過ぎますので，その一部をよくわかるやうに拡大しておきました。）
『春日』と『あけぼの縞』 夏川静江さん
羽織は，新進閨秀画家生田花朝女史が，お得意の大和絵風の筆致で奈良の山容を模様化した，床しいもの。着物
は，ぼかしの濃紫地に糸織の感じを出したお召銘仙です。大手な羽織柄と縞の着物との配合を御覧ください。
口絵 流行銘仙くらべ 『うろこ小紋』と『芽やなぎ』 河村菊江さん
羽織は（31）『うろこ小紋』，着物は（32）『芽やなぎ』であります。羽織と着物の配色は前頁の『主婦之友伊勢
崎銘仙その三』を御参照ください。なか  妙味ある取合せではありませんか。着物は，焦茶地に濃い同色で芽
柳を出し，地織に黄色い横糸で縞を入れた渋いもので，中年の方のお召物として，大そう落ち着きがあります。
羽織は紫がゝつた紺地に，小紋を大島絣風に入れた，品のよいものです。
口絵 流行銘仙くらべ 『豊穣』 原光代さん
郊外の小景を模様化した新しい感じの銘仙であります。色合から柄ゆきが，すべて現代的にできてゐますから，
学校出のお嬢さんなぞがお召しくださいましたら，きつと好もしい召物がお出来になるでせう。羽織よりも着物
によく，羽織と対にお仕立てになれば，これまた一寸風変りの，良い好みのものが出来ませう。『主婦之友伊勢
崎銘仙その二』（14）を御参照ください。
口絵 流行銘仙くらべ 『霞八丈』 藤間蔦枝さん
なんといふ，魅力のある柄でせう……。幾分小がらな蔦枝さんが，こんなにすらりとお見えになるのです。かべ
織お召の滝縞に，横絣をおぼろに入れた風情には，一しほの和かみがあります。色合は，『主婦之友伊勢崎銘仙
その一』の（7）を御参照願ひたう存じます。モデルにお立ちくださつた蔦枝さんは，藤蔭会第一の踊手で，古
典的なものが，殊にお得意であります。
口絵 流行銘仙くらべ 『花びし』と『格子がすり』 森 律子さん
羽織の『花びし』は，京都画壇の中堅伊藤小坡女史の御考案でございます。さすがに上品な，いやみのない，誰
方にも召していたゞける良い柄ではありませんか。着物の『格子がすり』も，羽織と調和した，まことにしとや
かな変り柄です。これを素袷に仕立て，黒繻子の襟をかけた前掛姿の下町好みも，これまたなか  にきりつと
したものであります。『主婦之友伊勢崎銘仙』（19）と（33）をご参照ください。
口絵 流行銘仙くらべ 『にしき葉』 小林延子さん
いつも帝劇で，可愛い娘形をして人形のやうな舞台姿をみせてゐられる延子さんが召してゐるのは，（8）『にし
き葉』です。友禅がゝつた模様に縞をあしらつた新らしい試みの柄で，見るから，うひ  しい感じがいたしま
す。色合は，『主婦之友伊勢崎銘仙その一』を御参照願ひます。意匠は本誌の表紙絵によつていつもお馴染の岡
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吉枝画伯の考案になつたものであります。
口絵 流行銘仙くらべ 『ペルシャ小紋』と『みやび』 石井小浪さん
新舞踊家石井小浪さんが召してゐられる羽織は，（23）『ペルシャ模様
（ママ）
』で，着物は，（24）『みやび』です。着物
といひ，羽織といひ，まことにおとなしい柄好みではありませんか。ことに着物の『みやび』は，地織が，壁織
お召になつてをります。艶といひ軟かさといひ，申分のない出来栄えであります。
『五節絞り』 崔承喜さん
近ごろ，羽織や帯地に絞りを応用することが大流行してゐます。これは藤井達吉画伯にお願ひして絞りの銘仙を
御考案していたゞいたもので，着物に仕立て上げてみましたところ，御覧の如く，全く新しい趣の変つた着物が
出来上りました。学校出のお嬢さんには打つてつけの柄好みではありませんか。『主婦之友伊勢崎銘仙その一』
（10）を，御参照くださいませ。
口絵 流行銘仙くらべ 『天平のおもかげ』と『らんたつ』 東日出子さん
羽織の（18）『天平のおもかげ』は，正倉院の御物の模様を応用いたしましたもので，極上品に出来上つてをり
ます。着物の（15）『らんたつ』は，銘仙本来の特質を発揮した新柄で，どんな方にも気安く召していたゞける
のが，この柄の特長でありませう。天平時代のものを着尺地に応用することは，この春以来大変に流行してまゐ
りました。モデルの日出子さんは，帝劇の花形でいらつしやいます。
口絵 流行銘仙くらべ 『九重』 赫子さん 『慶満草』 安子さん
『九重』は，黒地に菊を友禅のやうに織り出した可愛らしい子供さん柄です。『慶満草』は田中良画伯が御考案く
ださつたもので，女学生方に向く，見るから上品な，柄好みであります。色合は『主婦之友伊勢崎銘仙その一』
の（1）と同じく『その二』の（13）を御参照ください。お召しくださつた方は，森律子さんの姪御で，姉さん
が安子，妹さんは赫子とおつしやいます。
［広告］一万五千円の大景品附（一本も空籤なし全部に当籤） 主婦之友伊勢崎銘仙 277頁
秋の流行を代表する新柄の発表 巻頭原色版参照
『主婦之友』の銘仙は，昨年も殆ど，秋から冬への流行界を風靡し尽しましたが，本秋は更に一そうの研究を加
へまして，こゝに昭和三年度の主婦之友伊勢崎銘仙四十一柄を発表いたしました。恐らく本年も流行界の人気を
沸騰させることでございませう。
『主婦之友』の銘仙の柄が新しい上に，品質が良く，それで値段が普通のものよりも高くないのであります。『主
婦之友』の銘仙は，全く採算を度外におき，流行界の進歩を目的として作られてあり，織元の伊勢崎織物同業組
合でも，伊勢崎銘仙の向上と普及のため，組合全体が仕事を監督してゐるのですから，良いものが安く出来るの
も当然であります。その上に主婦之友社が絶対の責任を帯びてゐるのでありますから，誰方さまにも安心して，
お求め願へるわけです。『主婦之友』の企てを諸方面で，形だけ模倣されるのを見ても，如何に『主婦之友』の
銘仙なり浴衣なりが，一般流行界を支配してゐるかゞおわかりのことと存じます。（即売店名は次頁を御覧くだ
さい。）
今度の福運は誰方に
一， 一等 帝展審査員揮毫画共箱仕立 一幅宛（三籤）
一， 二等 総桐嫁入用衣裳笥 一棹宛（五籤）
一， 三等 郡内客室用最上座蒲団 五枚組（拾籤）
一， 四等 婦人持瑞西製金側腕時計 一箇宛（拾五籤）
一， 五等 素人用ヴェスト写真機 一箇宛（廿籤）
一， 六等 総絞りの流行春着銘仙 一反宛（五拾籤）
一， 七等 革製最新型ハンドバッグ 一箇宛（百籤）
一， 八等 富士絹地新意匠風呂敷 一枚宛（三百籤）
一， 九等 資生堂新製コンパクト 一箇宛（五百籤）
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一， 十等 人気女優新装姿焼附写真 二枚宛（その他全部に）
景品券は一反毎に一枚づゝ附けてありますから，お買求めの際は御注意を願ひます。以上の景品は，一反毎に一
本づゝは必ず当籤いたします。九等以上の特賞だけでも一千籤以上ございますから，若し一万反売れましたとす
れば十本に一本の割合で，資生堂新製コンパクト以上のものが当籤するわけであります。▲景品券締切は十一月
卅日までゞあります
[広告]全国一流呉服店に於て開催する『主婦之友』伊勢崎銘仙即売展覧会 278279頁
『主婦之友』の銘仙を見れば本年の代表的流行が判ります
誰方さまにもお見落しなきやう是非御覧くださいませ（後略）［206店舗の展示即売スケジュール］
衣裳繰り廻しの智恵くらべ… 流行後れの着物の若返り実験 288294頁
（前略）
（二）京染の利用で古い着物が一新 宍道かほる（松江）
私の苦心，乃至は家庭の事情をよく御存じない方は，私の衣裳凝りを，甚く贅沢のやうに思つたり，甚だしい
方は，『主人の収入の大半を着物にする。』などゝさへ酷評するさうでございます。
けれども事実は，結婚後十七年の今日，大金を出して着物を新調したのは，六年前，小浜の羽織を三十八円で
主人が拵へてくれたのが空前絶後で，そのときも，あまりに勿体ない気がして，涙がこぼれたくらゐですから，
一枚の新調さへできなくても，別に不平とも不満とも思ひません。
主人の俸給が二十五円といふ薄給時代に結婚して，三人もの子持になつた私は，到底自分の着物どころではあ
りませんでしたが，幸ひ持合せのもので，事欠くやうなこともなく過してまゐりました。しかし年月も経ち，主
人の地位も順調に進んだ今日，いくら何でも，十七年以前のまゝでばかりは通されなくなつてまゐりました。
同じやうな境遇にある同僚の奥様から，京染の便利なことをお聞きしましたので，大した興味も持ちませんで
したが，でも試しにと思つて，着古しの銘仙を一枚，模様をおいて貰ひましたところ，案外良くできて，冬物に
仕立てゝ着ました。その後一寸した外出着から晴着に至るまで，必要に迫られて始めたのが，今では一種の趣味
さへ手伝つて，一通り染め直し，十七年前の流行後れの品は，全く面目を一新したのでございます。（後略）
昭和3年 10月 婦女界
口絵 三小説の三ヒロイン
本誌の愛読者を熱狂させてゐる三大長小説のヒロイン 「明眸禍」の珠子，「愛人」の志摩子，「地霊」の
明子 の三人が，仮りに出会つたら！ と空想して見ました。そしてこの三人に，文芸銘仙を着せるとしたら，
どの柄をお着せになりますか？ といふので，この三小説の作家と画家に選んで頂きました。
向かつて右の志摩子の着物は濃い鉄地に薄鼡の横線を見せ，薄い茶で横段式の縦縞を出し，縞と縞との間に同
色の細線を配した，縞と絣とを併用したものです。いかにも，理智的な新柄で，志摩子の性格にふさはしいもの
です。『朝の楽譜』と細田民樹氏が命名されました。廿四五才向です。帯は黒地の銀華羽二重の片側帯で，緑，
朱その他で紅葉を散し（銀糸を横に織り込んだもの）であります。
中央は珠子で，鉄地に薄鼡の極く細い横線を影のように出し，白茶と薄い元禄紫の細い縦線を交互に用ひて，
斜線を絣風に出したモダーン調の柄です。菊池寛氏が『夜曲』と名づけて下さいました。廿才前後の若奥様，令
嬢向です。帯は黄色の羽二重に，流行色で御大典に因んだ檜扇を出した新柄です。
左は明子で，濃い納戸地に，朱一色で直線と曲線を巧みに交錯させた，単純な中に新し味を見せた新柄です。
中村武羅夫氏は『月光の曲』といふ名を承認されました。帯はみづほ緑地に，紅の濃淡で葉鶏頭を現はした，秋
向の新柄羽二重です。以上の附属品は何れも三越の特製品で，婦女界社代理部でもお取次致します。お値段は，
本文『今秋の流行を代表せる文芸銘仙』をご覧下さい。
志摩子は，帝劇の村田美祢子さんで，結髪は大場理髪館婦人部。珠子は日活の原光代さんで，結髪はヤング軒。
明子は新国劇の二葉早苗さんで，結髪は丸ノ内美容院です。それ  に三ヒロインの性格がよく現はれてゐます。
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撮影の場所は帝劇二階のホールです。
図案の花は，三越の今秋の流行基調色で，右より，おほうち紅，古代うるし，みやび茶，元禄紫，みづほみど
り，うす紅葉，浅はなだの七色です。詳しくは，『今秋の流行色の帯の色々』をご参照下さい。
口絵 衣裳定めの集り
ぢり  と蒸し暑い八月十一日の正午より星ケ岡茶寮に於て，「文芸銘仙」の選定会を開きました。それは，
「明眸禍」の珠子，「愛人」の志摩子，「地霊」の明子との三人が，仮に出会ふとして， この文芸銘仙を着せ
るとしたら，どの柄をお着せになりますか これをこの三つの小説の作者と画家とに選んで頂くつもりで，お
集りを願ひ，記名投票をして頂きました。それが前頁の三色版口絵「三人出会つたら」です。
処が偶然にも「愛人」の志摩子の着物は，細田民樹氏と高畠華宵画伯が，同一柄「朝の楽譜」を選ばれ，「明眸
禍」の珠子のためには，菊池寛氏と岩田専太郎画伯が「夜曲」を選ばれました。「地霊」の明子のために，中村
武羅夫氏は，「月光の曲」を，太田三郎画伯は，「抑揚」を選ばれましたが，作者の選ばれた「月光の曲」に譲つ
て頂きました。
写真は柄選びの光景で，向つて左より，太田三郎画伯，菊池寛氏，都川主幹，中村武羅夫氏，久保田商店池上
考案部長，岩田専太郎画伯，太田編輯長，細田民樹氏，三越呉服部主任山口篤三郎氏，高畠華宵画伯です。
口絵 八王子の文芸銘仙
文芸銘仙は，八王子の特製品で，品質もよく，図案が非常にすぐれてゐる点で，他の追従を許さぬものです。
八王子銘仙 殊に今度の文芸銘仙は，今秋の服飾界第一の人気を博するに違ひありません。右の立つてゐる令
嬢のは，古代紫と濃い落付いた納戸との大胆な縦縞で，納戸の方に古代紫の細線を入れ，び朱で絣調子のほぐ
し模様を，飛ばせた思ひ切つた新柄です。色の調子も図案も非常によいものです。廿才前後向で『昭和調』とい
ひます。
下の柄は『麗人』といひ，紫紺地に薄茶の細線で，線と線との間隔に変化をつけた横段縞で，高級のお召にの
み見られる柄です。卅才から卅五六才の奥様向で，如何にもすつきりした柄です。
左の令嬢のは，冴えた紫地に白で花を大きく出し，薄い茶で市松を見せた華やかで上品な柄です。『ゆかりの
花』といひ，十六七才前後の令嬢用です。
下の柄『チユーリツプ』は，ぼたん色地に，鼡と薄い緑と黒とで手綱式にぼかし風のチユーリツプを出し，薄
茶の不規則な細線を配したもので，十七八才の令嬢向。中の柄は朱地に白，薄鼡，緑，茶で菊の花を出した十才
前後の柄で『国の香』です。上の柄は濃い紫地に藤紫とクリームで横線を現はし，白茶の縞で変り矢絣を出した
最新柄で，十七八才の令嬢用です。『栄光』といひます。
口絵 文芸銘仙の新装
八王子文芸銘仙の初袷姿です。上は濃い茶色地に白で，石がけ絣を現はした，粋で上品な新柄で，卅五才前後向
です。一見平凡の中に新し味のある，超平凡ともいふべき柄で「更生」と名づけました。帯は今度売り出した白
眉織の袋帯で，濃い鉄色地に白茶で三桝を出した（片面は白茶地に，鉄色の模様）ものです。
下図は，渋い薄古代紫地に，黒と鼡とで菊花を現はした，上品で清新な廿才前後の令嬢の柄です。「九重」とい
ひます。帯は白眉織の袋帯で，濃い臙脂に黄色で図案模様を出した気の利いたものです。（後略）
口絵 御大典に因んだ「瑞雲」 伊勢崎銘仙
伊勢崎と云へば銘仙……銘仙と云へば伊勢崎，本年は御大典を行はせらるゝので，秋から冬にかけて服飾界は頗
る賑ふでありませう。而して伊勢崎銘仙が，其の質に於て，其の柄に於て，大衆的歓迎を受くべきは明かな事で
あります。写真は御大典にちなんだ瑞雲の模様で，代表的伊勢崎銘仙を召した水谷八重子さんであります。（伊
勢崎織物同業組合）
口絵 秩父銘仙の新製品やよひ模様
秩父銘仙の持つ渋味を利用して，落着きのある卅才前後の中年婦人向の柄を研究して出来たのがやよひ模様で
す。単純な線や絣を使つて，複雑味のある模様を現はしてありますから，日常着として飽きの来ないものです。
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写真のは赤味を含んだ濃い紫地に，冴えた鉄で処々に三角形を持つた縦線を，粗く，細かく出して，面白い縦
縞を作り，三角形が斜めに通つてゐます。廿八九才から卅四才まで着られる柄で，一反十一円四十銭です。この
やよひ模様銘仙には，一匹毎に左下のような商標［特許 やよひ模様 秩並父］が付けてあり，織出しには丸並
工場の印が捺してあります。詳細は本文二六二頁をご覧下さい。 写真は松竹のスター川田芳子さんです
口絵 文芸銘仙の賞品
婦女界社推奨，八王子高級文芸銘仙，大懸賞附売出しの賞品です。（中略）尚全反の心に，高畠華宵氏の「愛
人」に因んだ図案，及びサイン入りの文芸タオル（巻頭十一頁参照）が一本宛巻き込んであります。（後略）
口絵 文芸銘仙の出来るまで
文芸銘仙は，派手な柄や地味な柄を取り合せて，三十柄あります。三色版口絵「三小説のヒロイン」「八王子の
文芸銘仙」，「文芸銘仙の新装」，「文芸銘仙と近代婦人姿」にご紹介してある柄の中の，割合に目立つものが織機
にかゝつてゐますから，以上の写真をご参照下されば一層興味あることゝ思ひます。［工程写真10葉］
写真は，八王子久保田工業株式会社の専属工場に於て，婦女界社推奨，八王子高級文芸銘仙を製織する工程です。
（1）最初に糸を撚り合せ，その地糸を無地染めにする処。但し模様物は，あとで模様の部分の色の抜けるよう
な特殊の染料で染めます。（2）染めた糸を水洗し，乾燥して整経機で，経糸をへてゐる所です。これを整経と
いひます。（3）模様銘仙は一名「ほぐし」と申しますが，模様の型をつけるために，緯糸を五六寸おき位に入れ
て，仮織にしてゐる処です。（4）一方では図案通りに色合せをして，型づけの糊を作つてゐる処です。この中に
薬品が入つてゐて，後にこの糊の付いた部分の経の地色が抜けて模様通りの色に発色するようになつてゐるので
す。（5）板の上に仮り織を拡げ型，紙をあてゝ，へらに糊をつけて，模様をおいてゐる所です。型をつけてから，
蒸釜で蒸すと，前述のように模様の色彩が自由に出ます。これを水洗し，乾燥して々織機にかけます。（6の
1）仮り織を解きながら，本織にしてゐる所です。模様銘仙は，こうした手数がかゝるので，割合にお高くなる
のですが，こゝに友禅模様のような味があるので，捺染物と比べると，ほぐし銘仙の真の味が分ります。（6の
2）文芸銘仙を織つてゐる工場の全景の一部です。（7）織り上つたものを荒検査して，湯通しをし，乾かして後，
毛羽を取るために，ガス焼きをしてゐる所で，これは八王子独特の仕上げ工程です。（8）こうして水攻め，火攻
めを通り越すと，今度は艶を出し，テンターといふ機械で，巾をへてゐる所です。（9）フエルトロールといふ，
上質のフエルトの張つてあるロールにかけて，おつとりとした地味を持たせる所で，これで仕上げが完成するの
です。（10）尺と織り傷を検査して，文芸銘仙のマークを押す所です。
［別枠］5，は「錦木」の模様をおく所／6の1は「野菊」の仮り織をほぐして本織する所，模様をほぐすので，
模様銘仙を，一名ほぐしといふのです。／7，は「ゆかりの花」と「九重」をガス焼機にかけてある所／9，は
「栄光」をロールにかけてゐる所です。／10，は「若き日」の仕上げを終へてマークを捺してゐる処です。詳
しくは本文二六四頁「八王子文芸銘仙の出来るまで」をご覧下さい。
口絵 文芸銘仙と近代婦人姿（その一）
向つて右は濃い茄子紺地に，冴えた茶の大小色々の線で，横段風の絣を出し，鼠の細い横線（処々に白線）を
見せた明快な柄 「躍動」 で，廿二三才向です。
中央は，黒地に黄，茶，くすんだ空色で，油絵風に筆の味を出したもので，殊に地色の黒を生かしてばらの花
を出した処に新し味があります。廿才から廿三四才向で「愛の華」といひます。
左は，黒地に茶と白の短い線の味で，破れ段式に絣を出した，如何にも郊外の秋の感じそのまゝの新柄です。
廿五六才向で，「郊外」といひます。
結髪と着附は，渋谷美容学院の奥野増枝夫人です。
以下，値段は「今秋の流行を代表する八王子文芸銘仙」をご参照下さい。
口絵 文芸銘仙と近代婦人姿（その二）
文芸銘仙を召した久米正雄氏夫人艶子様が，可愛らしい昭二さんを遊ばせていらつしやる処です。
右のは濃い鉄地に同じ薄色の極く細い横線を現はし，その上へびた薄い小豆色とクリーム色の縦線で絣を出し
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た「洗練」で，廿二三才から廿六七才の若奥様向の柄です。
左のは黒地に鼠色で横線を，小豆色で縦線を出した変り格子で「歓び」と名付けられてゐます。廿二三才から廿
七八才までの若奥様向に適したお召風の上品な柄です。
口絵 文芸銘仙と近代婦人姿（その三）
右の写真は黒地に赤味の勝つた茶の縦縞に，冴えた納戸の細い横線を配した「輝き」で，卅才以上四十才前後ま
で着られる柄です。
左の写真向つて右は，黒地に小豆色とクリーム色で模様を出した「ゴシツク調」です。廿才前後から廿四五才ま
でによい気の利いた柄です。中央は紫地に白で大きな花模様を出し，白茶で破れ市松を配した「ゆかりの花」で，
十二三才から十六七才までのお嬢さん向です。左は濃い鉄と茶の棒縞で，流行の支配外にある中年婦人向のもの
で，「江戸姿」と称びます。これは日本髪向の粋な柄ですが，耳かくしのハイカラ好みの人が着ると，すつきり
した味が出ます。この場合は帯その他で調子を取ります。
口絵 文芸銘仙と近代婦人姿（その四）
写真上は，紫地に白とぼたん色の細い横線を現はし，白茶の縞で変り矢絣を出した，華かな最新柄で，「栄光」
といひます。 山田流箏曲指南今井慶松氏令嬢敬子さんです。
写真下の向つて右は，黒地に赤，黄，緑，白，白茶などで油絵式に大胆に錦木の花を出したものです。十七八
才向の柄で，「錦木」といひます。
左は，黒地に細い赤の横線を数本宛出し，茶，白茶，くすんだ空色で大きく菊花を飛ばせた若々しい柄です。
十八九才のお嬢さん向で，「若き日」と名づけられて居ります。 哥澤芝金さんの令嬢たまきさん（右）と好
子さん（左）です。
口絵 文芸銘仙と近代婦人姿（その五）
上はぼたん色地に地色の薄い色で細い横線を出し，手綱式にぼかし風のチウリツプを出したもので，「チウリツ
プ」といひます。十六七才前後向。（三色版口絵をご参照下さい）
下は黒地に薄い緑の横段を出し，黒い段の処には朱，緑の処には白と薄い緑を配して絣を大きく出した，廿
才前後のモダーン好みの柄で「あこがれ」といひます。 写真は松竹の八雲恵美子さんです 。
口絵 文芸銘仙と近代婦人姿（その六）
上は銀座美容院主早見君子さんで，黒地に鼠の横線を出し，上品な薄茶の線で，絣を出した，すつきりした柄で
す。今年は絣も縞も一般に横段調が大流行で，純然たる絣でなしに，こうしたものが最も喜ばれます。卅才前後
の奥様向で，「抑揚」といひます。
下図向つて右のは黒地に茶，白茶，薄鼠色でちぎれ雲風の模様を出したもので「秋」と名づけました。廿四五才
前後に向く落着いた感じの柄です。左は理容館の遠藤千代子夫人で紫紺地に赤味の勝つた茶で縦線を，クリーム
色で極く細い横線を入れた変り格子です。ほの  と明ける暁の感じから，「黎明」と名づけました。卅才前後
の奥様に適した明快な柄です。
口絵 文芸銘仙と近代婦人姿（その七）
左上は「超越」といふ，名の通りの最新柄です。黒地に金茶で縦細線の絣を出し，朱の濃淡でダイヤ（菱形）を
飛ばせた最新柄です。銘仙には，全く珍しく超越してゐる所から，この名を選びましたが，廿才前後のお嬢様に
は大歓迎を受ける柄です。
右下の方は品のいゝ茶色地に，薄い茶の横線を荒く不規則に出し薄い利久
（ママ）
茶と薄墨及び黒で野菊の花を現はした
新柄で「野菊」といひます。廿一二才から廿四五才までの方によい上品な柄です。
左下の柄は黒と渋い古代紫で曲線を現はし，そこへ細い縦線が通つてゐて，単純な色彩の中に複雑味を持つたも
ので，柄のまゝに「線の交り」と名づけてあります。四十五才以上向。銘仙の渋い柄としては恐らく他の追従を
許さないでせう。
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口絵 文芸銘仙と近代婦人姿（その八）
上の写真は紺と茶で陰影式の絣を模様風に出した新柄で，感じそのまゝに「印象」と名づけました。廿七八才か
ら卅四五才までに適した如何にも理智的な柄です。
下のは黒ずんだ薄古代紫地に，くすんだ臙脂，鉄，白茶，薄墨，褐色等を不規則に油絵具で現はした様な縦の細
線で絣式の横段を出した「交響楽」です。シンホニーのような交錯した而も美しい諧調の感じが出てゐます。卅
才前後から卅五六才までの奥様向で，黒の羽織下にも似合はしい柄です。
口絵 文芸銘仙全反に付く文芸タオル［写真略］
この文芸タオルは，ガーゼ二枚を，耳で一枚に合はして織つた新しい化粧手拭です。賞品以外として銘仙全反に
付いてゐます。
中年婦人向に苦心した本場秩父特許やよひ模様
丈夫で評判な本場秩父銘仙に新機軸を見せた精巧な模様物 262263頁
秩父銘仙の特長
着よくて，丈夫で，安価で，外出着にも日常着にもなり，階級の如何を問はず用ひられる銘仙位，一般的な織
物は他にないでせう。近年銘仙の売行があまり良いので，方々の機業地が競つて銘仙を織出しました。そこで，
「銘仙は秩父の外に本場なし」といふ自信を持つた丸並の工場では，単に質のよい本場銘仙といふ誇りだけでは
不足を感じる様になり，近代人の嗜好に適する模様を出す事に研究を重ねた結果，従来の秩父銘仙とは全然趣を
異にした模様銘仙が製出されるようになりました。現代は徒らに老舗の名だけで客が満足しない世の中です。多
くの競争者に任して，「本場は本場だけの腕を見せなければならぬ」といふ覚悟と努力は遂に報いられ，糸質が
よいといふ秩父の定評の上に，「柄が良い」と加へられるに至りました。
銘仙は今更説くまでもなく，皆様が既に眼に触れ，身に付けていらつしやいます。併し特に申上げて置きたい
のは，普通の銘仙は玉糸に絹糸紡績糸を混ぜたものですが，本場秩父やよい
（ママ）
模様は経緯共玉糸ばかりです。玉糸
のみ使つたのは，紡績糸の入つたのほど色が鮮明に，地が滑らかに行きません代り，丈夫さに於ては申し分あり
ません。
渋味を利用したやよひ模様
この本場秩父の持味ともいふべき渋味を利用する事に苦心して成功したのが，「やよひ模様」です。令嬢や若
夫人向の華やかな模様や，ぐつと地味な物には飛び付きたい程良い柄があるのに比べ，中年婦人の物は概して平
凡な物が多いのですが，やよひ模様は，「三十才前後の中年婦人に適するもの」を基調として図案され，製出さ
れたので，地質と模様と相俟つて，働き盛り，女盛りの三十才前後の婦人の欲求を満足させ得るものです。この
年頃の婦人はあまり珍奇な柄よりも，落着きと理智的な感じのもの，例へば線の交錯に新味の見えるものとか，
絣の大きさや現し方が気の利いたものでなければなりません。このやよひ模様は，それらの点に行届いた注意が
払はれてゐます。同じ秩父にも「やよひ」を真似た中年柄が出てゐますから，赤地に白ヌキで現した「秩父本場
特許やよひ模様」といふ商標と，織出しに丸並工場の印が捺してあるのに，ご注意下さい。
色が一体に黒味を帯びて渋いので，写真では大柄のようにくつきり出ませんが，写真について説明しませう。
1 黒地に黒味を帯びたクリームで香図くづしの様な模様を出した卅四五才前後向の柄
2 茶色地に黒で，所々小さい山形のある細い横線を出し，山形の上へ鼡色をかけ，それが立梓
（ママ）
に現れてゐます。
卅二三才から六七才までに適した柄です。
3 黒つぽい紫紺地に藍色で模様を出したもので卅才前後向です。
4 赤味を含んだ濃い紫地に，冴えた鉄色で絣風の縦線を集めて，斜の山形を現したもので卅才前後向です。
5 濃い紫紺地に藍鼠色の線を面白くつなぎ合せた卅歳前後から卅三四才向の柄。
6 渋い紫紺地に藍色で，波形，曲線，立枠，山形などの接ぎ合せ風の模様で，廿七八才から卅二三才向。
以上はいづれも一反十円九十銭です。（口絵川田芳子さんの着てゐるのは十一円四十銭。）全国呉服店に実物が
ありますが，手に入らない場合は婦女界社代理部でお取次いたします。（送料十八銭）
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呉服常識 八王子文芸銘仙の出来るまで  今年の流行の傾向は？ 瑠璃子 264267頁
何故八王子銘仙がよいか
一口に銘仙といひましても，産地により種類は色々あります。産地として最も有名なのは，八王子，伊勢崎，
秩父，足利などで各々特色があります。一番古い歴史を持つてゐるのは，秩父銘仙で，これは崇神天皇の頃，当
時国造知々夫彦命が，養蚕，織物を奨励されたのに初まつてゐます。昔は銘仙のことを秩父縞といひ，後に秩父
銘仙といふに至つたものです。その後伊勢崎銘仙が著しい発展を遂げ，華やかな模様銘仙が現はれて，銘仙界に
一革命を来しました。その後，八王子，足利，桐生，秩父等でも，模様銘仙が出来るようになりました。
本誌の三月号にも，このことを一寸記しましたが，数年前，銘仙を織り初めた八王子が，この二三年来，実に
急進的に優秀な銘仙を織り出すようになりました。何故八王子は，それ程突進的に進歩したか，何故かくまで傑
出した銘仙の産地として，同業者を驚嘆させるに至つたかと申しますと，八王子はもと  関東の西陣ともいは
れ，男物の高級織物の有名な産地であつたからです。この高級織物の産地が，女物の織物として，最も広い範囲
に用ひられる，銘仙に手を染めるは，当然のことでもあり，一躍今日のこの成功も亦必然の結果ともいへるのです。
然らば何故に八王子銘仙が，数年ならずして，銘仙界の覇王になるに至つたか？ これを更に具体的に申しま
すと，色々の理由があります。即ち
第一には，図案の選定に非常な苦心を致します。従つて銘仙級以上の高級品のような珍柄が出来ます。
第二には，用糸は最も品質のよい，最高級品を使用致します。それ故に地はしなやかで而も丈夫です。
第三には，高級の染料を用ひ，最も進歩した織機を用ひ，熟練した技術者が指導の任に当つてゐます。
第四には，八王子独特の高級品の仕上げ法を応用致しますから，自然の気品ともいふべき，しつとりとした味
を持つてゐます。
驚異と称讃の声を
このように急進的に名声を上げた八王子銘仙は，専門家及び一部の人々からは，驚異と称讃の眼で迎へられて
ゐますが，まだ一般的には，八王子銘仙の存在をさへ知らぬ方々があります。銘仙といへば秩父か，伊勢崎に限
るものと考へられたり，或は柄のよいのや，地合のよいのに満足して，八王子銘仙を買ひながら，八王子銘仙と
知らずに着てゐる方々がないでもないのです。
それでこの優秀な八王子銘仙の真価を，広く一般の方々に知つて頂くためにと，今度特に八王子文芸銘仙とい
ふ高級銘仙を，久保田工業株式会社及び専属織物工場で織り出すことになつたのです。
銘仙には，秩父銘仙式のものと，伊勢崎銘仙式のものとがあります。秩父式と申しますのは，経緯ともに玉糸
を用ひますので，地には幾分節があつて厚味を持つてゐます。
伊勢崎銘仙式は，経に絹糸紡績を用ひ，緯は玉糸を用ひるので地風は至つて滑らかで，殊に模様銘仙には，優
秀なものが出来るのです。伊勢崎銘仙の発達のために，模様銘仙の流行を来した位です。
さて八王子銘仙は，この何れに属するかと申しますと，やはり伊勢崎銘仙と同じ式のものです。即ち八王子銘
仙には，縦縞格子縞，絣（縦かすり，横かすり）模様もの，絣と縞との併用，絣と模様との併用したものなどが
あります。而もその何れに於ても，実に優秀なものが出来るようになりました。
文芸銘仙の出来るまで
殊に今度の高級文芸銘仙は，八王子銘仙を一般にお知らせするために，製織するものですから，図案にも特別
の苦心が払つてあります。三十柄織り上げるために，その十倍の三百枚以上の図案が出来てゐました。専門家が
十数人立会つて，その中から，今秋の流行を代表するに足る，特に優秀なものを三十柄選びました。この三十柄
は，何れも逸品ひなのに，八王子の織元でも驚いた位です。徒らに奇を衒はず，陳列した場合のみ立派に見え
る柄ではなく，着て見て本当に真価を発揮する，新し味と深味とを多分に持つた，超平凡ともいふべき柄なのです。
用糸は，経は絹糸紡績最高級細番手の本練糸，緯は金桜印の撚糸を用ひてゐます。絹糸紡績糸といふと，素人
の方は，ガス糸のようにお考へですが，機械で紡いだ純絹糸です。糸もよく織り込みもよく，生地もよい最上品
に織り上げてあります。八王子の工場を実際に視察して来ましたから，私の見たまゝを書いて見ませう。染織工
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程は，グラビヤ口絵にご紹介してありますから，ご参照下さい。
1，先づ初めに経糸，緯糸を撚り合せます。次にその撚つた地糸を好みの色 無地に染めます。模様銘仙の
ことは，一名ほ
・
ぐ
・
し
・
と申しますが，このほ
・
ぐ
・
し
・
の時は，抜染剤で模様の抜けるような染料を用ひます。染めた糸
は，水洗して乾燥します。
2，経糸を整経機でへます。これを整経といひます。五匹分宛一台の織機にかゝります。
3，模様銘仙は，型をつけるために，緯糸を四五寸おきに入れて，仮織を致します。それを帯に巻くように巻
きます。
4，一方では図案通りに色合せをして，型づけの糊が作られます。この糊の中に薬品が入つてゐて，後にこの
糊の付いた部分の経の地色が抜けて，模様の通りの色に発色するようになつてゐます。
5，仮織を長い板の上に拡げ，型紙をおき，へらに色合せをした糊をつけて糊置きします。これは友禅の型お
きと似た方法です。これをざつと乾かし，蒸釜で蒸すと，模様の部分だけ化学作用で地色が抜けて，模様の色彩
が自由に出ます。これを水洗し，乾燥して，々織機にかけます。
6，仮織をほ
・
ぐ
・
し
・
ながら，本織に致します。模様銘仙をほ
・
ぐ
・
し
・
といふのは，この仮織をほぐす所から来てゐる
のです。模様銘仙は，こうした特殊の工程を施すので，縞ものよりお値段が高くつくのです。近来このほ
・
ぐ
・
し
・
の
工程を用ひず，捺染で模様を出す所もありますが，メリンスでも手附け染と，捺染とでは，その味が違ふように，
捺染の模様銘仙は，ほ
・
ぐ
・
し
・
のような複雑なものや，深味のあるものは出来ません。
7，織り上つたものを，荒検査して，湯通しをし，乾かして，毛羽を取るために，ガス焼きをします。炎々た
るガスのの中を，非常な速度で織物が廻転しますが，これで見ると，今日の織物は火攻め水攻めに会つてゐる
訳です。従つて世間に出てから，強い陽に当つても，水に入れて洗はれても褪げないように，水火をくゞる試
済みだと，面白く思ひました。
8，水攻め，火攻めを通り越すと，今度は艶出し機にかけます。テンターといふ機械にかけて，巾をへて仕
上げを致します。
9，フエルトロール，即ち上質のフエルトの張つてあるロールにかけて，おつとりした味を持たせると，これ
で仕上げが完成致します。
10，尺と織り傷を検査して，文芸銘仙のマークの印を押し，たゝんで包装致します。
以上は，ほ
・
ぐ
・
し
・
銘仙の工程を説明致しましたが，序に絣の工程をも一寸申し上げませう。絣は，最初に経糸を
しめくゝつてしばり，それを染めます。それを染めて乾かしたものを，図案通りに糸を配列引き込みします。次
には絣の組立機にかけます。すると今まで，横段に染め分けられてゐたものでも，或は『夜 曲
ノクターン
』のような斜に，
或は，『栄光』のような矢絣に或は『抑揚』のような絣にも組立てられるのです。『更生』のような絣は，一寸見
ると非常に単純のようでゐて，経と緯との絣を交叉させる点に非常な苦心があるのです。
今年は横段物全盛
この文芸銘仙の織元工場は何れも，八王子織物業界の最高権威ですが，今度の文芸銘仙には，異常な感激を以
て，染織に当られましたので，図案を十分に生して，非常に精巧なものが織り上がりました。
この文芸銘仙を手にした，三越その他の加盟店の方々は，口をえて，柄のよいのと，織り上げの優秀なこと
と，価格の特別にお安いことを称讃されました。流石に，服飾に深い理解を持つ『婦女界社の推奨品』だといつ
て感嘆され，私共も心から満足してゐます。今秋の市場に出る他産地の製品と比較しても，如何なる点からも傑
出してゐるといへます。この八王子の文芸銘仙を試験的にお買ひ求めになることをお勧め致します。お買ひにな
つた方々が，必ずご満足になると信じます。
最後に今年の流行を簡単に申し上げて見ませう。一般的に申しますと，純然たる模様銘仙は割合に少く，模様
と縞，模様と絣，絣と縞とを併用させて新し味を出したものが多いのです。例へば三色版口絵『三小説の三ヒロ
イン』の『朝の楽譜』（「愛人」の志摩子）は，縞と絣の併用で『夜 曲
ノクターン
』（明眸禍の珠子）も，縞と絣の併用です。
同じく三色版口絵『八王子の文芸銘仙』の『昭和調』は，縞とほ
・
ぐ
・
し
・
（絣のように見える模様）の併用，『栄光』
―85―
は，縞と絣（矢羽根を縞で絣式にしたもの）との併用です。その他『若き日』，『チユーリツプ』は，ほ
・
ぐ
・
し
・
と横
縞の併用で，横縞のために新し味が出てゐます。『超越』は絣とほぐしの併用です。
それと，もう一つ特に申し上げたいことは，横段物が流行の中心をしてゐることです。三色版口絵『八王子文
芸銘仙』中の『麗人』のような，純横縞はもとより，『夜 曲
ノクターン
』のような，斜の線絣にも横に細線が配してあり，
『朝の楽譜』にしても，横段風の縞です。『野菊』『若き日』，『交響楽
シンホニー
』，『チユーリツプ』，『洗練』，『栄光』，『躍
動』，『あこがれ』，何れも，横段調，又は横線が配してあります。『黎明』，『輝き』『歓び』は，何れも，独自の
味のある縦横縞です。
『月光の曲』（三色版口絵『三小説の三ヒロイン』の地霊の明子）や，『九重』，『愛の華』，『国の香』は，純ほ
・
ぐ
・
し
・
で，模様銘仙の代表柄ともいふべきものです。『江戸姿』は，鉄と薄茶との純棒縞ですが，これは流行を度
外視して，何時でも喜ばれる柄です。『更生』は中年好みの純絣の代表柄で，『抑揚』『洗練』は，縞と絣とを併
用したものとしては，実に逸品です。『ゴシツク調』は，純ほ
・
ぐ
・
し
・
で，わざと絣式に見せた新柄です。
その文芸銘仙は，最高十四円，最低九円八十銭ですが，この最高品と最低品の品質は少しも違つてゐません。
値段の違ふのは染織の工程に手が掛るか否かで，それで値段に高低が出来るのです。最低の九円八十銭の『江戸
姿』も品質は最上品です。棒縞なので，工程が単純なためにお安いのです。糸の値が上つた今秋から冬にかけて，
銘仙のお値段は高くなりますが，この文芸銘仙は，非常に格安になつてゐます。
松平節子姫の御調度中に銘仙を［囲み記事 265頁］
この度，八王子文芸銘仙中，松平節子姫のお年頃にふさはしい，『栄光』『若き日』『昭和調』の三点を，本社
からお贈り申し上げました処，非常にお褒めのお言葉を頂き，殊に『若き日』が最も御意に召したようでござい
ました。
万事御質素を旨と遊ばすことゝて，御調度の中には，銘仙も加へられてゐるといふことでございました。
八王子文芸銘仙の真価をお認め頂いたことを，皆様と共に喜びたいと存じます。
婦女界社推奨 大懸賞景品附売出し 八王子高級文芸銘仙 （広告）268269頁
▲八王子はもと  関東の西陣ともいはれ男物高級織物等有名な産地です。高級織物に長い歴史と経験とを持つ
八王子が，女物銘仙を織り出したのは，漸く数年前からのことでした。
▲処が八王子は，一躍優秀な銘仙産地として認められることになりました。何故に八王子銘仙が，かくまで急進
的の発達を遂げたか，それには色々の理由があります。
▲女物染織品の生命である図案が，傑出して他の追従を許さぬことです。且つ最高級の糸を用ひ，染料を吟味し，
最新式の織機により，最も練達の技術者を使用し，最新式の整理工程を取つてゐるからです。
▲従つて専門家の間では，多大の称讃と，推奨を受けてゐますが，もつと一般的にこの八王子銘仙の真価を認め
て頂くために八王子高級文芸銘仙を，大懸賞及び景品附で売り出すことになりました。
▲文芸銘仙は，優秀なる八王子銘仙中の最も高級なもので，その特徴は，
1 文芸銘仙は，今年の流行を代表する新柄が網羅してあります。従つて文芸趣味の豊かな，近代的女性の嗜
好に投ずる魅力と，流行を支配する実力を持つてゐます。
2 文芸銘仙は，最高級の糸，最高級の染料が用ひてありますから，地はしなやかで，而も非常に丈夫です。
3 文芸銘仙は，巾が広くて尺が十分にあります。
4 文芸銘仙は，柄がよくて，品がよくて。而も驚く程安価です。その上素晴しい大懸賞及び景品が附いてゐ
ます。
5 文芸銘仙は，全部整理（湯通し）済みですから，湯通しの必要がなく，そのまま直ぐお仕立てになれます。
▲銘仙は，或は外出着に，或は平常着に，各階級を通じて愛用されてゐる位で，これ位実用的な品はありません。
銘仙をお求めの方方は，この五大特徴を有する八王子文芸銘仙をお試し下さるよう，お奨め致します。
別項『八王子文芸銘仙の出来るまで』をご参照下さい
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お買求めの文芸銘仙一反毎に抽籤券一枚添附
全額一万五千円の大懸賞と景品
一等婦人用高級外出着一ひ（仕立上り百五十円）五本 イ 最新流行錦紗絞応用絵羽模様羽織 友禅羽二
重裏付） ロ 古代調小紋錦紗口綿入（上等錦紗縮緬裾廻し本紅絹胴裏付） ハ 友禅模様塩瀬刺入丸帯
二等本場大島紬口綿入（仕立上り五十円）二十本 錦紗縮緬裾廻し，本紅絹胴裏付
三等最新流行昭和紬（一反十円）二百本 一見結城のような地風の流行品です
四等錦紗縮緬絞り染帯揚（一筋二円）二千三百本
尚景品として婦女界連載中の小説「愛人」の挿画家高畠華宵先生図案及サイン入の化粧用『文芸タオル』（ガ
ーゼを二枚合せた化粧タオル）一本宛（約廿三銭）を，現品一反毎に全部漏れなく（銘仙中へ芯として巻込み）
添付いたします。
規定 一，売出期間昭和三年九月廿日より十一月十日まで次頁記載の加盟店で
一，抽籤方法銘仙一反毎に抽籤券一枚添附。右券を直接婦女界社事業部宛に，十一月廿日までにお送り
下されば，該券を取まとめ最も公平厳重な抽籤を行ひます。
一，抽籤発表右抽籤の結果を本誌昭和四年新年号（十二月中旬発売）誌上で発表し，賞品は発売後加盟
各店から直接当籤者に贈呈致します。
柄や名称，価格は二七二頁をご参照下さい。
婦女界社代理部（東京駅前丸ビル二階電話丸の内二九三七番）では九月十五日から陳列発売致します。
全国加盟呉服店（日付のある店はその日から，日付のない店は九月廿日から，発表します）
（後略）［163店舗が，欄外の短歌2首とともに掲載されている。］270271頁
今秋の流行を代表する文芸銘仙 272頁
別項にご紹介致しました，八王子高級文芸銘仙をお買ひ求めの方々のために，名称と価格とを列記して見ませ
う。柄や地色，年齢などは，三色版『三小説の三ヒロイン』，『八王子の文芸銘仙』及び口絵『文芸銘仙の新装』
『近代婦人姿』にご紹介してありますから，これをご参照下さい。尚『呉服常識，八王子文芸銘仙の出来るまで』
には，八王子銘仙のことから，今秋の流行の傾向が詳しく書いてありますから，是非これをお読み下さい。
名称 写真 定価
▲超越 近代婦人姿 その七 十四円
▲月光の曲 色刷口絵三小説の三ヒロイン 十三円五十銭
▲野菊 近代婦人姿 その七 十三円五十銭
▲秋 近代婦人姿 その六 十三円五十銭
▲ゆかりの花 色刷口絵八王子の文芸銘仙 十三円五十銭
▲線の交り 近代婦人姿 その七 十三円三十銭
▲若き日 近代婦人姿 その四 十三円五十銭
▲国の香 色刷口絵八王子の文芸銘仙 十三円八十銭
▲印象 近代婦人姿 その八 十三円
▲愛の華 近代婦人姿 その一 十三円五十銭
▲交響楽
シンホニー
近代婦人姿 その八 十三円五十銭
▲九重 文芸銘仙秋の新装 十三円五十銭
▲郊外 近代婦人姿 その一 十三円三十銭
▲昭和調 色刷口絵八王子の文芸銘仙 十三円五十銭
▲錦木 近代婦人姿 その四 十三円五十銭
▲チユーリツプ 近代婦人姿 その五 十三円五十銭
▲ゴシツク調 近代婦人姿 その三 十三円三十銭
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▲更生 文芸銘仙秋の新装 十二円五十銭
▲洗練 近代婦人姿 その二 十二円三十銭
▲栄光 近代婦人姿 その四 十二円五十銭
▲抑揚 近代婦人姿 その六 十二円三十銭
▲躍動 近代婦人姿 その一 十二円三十銭
▲あこがれ 近代婦人姿 その五 十二円三十銭
▲夜 曲
ノクターン
色刷口絵三小説の三ヒロイン 十二円五十銭
▲朝の楽譜 色刷口絵三小説の三ヒロイン 十二円三十銭
▲江戸姿 近代婦人姿 その三 九円八十銭
▲黎明 近代婦人姿 その六 十円八十銭
▲輝き 近代婦人姿 その三 十円八十銭
▲麗人 色刷口絵八王子の文芸銘仙 十円八十銭
▲歓び 近代婦人姿 その二 十円八十銭
以上の定価の外に，書留送料十八銭（領土四十八銭）をお添え下さい。尚満洲，朝鮮などは，関税の関係で，
八九十銭お高くなる場合もありますから，お含みください。婦女界社代理部では，九月十五日から，陳列即売会
を催しますから，お近くの方は，是非お立寄り下さい。
昭和3年11月 婦女界
口絵 最新柄の模様銘仙（広告）
呉服類の内でも銘仙程一般から歓迎される物はありません。写真は今秋から冬へかけての代表的珍柄ばかりです
1 赤味を帯びた茶色地に，黒，白，クリームなどで，横段風に模様を出した最新柄。廿才前後向，十円八十銭。
2 黒地に，白と茶の濃淡で，ぼかし風にチユーリツプを出し，縦に金線を配した清新な柄。廿才前後向，十円
八十銭。
3 黒地に茶で刷毛目式の模様を斜に石だゝみに見せ，処々を地色の黒抜にし金茶の井桁を出した珍柄。廿四五
才向，十二円八十銭。
4 黒地に，茶とび緑の濃淡の点描きで，大きく蔦の葉を出し，薄い鼠で輪郭を取つて模様を浮出させ，薄茶
でつるにからんだ小蔦を出した，如何にも秋に相応しい柄。廿才前後用，十一円二十銭。
5 臙脂色地に，筆目を見せた黒の葉を構成派式に出し，地色を活かして白上りで花を浮かせた。廿二三才向の
柄。十一円廿銭。
6 黒地に白と濃い赤茶で遠山風の模様を飛ばせた，落付いた新柄。卅才前後向，九円五十銭。
（書留送料十八銭）
東京駅前丸ビル一階 振替東京一〇〇三番 三中井呉服店
婦女界社代理部（振替東京二九三七番）でも販売
［6種の柄の写真，略］
口絵 宝銘仙とベリーナイスの新柄
宝銘仙とベリーナイスは，細地真岡のナフトール染です。（1）は濃い海老茶地に黄の勝つた茶色で大きく井筒絣
を出し，緑の細線で横段を配つた十五六才向の柄，（2）は赤味を含んだ茶色地に浅黄，白，茶の絣で油絵風に葉
を出したもので十七八才向。（3）は桑の実色地に茶と黄ぼかしの葉を散らし，白に近い薄い青磁で市松を現は
し，刷毛目風の縦線を飛ばした十四五才向の柄。（4）は桑の実色地にくすんだ鶯茶で菊花と桐の葉を出し菊の葉
と桐の花を鼠色に白ぼかしで見せ，茶の濃淡とクリームぼかしで立枠を出した十六七才向の柄です。（5）は濃い
赤味勝つた茶色地に黒と白と，藍，鼠のぼかしで葉と茎を見せた柄で十七八才向。（6）は赤地に黒と薄い鶯茶の
変つた横段絣で七八才向（変り色地は廿才前後にも用ひられます）。（7）は濃い褐色地に茶の斜線と黄細線の横
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段を配した十七八才から廿才位まで用ひられるモダーンな柄。（8）は海老茶地に薄墨色，茶，白茶，白の変り角
形の絣を斜につないだ廿才前後用の柄です。いづれも同じ柄で色の地味なのがあります。23458は宝銘仙で各二
円七十銭。167はベリーナイスで各二円五十五銭，婦女界社代理部及全国呉服店に販売してゐます。送料十八銭。
［8種の柄の写真，略］
口絵 美しい宝銘仙の日常着
写真は細地真岡のナフトール染「宝銘仙」と「ベリーナイス」の新柄です。生地も染めも丈夫なのと，若い人を
よろこばせるに十分な清新な模様物ですから，日常着としてふさはしいものです。モデルの着てゐるのは濃い臙
脂色地に青，藤色，白などをかすらせて，雪の如く現はした十七八才向の柄です。上方［の図案写真］は濃紫色
に渋い茶と薄墨色で山形を斜横段に出し，薄墨色で横線を配した廿才前後向。その下は濃い海老茶地にびたグ
リーンの細い横線を出し，茶の濃淡で横段絣を配した十八九才向の柄。丸形［枠内］の［図案写真］は赤地に茶と
薄いクリームで花を，緑の濃淡で葉を見せた七八才向の柄です。
右上のだけがベリーナイスで一反二円五十五銭，その他は宝銘仙で一反二円七十銭。全国呉服店にありますが，
婦女界社代理部でもお取次いたします（送料十八銭）口絵（右頁）及び本文二八九頁をご参照下さい。
ナフトール染の逸品 宝銘仙とベリーナイス 銘仙でなくては見られないような柄合と色調を出した
丈夫な木綿物 （広告）289頁
まあ何といふいゝ柄の着物だろうと，近寄つて見れば木綿物だつた，といふ程に，染色の進歩は婦人の衣類を
美化し，姿を引立てるようになりました。呉服屋さんの店頭は，日に日に美しい色彩で絢爛の度を増して行きま
す。皆様はその中から，ふだん着をどういふ風にお選びになりますか？
甲斐々々しく立ち働くには，洗濯によく堪える木綿物が適してゐる事は，誰しも異存がないでせう。併しいく
らふだん着でも女の衣類には美しさがなければなりません。その美しさの標準が，人それ  の考へで違つて参
りますが，大体がふだん着の事ですから，何処か落着いた処の見える銘仙のような味を持つたものをお選びにな
るのが，一番聡明なやり方だと思ひます。体裁がよくて丈夫なものといへば，細地真岡のナフトール染に先づ指
を屈しなくてはなりません。ナフトール染の成功は，木綿染色界に大きい革命を来しました。ナフトール染なら
ば，日光に当つても洗濯しても色が褪めない，しかも従来木綿物に用ひられなかつた複雑な間色が自由に染めら
れるといふので，新モス地に盛んに用ひられてゐます。新モスのナフトール染はメリンスの感じで，なか  美
しいものですが，丈夫さの点では真岡に数歩を譲ります。
細地真岡に銘仙柄をナフトール染したのが宝銘仙とベリーナイスです。之は東京山本元三郎商店の製品で，一
日三千反以上染め上がる二つの専属工場で染め出されてゐます。殊に宝銘仙の方は，一つのロール（型を置いた
巻き金）で濃淡二色を一度に染める事に成功し，特許を得てゐるので，複雑な模様が現はれ，色はロール数より
多く出ますから，ロール数の多いものと同じの製品が，安く出来るのです。この濃淡の出具合と生地の真岡とが
相俟つて，初めて銘仙のような調子を見せてゐるので，安い新モスではどうしても及ばない落着いた味が出てゐ
ます。
ベリーナイスの方は濃淡を出さずに配色と柄に苦心の払はれたもので，生地は矢張り細地真岡ですから，見た
処宝銘仙と変りありません。この方の模様にはモダーン調が多いのと，地色や模様の色が，何色と一と口に片付
けられない複雑な現代的の色を使つてあるので，若い人の好みにぴつたり添ふでせう。
こういふ間色を上手に配合したり，濃淡をつけた柄は，写真ではつきり現はれにくいので色刷口絵と一色口絵の
柄はその一部をお目にかけるに過ぎません。同じ柄でも，変り色が二種或は三種ありますから，小さいお子様の
物にも大人物にも使へます。子供用の柄なら残り布は座布団にすると美しくて丈夫です。宝銘仙の方は各二円七
十銭，ベリーナイスの方は各二円五十五銭。全国の百貨店や呉服店で売つてゐますが，婦女界社代理部でもお取
次いたします。送料は十八銭です。
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昭和3年 11月2日 読売新聞 朝刊 3面
婦人の衣服 今秋の柄行きは お召も小紋も銘仙も互ひに特徴を奪合つた 柄の交錯が新傾向
つい此間までは小紋柄とかお召柄とか銘仙柄とか云つたやうに，品物によつてその柄行きが違つてゐたものです
が，此頃ではお召が小紋の領分に入れば小紋は友禅を侵かす，銘仙も亦友禅小紋お召のやうなものを作るやうに
なつて来ました。さう云ふ状態ですからお召とか小紋，銘仙と云はれてゐた模様の特徴が比較的なくなつて，其
かはり今までにみられなかつたお召，小紋，銘仙が現はれて，それが新傾向だと云ふので，皆に喜ばれるので，
ます  盛んになつて来ました。そこで模様に於ては特に変つたと云ふところはなくなつてしまつたけれどもそ
こに製造方法即ち組織上の約束があるので，染で織物の味は出せないし，織にもいろ  な織があるので，柄は
同じやうなものでもそこに変化が出て来るのです。それからもう一つは用途のちがふ関係，たとへば銘仙はふだ
ん着ですから，よそ行のお召や染小紋のやうな柄をつけたのでは堅くるしくて軽快な自由さを失ふから，一寸柄
をかへ，それに銘仙は織物ですから色が染めたものゝやうにあざやかでなく，ずつと内面的に深味が出て来る特
徴があります。お召は勿論織ではありますが，値が高くよそ行きである関係上，実用よりも美を中心に考へられ
るのです。したがつて銘仙よりも色の出のよい絹糸を選びますので綺麗に出来ます。又用途はコート及び着物に
一番多く用ひられるので，柄もその方に向くものが作られます。染錦紗，染小紋は大てい羽織地に用ひられます
から，模様もそれにふさはしいのは勿論です。かう云つたやうに，各の用途と材料と染織方法がちがふので，柄
のつけ方，柄のあがり方はちがつて来ます。たとへば染は非常に自由ですが織はなかなか複雑なものは出しにく
いのです。併し最近ではお召，銘仙は大変に自由になつて来ました。殊に銘仙は売行が盛んな為に新しい物がど
ん  作られてゐます。それから木綿は銘仙にすつかりおされてしまつて，大した発達をみせませんが，銘仙の
柄をまねて需要を増さうと苦心をしてゐるので幾らか進歩はしてゐます。すべてのものは一番よく売れる品物の
柄行をまねようとしてゐますが大体に於ては小紋風の，あまりきまりきつたものでない，自由な軽快なものが流
行してゐます。
昭和3年 12月 婦人画報
時代に適応した広幅織物の流行 42頁
私共の今日の生活については，いろ  改善すべきことが多いと思ひますが，先づさし当り，婦人として最も
重きをおいて考慮しなければならぬのは，日常の衣服の問題ではないでせうか。これまでも衣服の改善といふこ
とについては，いろ  な意味で問題にされて来ましたが，この頃提唱されてゐる，広幅織物の普及もその一つ
であつて，大体，外国の常用織物は一般に広幅物を用ひてゐるのに反して，我国では着尺織物は小幅でなくては
使ひ途にならぬやうに思つて居ります。これは我国民の長い因襲観念に基く習慣であつて実際の上からいへば，
和服を仕立てるには，決して小幅ではなければならぬ訳ではなく，少し工夫を巡らせば，広幅を以つて悠に和服
の出来ることは実例が示すところであります。広幅織物は，小幅物に比べると，生産費が安く上りますから，自
然価格も安くなり，又，広幅を使用するやうになれば，小幅物の反売の慣習をも改めることが出来て，必要の丈
尺だけ購ふことが出来ますから端切等の無駄が省けます。この理由から広幅織物を利用することは個々の経済に
なり，ひいては国家の経済上にも関するのであります。従来の織物工業は，主に内地向きには小幅を，輸出向に
は，広幅を製織するところから，二重の施設を必要としなければなりませんが，若し広幅織物が多く使用されゝ
ば，それだけ施設が省けますから，国民経済上にも利益があり，輸出貿易の振興にも貢献することが出来るので
あります。
この趣旨のもとに商工省では，前から広幅織物の普及につとめて居りましたが，本年もまた更らに，精良な品
質を選んで全国的に売り出して居ります。そして種類も本年はかなり広く製織し，なか  すぐれたものが出来
て居ります。広幅織物の産地は，尾州，秩父，遠州，八王子，青梅，伊勢崎，足利，桐生，越後，東京近在等で，
尚その織物の種類を挙げると，銘仙，節糸，文化お召，細織，綾糸，壁織，コート地，結城縞，瓦斯縞，絣，木
綿縞，新銘仙，甲斐絹，琥珀，八丈，夜具蒲団地，裏地類，レイヨン製品等，殆ど各種類にわたつて出来てゐま
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すから，利用の範囲も広く用ひられます。尚広幅織物は市内各デパート及び全国有数呉服店で販売されてゐます。
昭和4年 1月 婦女界
新春の流行界だより 羽織着物帯帯止半襟羽織の紐手提履物コートシヨール
瑠璃子 314318頁
（前略）
着尺物のいろ 
着尺物は種類が非常に沢山ありますが，新春用として最も適してゐるのは，何といつてもこの頃流行の第二訪
問服です。これにも絞り染の応用品，即ち手軽な縫ひ〆め絞りなどで縞を出し，裾にだけ絞りで模様を入れたも
のや，絞りの横段模様や，霞模様などがあります。小紋風で模様を下に行く程大きくしたもの，立縞又は横段縞
を下に行く程太く濃くしたものなど，大別して三種です。併し絞り染の応用品になると，上の羽織も一寸選ばな
ければなりませんが，小紋や縞物の方ですと，上の羽織は，無地でも小紋でも自由で，一番手軽に着られます。
この第二訪問服 ニユートン訪問服（ビジトール訪問服，プロミナード訪問服などといふのも殆んど似たもの）
は，観劇，訪問何れにも用ひられて，一番便利です。三十五円位から五十円位までゞす。
縞物 お召は，若い方でも，中年向でも一斉に横段風のものが流行です。縞と絣を巧に取入れた，変り横段，
斜線に横の細線入りなど凡て横段です。色刷の夫人の着物も令嬢の着物にもこの味があります。夫人のはとくさ
入錦紗で，生地そのものが横段織りで，それに花模様を横に散らしたものですし，令嬢の雪花模様も，横段に切
つてあるといふ有様で横段模様の横段絣，横段縞の全盛期です。従つて，大島にさへも，横段絣の変り柄がいろ
いろ出来てゐます。これは銘仙，メリンスもこの傾向は同じです。（後略）
昭和4年 1月 婦人画報
特輯 東京流行 現在の東京流行はどんなものか 将来の東京流行はどうするか 144152頁
現在の東京流行を，口絵と相俟つて，その最新，その最先駆のものを，知らせると同時に，諸家の意見によつて，
この流行のよき針路を示し，読者諸姉に，いい御参考を供したいといふ特輯です。東京流行は，日本の流行の根
源です。東京流行が全国的に波及する力の凄まじいことは，いろんな実例が示します。従つて，昭和四年の初め
に，この特輯を企てるのは新らしい流行のために，寄与することが多からうと信じてゐます。
洋装趣味の進出その他
流行の先駆は智識階級の夫人や令嬢 文学士 黒田鵬心
関東と関西，換言すれば東京と京阪の流行の相違は，だん  接近してゆくやうであるが，それは共通的に移
動する分子が増加してゆく つまり東京の人が大阪へ行つたり，大阪の者が東京へ来る 為めで，土地固有
の人々の流行としては，矢張可なりの相違があるやうである。
先日大阪三越で三彩会の陳列を見てから，東京三越で同じ三彩会の陳列を見たら，同じ会員の作でも違つたも
のが多く，全体としてはまるで別の会の陳列の感じがした。これは東西の三越が，各々其の見地から出品を指導
し選択した為めで，東西の流行の差を具体的に示したものと云ふ事が出来る。
流行としては，東西共通に動く分子も相当あるのであるが，東西の固有の趣味の相違が前記のやうな流行の差
を生ずるのであらう。西の重厚に対しては東は淡白である。重厚はやゝもすれば野暮となり，淡白は上品と一致
する場合が多い。一がいに西を野暮とは云へないが，悪どい色彩は，々大阪や京都のおかみさん達に見受けら
れる。これに反して東は概して上品で落つきがある，東京の山手の奥様などにその例をみる事が出来る。
東の趣味は淡白だと云つたが，色彩は近頃益々華美になつてゆく。二十歳位の令嬢乃至新夫人の羽織の色の華
美になつた事は全く驚くほどである。しかしこれは決して悪どくはなく，又野暮にもならない。といふのは，こ
れは関西の重厚な趣味から来たのではなくて，外国 主としてフランスあたりの明るい華美な色彩から影響を
受けたからである。
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私はこれを「洋装趣味の進出」とみる。洋装色彩は概して華美である。二十歳位の令嬢が真紅の帽子をかぶる
かと思へば，三十歳以上の夫人がグリーンの服を着る。さうして少しも可笑しくなく，却つて花やかであり，上
品である。その色彩が先づ羽織に進出して来たものと思ふのである。
羽織と云へば絵羽羽織といふものが非常に流行して来た。縞や小紋の羽織が廃れて，無地が流行し，無地から
絵羽へと変つてゆく。尤も絵羽と云へば三十歳位までが多く，その上のものは少い。絵羽は黒地にもつけ，変色
地にもつけるが，変色の場合は，地色とあまり非道く変つたものは突飛でよくない。単に共色濃淡のぼかしに一
寸した模様を散らす位のところが最も面白い。黒地の場合は共色濃淡のぼかしといふ訳にもゆかないので，他の
色にするが，地が黒なので，突飛に走り易く，調和を得る事が非常に難しい。グリーン系統などは比較的よい効
果を見るが，臙脂系統はよくない。
絵羽々織の流行も，服装の華美になりゆく著しい一例だと思ふ。さうしてそれは着物の裾模様が羽織に進出し
て来たものと見る事が出来る。流行として其の形式は悪くはないが，美的効果の上からは，地色に対する色の調
和，模様の適否などを見なければ善悪を云へないから，一々実例に当らなければならない。併し原則としてあま
り突飛なものはよくない。羽織の裾に，と
・
つ
・
て
・
つ
・
け
・
た
・
やうな突飛な色を見る事が往々あるがそんなのは困ると思ふ。
絵羽々織は，まづ三十歳以下のものであるが，それ以上の無地の羽織には地紋の変化を見せる事が多くなつた。
羽織ばかりでなく，訪問服程度のものには皆地紋あるものを使ふやうになつた。これはそれ丈け変化が多くなる
訳で，同じ黒地の羽織でも，地紋の為めに千変万化する事が出来るので，流行の上からも趣味の上からも非常な
進歩であると思ふ。
而して模様がある場合には，地紋と模様との調和を計る事によつて，模様の効果を非常に高める事が出来るの
である。
すべての染羽織が進歩してゆく中にも，銘仙の進歩は殊に著しいものがある。若い令嬢向の華美な柄から，老
紳士向の渋い柄に至るまで，非常に進歩してきた。銘仙に特有な不鮮明な色彩もやうやく鮮やかに出せるやうに
なつて来た。
地の性質と価格の点から国民の常用染織物として銘仙の重宝なのは云ふもないが，色彩が自由に出せるやう
になつてから，其の意匠に急速な進歩を遂げ，従来地味なものとして流行界から顧みられなかつたものが，一躍
流行界の表面に現はれて来たのである。
大島とか米琉とか結城といふやうなものは，まだ流行界からは隠れてゐる。銘仙も以前はその組だつた。別に
実質の価値が上下した訳ではないが，流行といふ点からみると価値を高めた事になるのである。
花柳界が流行の先駆となつた時代は既に昔となつた。今日は知識階級の婦人や令嬢が流行界の先駆者である。
地方へ行くと，其の言葉を始めローカルカラーを多く持つてゐる者は，花柳界に多いが，それと反対に最新流行
は決して花柳界には見られない。
一時は女優が最も進んだ流行を持つてゐたやうであるが，花柳界よりは進んでゐるにしても，本場の流行の先
駆者は，今日は有識の素人である。「洋装趣味の進出」が和服の新流行を作る今日に於いてそれは当然の事と思
はれる。
婦人服と子供服もます  進歩して来た。これは体格の改善と相俟つて進んで来る問題である。いくらパリの
服地をとりよせ，パリの新型によつて作つても，よい体格の持主に着せなければ駄目である。
とにかく地と云ひ型と云ひ進歩はして来たが，それは地はフランスのものを用ひ型はパリの新流行をとつたも
ので，国産の地で日本人が考へたらしい型のものにはあまりよいものがない。事実一流の店の新製品陳列を見て
も，地も型もよいと思ふものは，まだ一割に過ぎない。
却つて着てゐるものを見ると中によいものがある。それは或はフランスあたりから取り寄せて居るのかもしれ
ない。私の子供なども去年パリから取り寄せたものを着てゐると今でも往来などで見られる位である。それが別
に上等の品ではないがどこか垢ぬけがしてゐるのである。
趣味の上から云ふと，服装の統一と云ふ事は，着物や帯や半襟や羽織の統一の外に，履物やシヨールや傘や持
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物までも統一しなければならない。
近頃非常に流行してゐる皮のハンドバツグなるものは，この点において大に考へなければならないと思ふ。あ
れはどうしても洋装に調和すべきものである。洋髪に和服も慣れゝば不調和を感じないが，それは色や模様が洋
髪に調和するやうになつてゐるからで，昔風の模様の振袖では矢張日本髪でなければ調和しない。今の皮のハン
ドバツクは，多くはまだ和服に調和するまでこ
・
な
・
れ
・
て
・
ゐない。
皮の手袋もさうである。皮の手袋は毛織物の洋装には調和するが，絹ものゝ和服には調和しない。その他の持
物皆同じである。
昭和4年 5月22日 東京日日新聞 朝刊 5面
この夏の単帯
（前略）
種類では，つゞれ等の最高級品を省きますと，壁，博多，風通がその主なるものですが，これ等をいろ  に
交織した壁地に風通組織の千波，若葉織，風通立ての白眉織，麦藁細工式の玉葉織，この他組紐式のもの，絹糸
を太く撚つた駒撚り風のものなど，殆ど一本毎に織を異にし名を異にします。
これ等は更に織と染加工，人絹と正絹，或はこれに綿糸を入れ，紬を加へたもの，人絹と正絹の交織による変
化に至つては，どこまで進んでゆくかその奥が見えません。殊に人絹の発達は驚くばかりで，巧にその艶を消し，
正絹に脅威を与へてゆくところ，近頃の銘仙がいはゆる在来の銘仙から逃げやう逃げやうとして，しかもお召を
追つかけてゐるのと，好一対の競争があります。ためにこの人絹の入るものは，専門家も虫眼鏡的に見別けなけ
れば，その正体のつかめないほど千種万様で，一見しては判別に苦しみ，値段によつてそれを知ることが出来る
程度になつてゆきます。（後略）
昭和4年 7月 婦女界
夏の流行界だより 流行の頂点に近づいた絹麻上布 生地も柄も一新した今夏の明石 瑠璃子 374
377頁
（前略）
生地も柄も一新した明石
明石の新柄に，眼を惹かれる時が来ました。明石の起原，明石の組織のことなどは，昨年の本誌に，詳しく記
して，京都明石，越後の明石，桐生の「じやうか」の比較をもいたしましたが，今年になつては，この三産地が，
何れが何れの品か見分けのつかぬような品が出来るに至りました。
現に三越では，六月一日から明石縮「じやうか」陳列会を催して居りますが，何れも非常に洗練された品で，
一見したゞけでは，京明石も，越後明石も見分けがつかぬ位に接触して来ました。
それに驚くことは，従来の片し
・
ぼ
・
明石は，全然影をひそめ，殆んど凡てが，両しぼの薄いジヨーゼツト縮緬風
の生地に変りました。昨年桐生の特製明石として「じやうか」といふのをご紹介いたしましたが，今年は凡てが
このじやうか式の生地になりました。
生地に変化を見せると共に，柄にも色にもはつきり昭和四年式の新しさを見せてゐます。色は一般的にいふと，
濃い色が多くなりました。黒地が殊更に多く，紫紺，濃い納戸，古代紫が多いようです。白地は極く特殊のもの
にある位で，鼠色とか，その他の薄色ものは殆んどありません。
何れかといふと純然たる縞物が少く，絣と縞とを併用した熨斗目調のもの，霞風の縞に模様を配したもの，或
は霞風の縞に刺式の織模様を配したもの（中略）が新製品でも目につくものです。
又鼠と黒との三分位の大名縞にしても鼠の縞の中に，大理石ようの模様（中略）や小紋風の模様を入れた物等
も，今年の新製品です。一口にいへば明石の柄が，縞とほぐしを併用した，ほぐし銘仙の柄と似て来た所があり
ます。併し明石が銘仙式の柄になつたといふより，明石も，縞や，絣のみに満足出来ずモダーン調なものに一歩
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移らうとしてゐると，見た方がよいと思ひます。（中略）
銘仙級の薄物「せいか」
銘仙級の薄物として，「せいか」といふ新製品の出来たことも，昨年の本号でご紹介しておきましたが，「せい
か」も今年は々洗練されて，高級明石と変らぬような味のものが出来てゐます。「せいか」はジヨウゼツト風
の生地で，汗を出しても縮まず，洗濯も利くので，民衆明石として非常に歓迎されてゐます。（後略）
昭和4年 10月 主婦之友
口絵 代表的な銘仙の流行柄 （昭和の令嬢姿） 岡 吉枝画伯筆
柄ゆき……近ごろ，伊勢崎銘仙の柄ゆきの進歩こそ，実に目ざましいものがあります。御召にしても，錦紗にし
ても，こんなに上品で近代味のある柄は少うございます。この絵をご覧になりながら，誰方かの面影を想ひうか
べてください。その方の姿が，どんなにか美しく上品にお見えになるかしれません。
△羽織は＝主婦之友伊勢崎銘仙（14）夕映え 拾五円参拾銭
△着物は＝主婦之友伊勢崎銘仙（5）ことほぎ 拾二円八拾銭
口絵 主婦之友伊勢崎銘仙 十五歳前後の（乙女柄）
乙女柄のモデル＝高尾光子さん
（8）夢の花
十五六歳のお嬢さん向の変り柄です。それにこの柄は着る人の丈を高く見せます。絽ざし模様を銘仙にこなした
ところに得も言はれぬ新らし味があります。 △十二円八十銭
（4）クレオン調
上品な，新時代の柄銘仙です。黒地に新しい色合で，模様が織出されてゐます。羽織に仕立てゝも良い柄です。
黒地を羽織にもつてゆくと，大抵の着物はひきたちます。 △十九円五十銭
（1）乙女椿
派手なやうで落ちつきのある銘仙です。学校通ひのお嬢さんの，式日着の羽織には，打つてつけたやうな柄で，
十五六歳のお嬢さんの外出着物として，一枚あれば，随分お役にたつものです。 △十九円八十銭
口絵 主婦之友伊勢崎銘仙 私の好きな姿五題 モデル＝水谷八重子
（16）天平調 和田三造先生案
模様を上手に裁ち合せて，羽織にしても良い柄です。八重子さんが，島田の着流しに好んで着た姿は，御覧の如
く上品な美しいものです。貴顕方のお嬢様の平常着にもと，言ひたい柄です。 △十三円八十銭
（7）若紫
誰が見ても，これが銘仙ですかと驚かれます。伊勢崎でも得意中の得意柄なんです。振袖のお嬢さんが，若紫を
召した姿の美しさ，あどけなさは，八重子さんの姿によつて，御覧ください。 △十九円八十銭
（9）レビュー（羽織）
絣のはつきりとした，モダンな羽織柄です。かうした柄はやゝ小作りの方が召せば，却つて大きく見えると，花
柳さんが座談会で話されました。 △十四円八十銭
（27）佳人の窓（着物） 高畠華宵先生案
十七八の方なら羽織にしても良い柄です。高畠先生の図案だけに，得も言はれぬ詩情があふれてをります。 △
十二円八十銭
（33）みちのく
誰方にも向くいやみのない温和な柄行です。模様は鈴蘭を縞風に織出した，見るからすが  しい気持のする柄
で，廿四五歳前後の落ちついた好みの方に最も向きます。 △十円八十銭
（21）くづし市松（羽織） △十五円五十銭
下町風の奥様，……ぐつと意気な好みの柄です。着物にしても，落付いた洒落れた召物になります。幾分大がら
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な方なら，一そう着晴れのする柄ゆきです。
（6）霧降り（着物） △十五円五十銭
上品で変つたところのある柄ゆきです。地はかべ織の黒味がゝつた深緑です。縞に霜降をきかせたところが如何
にもよく出来てゐます。羽織次第で，意気にも，上品にも，また現代風にも着こなせる満点柄です。
（3）小春日和
田中良先生案
良先生に，学習院へ通つておいでになるお嬢さんがおありになります。そのお嬢さんを目やすに，袴をはいて似
合ふ柄といふので図案されました。女学生の方にお薦めします。併し八重子さんが召すと，御覧の如く廿歳前後
の方にも好い柄です。 △十三円五十銭
口絵 主婦之友伊勢崎銘仙 嫁入り前の（お嬢さま柄）
モデル＝八雲恵美子さん モデル＝筑波 雪子さん
（32）変りたてわく
かなり肥つた方が召しても，大丈夫細そりとした感じをあたへる柄です。廿二三歳から，卅歳近くまで着られま
す。配色は，えんじとねず。下町好みです。 △十二円五十銭
（34）縞調
この柄も細そりとした感じを与へる洗された縞柄です。恐らく今年から来年にかけては縞が非常な勢で流行す
るだらうと言はれてゐます。 △十四円八十銭
（31）めぐみ（着物） △十四円三十銭
お嫁さんにおなりになつてからも，充分に着られる柄です。縞は一たいに，姿を美しく見せます。配色はえんじ
と深緑。
（28）おぼろ矢羽根（羽織）
山の手のお嬢さんにおすゝめしたい羽織柄です。配色の濃茶えんじと，ねずの取合せが，おとなしく上りました。
△十一円八十銭
口絵 主婦之友伊勢崎銘仙 羽織姿の（若奥様柄）
モデル＝澤 蘭子さん モデル＝八雲恵美子さん モデル＝筑波 雪子さん
（24）たつた（着物）
柿茶と水色の，すつきりとした気の利いた縞銘仙です。謂ゆる江戸前とは，かうした柄を指すのでせう。 △十
一円五十銭
（19）深山（羽織）
錦紗風の柄で，葉のぼかしが大層よく織れてゐます。上品な好みの，お嬢様のお羽織におすすめいたします。 △
十四円八十銭
（25）さゝやき（着物） △十五円八十銭
おとなしくつて，味のある柄です。羽織と対に仕立てれば，上品で垢ぬけのした召物ができます。地色は深緑で
あります。
（22）まがき（羽織）
書生羽織に仕立てますと引き立ちます。さゝやきの落ちつきに取合せて，一しほの配色美を見ることができます。
△十二円五十銭
（20）ははき木（着物）
着流しで，黒衿をかけてもいゝ柄です。帯に印度更紗の腹合でも，もつてくれば，それこそ，五分もすかさぬ意
気好みになります。（12）の羽織を合せますと，きりつとした奥様好みにもなります。 △十一円五十銭
（12）雪明り（羽織）
羽織は一たいに，着物と反対の色を選んで調和させますと，好みが派手になり，現代風の取り合わせが出来ます。
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地色は艶やかな深緑。 △十二円八十銭
口絵 主婦之友伊勢崎銘仙 廿五歳前後の（若奥さま柄）
モデル＝栗島すみ子さん
（18）たま虫（着物）
どちらかといへば，意気な好みの柄です。青味勝な黒色に，赤と緑で微塵に入れた，縞絣は，全くの新しい試み
です。玉虫の羽の光を見るやうな見事さです。 △十六円五十銭
（30）ひな路（羽織）
この羽織を，たま虫に合せますと，御覧のやうに一そう引き立ちます。二番手の大島を着るくらゐなら，かうし
た銘仙をお選びになつた方が，幾ら奥床しいかしれませぬ。 △十五円三十銭
（26）栄光（着物）
一般向きには如何かと思ひますが，玄人筋には一番評判の良い銘仙です。栗島さんが『こんな銘仙が出来たら，
高いお召は馬鹿気て買へませぬ。』と，おつしやつたほどです。 △十四円五十銭
（37）清き心（羽織）
平凡な中に味のある，一般向きの羽織柄です。こなしやうによつては，写真のやうな，洗されたものにもなり
ます。 △十円五十銭
（35）心の星（絞り）
藤井達吉先生案
しぼりを羽織に仕立てゝ着ますと，線が非常に軟らかく，見た目も大層引き立つてよいものです。 △十二円八
十銭
（29）愛の花
杉浦非水先生案
純な心を花にあらはして模様化した銘仙です。羽織と着物を対に仕立てたら，一そう引き立ちませう。 △十二
円八十銭
口絵 主婦之友伊勢崎銘仙 二十歳前後の（明るい感じのお嬢様柄）
モデル＝瀧花久子さん モデル＝夏川静江さん
（15）園（着物）
軟らかな，虹のやうな感じを出さうとして織つた，千筋格子です。銘仙よりは，お召しと言ひたい出来栄えです。
地の紫は本年の流行色，上は同柄の一部を拡大したものです。 △十四円五十銭
（38）美よし野（●●）
年輩むきの着物に，殿方のかいまきに，下着に，おすゝめいたしたい趣きのある柄です。 △十二円五十銭
（36）高麗路
やさしい，誰方にもむく，羽織柄です。かうした柄は，たいていの着物に調和します。 △十二円
（17）ジャズ
感じの明るい，生き生きした柄です。学校通ひのお嬢様のものに仕立てれば，さぞや似合はしいお召物ができま
せう。地の濃い草色は，本年の流行色を応用したものです。 △十四円八十銭
（23）ひゝらぎ（羽織）
絞りの感じを，織で出した，新しい試みの羽織柄です。羽織には，模様のこんだものよりも，かうした大手なも
のがよろしいのです。 △十一円八十銭
口絵 主婦之友伊勢崎銘仙 品の良いモダンな（令嬢柄）
主婦之友伊勢崎銘仙は全国一流呉服店二百数十ケ所に陳列してお目にかけます。品切れにならぬうち一刻も早く
お申附けください。満洲朝鮮地方の特約店では，関税と送料の関係から，約一円ほど値段に開きが生じますから
お含みを願ひます。特約店名は二六六頁を御覧ください。
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（2）リズム 明るい感じのする柄です。無邪気なお嬢さまに，おすゝすめします。地色の深緑は，肌を美しく
見せ，色を白く見せます。羽織と対に仕立てゝ，十五歳前後のお嬢さまに着せても，また可愛いでせう。△十四
円八十銭 モデル＝瀧花久子さん
（10）銀座小町 「まあ…何んていゝ柄でせう。私にうつてつけた柄ですね……似合ふでせう。」と夏川さんが……
感心なさつたゞけに，おとなしいなかに何処かモダンなところがあります。地は艶やかな茄子色。△十一円八十
銭 モデル＝夏川静江さん
（13）ゆかり（着物） 紫地に，コバルトと黄色で矢絣を，微塵に入れた，軟らかい着物柄です。大がらな方が召
せば，姿の調和がとれて，美しく見えるでせう。地は軟か味のあるかべ織。△十五円
（11）幻想模様（羽織） 田中比左良先生案 ジャズ気分の柄です。着手によつては，人目をひく柄です。秋晴れ
の郊外に，銀座に，道頓堀に，この柄を見る日も程近いことでせう。△十三円八十銭 ［（13）（11）着装の］モデ
ル＝澤 陽子さん
銘仙に就ての座談会 258265頁［出席者写真略］
時 昭和四年八月廿一日午後一時
所 東京芝公園 南洲庵
出席者 ▲遠藤波津子（現代に於ける，着附と美容術の創始者ともいふべき大家で，理容館主です。）▲森 律
子（技と名声とが相伴つてゐる，押しも押されもしない，帝劇第一の人気女優。）▲栗島すみ子（申すまでもな
く，天下にその名を謳はれてゐる松竹蒲田にての大幹部です。）▲田中 良（情緒豊かな女性を描く，当代屈指
の挿絵画家であり，舞台美術の権威です。）▲花柳章太郎（殊に娘形として，惚々するやうな着附と舞台を見せ
る，新派女形の人気者。）▲山下栄蔵（染色に関して造詣深く，また衣服整理に優れた手腕を持つ染色工芸家で
す。）▲下條雄索（熱心な伊勢崎織物同業組合の組長で，当日わざ  御出席くださいました。）
三十八種の新柄
記者 今日は，こゝに陳列してある通り，今秋の『主婦之友銘仙』が全部出来上りましたので皆様の御覧に入れ
て，御批評を願ひたく，お暑いところをお集り頂きました。
森 なか  よろしうございますね。
花柳 銘仙には見えません。柄ゆきは，お召，錦紗以上です。
森 ほんとに，いゝものが沢山ございますわ。
田中 銘仙はデパートなんかで見てゐるが，これは全く，異つた国へ行つたやうな感じがする。実にいゝですね。
森 銘仙は，何となく家庭的な感じがしますね。
田中 以前のやうに露骨でなく，どことなくし
・
ぶ
・
い。これは織つた地から来る味でせう。併し，昔は矢絣ばかし
だつたが，随分進歩したものですね。
記者 去年，市村座で『不如帰』を上演したとき，水谷八重子さんが，社の銘仙を召してくださつたやうです。
花柳 あのときから見ると，また一段と精巧になりましたね。
記者 この銘仙は，皆な一流のえ
・
り
・
ぬ
・
き
・
ものばかりです。方々で売出してゐるものと同じなら，社でわざ  や
る必要は，ないと存じまして‥‥
下條 私共組合員の織元が約千軒，そのうちの一流どころ十八軒で，これを織り上げたのです。私共は従来，堅
牢，柄，値段の三つを理想的にするために，随分苦心してまゐりましたが，今年は一そう努力いたしました。
記者 全く銘仙が，年々目立つてよくなつて来たことは，事実です。
田中 絹物の着尺で，模様を織り出せるものは何と何ですか。
下條 大体，お召と銘仙とに分けて頂けばよいと思ひます。
記者 銘仙のお召と，在来のお召とでは，どう違ひます。銘仙は，値段も大そう安いやうですが。
下條 その二つの値段が違ふのは，多少糸質にもよりますが，主として，お召の方が，工費が余計にかゝるから
のことです。
―97―
自慢の『併用絣』
記者 この中で，特に出来のいゝものを，おつしやつて頂きたいのですが‥‥
田中 皆いゝ。
記者 銘仙らしい，代表的なものといつたら，どれでせう。
下條 （13）号の『ゆかり』（口絵で沢さんの召してゐる着物）などは，昔の面影を持つてゐるものです。
花柳 （26）号の『栄光』（口絵で，栗島さんの召してゐる着物）など，お召のやうですね。
下條 銘仙の他の産地では，私共の方で出来たものを，直ぐに模倣するので，弱つてしまひます。併し，（1）号
の『乙女椿』（口絵で高尾さんが召してゐる柄），（7）号の『若紫』（口絵で水谷さんの召してゐる柄）など
の併用柄は，特別な技術を要するので，他所では決して出来ないものです。縦糸と横糸とで，絣を織るやう
に一筬ごとに模様を併せますので，それは容易な技術ではありません。
記者 何時頃から出来たのです。
下條 織り始めて，もう七年になります。以前には，これは絶対にできないといふほどのものでしたが，種々と
犠牲を払つて，この頃漸く完成することができました。私共の組合でも，この『併用』の織れる家は，か
に七八軒しかありません。一匹織るのに，早くて五日はかゝります。
森 大変なものでございますね。
花柳 あの（14）号の『夕映え』（岡吉枝氏の昭和令嬢姿の羽織柄）などは，一七八歳から二十一二歳の娘さん
に，着せたいものですね。私も着てみたい。これを着ましたら，どうしても銘仙には見えないでせう。
記者 栗島さんには，『栄光』を着物に，『清き心』を羽織に着て頂きました。
栗島 私の趣味から申上げれば，それらしいものとして，（18）号の『たま虫』（口絵で，栗島さんの召してゐる
着物），（32）号の『変りたてわく』（口絵で，筑波さんの召してゐる着物）なども，随分好きです。
遠藤 （33）号の『みちのく』は，羽織に大そうよろしうございませう。
栗島 ぢつと見てゐて，ちつとも見厭きがいたしません。
花柳 （15）号の『園』（口絵で，夏川さんの召してゐる着物）は，着流しですか。
田中 これは非常にいゝ。羽織には，どれを選びます。
花柳 余りよく出来てゐるので，羽織の選択がちよつと，難しいくらゐです。（37）号の『清き心』（口絵で，栗
島さんの召してゐる羽織）の柄が，もう少し大きければ，ほんとにいゝが‥‥
田中 昔から銘仙は，友禅やお召に較べて，堅実ではあつたが，どうも固すぎる嫌ひがありました。併し，これ
で見ると，柄が大変くだけて，随分柔くなりましたね。さうかと言つて，友禅やモスリンのやうに，奇抜で
なく，見てゐて，実に気持ちがいゝです。
山下 伊勢崎銘仙が，今日のやうに進歩したのは，織物が染色に入つたからです。
下條 それに就て，面白い話があります。ちよつと古いことですが，乃木大将が学習院の院長をしてをられた頃，
生徒の着物に，友禅はどうも贅沢でいけないし，銘仙は固すぎていけない，と言つて，なか  難しかつた
さうです。その話が，私共の方に伝りましたので，種々と研究し始めたのが，今日のやうな模様を織り出す
初めでした。
森 ほんとに銘仙は，女学生がいつでも着られるやうになりました。
着物と羽織の見立
記者 今度は，着物と羽織の取り合せ方に就て，実際的におつしやつて頂きませう。先づ遠藤先生から‥‥
遠藤 一般に，模様と模様はいけません。矢張り，縞に模様がよろしうございます。
栗島 あの（4）号の『クレオン調』は，襟足を見せた，断髪の可愛いお嬢さんが着たら，どんなにいゝでせう。
山下 （35）号の絞り『心の星』は，よく出来てゐますね。
花柳 大変上品です。
遠藤 これは羽織にしてもよいし，着物にしてもよろしうございます。
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森 （20）号の『はゝき木』（口絵で，筑波さんの召してゐる着物）は，黒地の羽織がよいやうです。お召でも，
あんなに落着いた感じは出ません。
花柳 （3）号の『小春日和』は着流しですね。
田中 それは，私の考案ですが，女学生が袴を穿いたとき，それに似合ふやうに，工夫しました。
花柳 この頃，吉野織はなくなつたのですか。あれは，趣のある，いゝいものですがね。
記者 （38）号の『美よし野』は，吉野織です。
栗島 銘仙の帯は如何でせうか。
下條 できないことはありません。私共の方では，帯にして締めてゐる婦人もあります。
森 （16）号の『天平調』（口絵で，水谷さんの召してゐる着物）を帯にしては，如何でせう。
栗島 これは上手に裁ち合せて，羽織に仕立てれば，よろしうございますわ。
山下 羽織にしたら，随分高尚でせう。
田中 黒つぽい，殆ど黒といつた着物に合せれば，結構でせう。
花柳 これなんぞ，舞台で着れば，錦紗ぢやなし，銘仙には見えないし……
栗島 （30）号の『ひな路』（口絵で，栗島さんの召してゐる羽織）は，とてもいゝ柄ですわ。
遠藤 し
・
ぶ
・
くて，モダンです。それに，ちよつと派手な帯を締めて頂けば，随分映えることでせう。
森 （13）号の『ゆかり』と，（11）号の『幻想模様』（口絵で，沢さんの召してゐる羽織と着物）は，よく合
つてゐます。
記者 （22）号の『まがき』と（25）号の『さゝやき』（口絵で，沢さんの召してゐる羽織と着物）も，いゝでせ
う。
花柳 （13）号の『ゆかり』に（15）号の『園』を合せても，映えるでせう。（23）号の『おぼろ矢羽根』（口
絵で，八雲さんの召してゐる羽織）や，（25）号の『さゝやき』は，羽織と対にしたらいゝでせうね。
栗島 （21）号の『くづし市松』（口絵で，水谷さんの召してゐる羽織）も，対によろしいでせう。丸髷の方が着
たら，ほんとにいゝと思ひます。
花柳 （10）号の『銀座小町』（口絵で，夏川さんの召してゐる着物）は，着流しにして，どんな帯でも合ひます。
着附と品質の見分け方
記者 一般に，強い柄は，身体の小い人にはいけないやうですが，この中で，小柄の人が着て引き立つのは，ど
れでせうか。
花柳 （13）号の『ゆかり』などは，いゝと思ひますが‥‥
田中 （9）号の『レビュー』（口絵で，水谷さんが召してゐる羽織）などは，小柄の人に向きます。羽織にすれ
ばいゝと思ふ。
栗島 あの（2）号の『リズム』（口絵で，瀧花さんの召してゐる着物）なんか，小柄の人が着れば，随分引き立
つことでせう。
田中 これは，顔の桃色の人には，とてもいゝでせう。
記者 （29）号の『愛の花』は，杉浦非水さんの考案ですが，如何ですか。
花柳 これは形に見せるから，肥えてゐる人にはいゝでせう。
記者 遠藤さん，銘仙の着附は如何ですか。
遠藤 ちよつと工夫を要します。銘仙の着物はどうしても前がは
・
だ
・
か
・
つて，下前が下り勝ちですから，第一に，
裏に柔かい，絹物か何かを取ります。それから，お腹の大きい人が着物を着るやうに，紐を一本，いつもの
ところに締め，それから一寸ばかり上に，もう一本の紐を締めるのですが，そのとき下前のソリを折り込み，
帯の下に入れてしまひます。かうすれば，どんなに硬いものでも，決して下りません。なほ，縫ふときに，
身幅を少し広く取り，袖丈をちよつと控へておきますと，前がは
・
だ
・
か
・
りません。併し，伊勢崎銘仙などは，
しなやかで，お召とちつとも変りませんから，ほかのと異つて，着附も大変容易でございます。
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記者 銘仙の良し悪しや，交ぜ物の有無を知る，よい方法はありませんか。
下條 肉眼と，手触りでゆくのが一番です。
山下 縦横の糸の釣合ひの取れてゐるものは，大丈夫です。
下條 内地の織物で，混用物が多少なり入つてゐないものは，殆どないくらゐですが，『主婦之友伊勢崎銘仙』
には，絶対に人造絹糸などを用ひません。この点に就ては，どこまでも責任を負ふつもりでをります。中に
は，人造絹糸を使つてゐながら，純絹の値段で売つてゐるのがあるから，驚きます。
記者 実際，品質と言ひ，柄と言ひ，これだけのものを備へたことは，私共の誇りと言つてもいゝと思ひます。
湯通しと洗濯法
記者 山下さん，湯通しのことをお話して頂きたいのですが。
山下 湯通しとは，つまり糊気を除ることです。全部糊気を除つてしまふわけではありませんが，生地の伸び縮
みを整へて，柔かにし，そして艶を出すことです。
記者 もし湯通しをせずにおくと，どうなりますか。
山下 着てゐるうちに，着狂ひがします。雨に当るとか，水を落すとかしますと，甚く縮みます。また折り切れ
がします。
下條 『主婦之友銘仙』には，不純物が，ちつとも入つてゐませんから，本当に湯通しができます。
山下 伊勢崎には，そんなものはありませぬが，甚いのになると，全然湯通しのできないものがあります。生糊
を生地の色に染めて，くつゝけておくので，布を水に浸けると，糊が溶けて，ぱつと出て来ます。
記者 し
・
み
・
の除り方はどうしたらよろしいでせうか。
山下 何でも，浸み込まないうちに除つてしまふのが，一番です。併し，浸み込んでしまつたら，その辺を濡れ
た布で軽く拭き，ぼかすことです。
記者 油のし
・
み
・
は如何ですか。
山下 落したら直ぐ，ハンケチか何かに吸ひ取らせます。
遠藤 そんな場合は，コップに一杯水を入れて，布の下に当て，そして表から口で吸ひ取ると，油は水と共に，
十中の九まで除れてしまひます。
記者 襟の白粉垢を除る方法は，如何ですか。
山下 世間では，揮発油で拭くと，除れたものとして，安心してゐるやうですが，揮発油は，脂じ
・
み
・
を除るだけ
ですから，後に酸分や尿素や塩分が残つてゐて，どうしても汗焦けができてしまひます。そこで，どうして
も水に浸けなければいけないのですが，襟は浸けられませんから，共襟だけ離して洗ひます。その場合，ど
ろ  に溶かした布海苔を，汚れたところにまぶして，襟を巻き，つまり海苔巻を拵へるやうにして，ぐう
 押します。さうしてから水洗ひすると，汗焦けや白粉焦けが綺麗に除れます。それに，『主婦之友伊勢
崎銘仙』は，色が落ちることなどありませんから，安心です。
記者 遠藤さんは，どんな風になさつてゐましたか。
遠藤 私もやはり，揮発油ばかり使つてをりました。
記者 序に，着物の洗濯法をお伺ひしたいのです。袷なら，単衣物のやうに，大解きしてするのと，解いて，端
縫ひしてするのと，どちらがよろしいでせう。
山下 荒くていゝですから，表裏を区別して，今度裏になる方に縫目を出して，端縫ひをします。さうして，
『主婦之友銘仙』なら，色が丈夫だから，直ぐ微温湯に浸けられますが，併し一般には，先づ水に浸け，汚
れをゆるめます。次に，ほんのぬる  を感じるくらゐの，淡いソーダ液を作つておいて，その中に布を浸
け，なほ別に用意しておいた，マルセル石水を刷毛につけて，汚れの甚いところを軽く刷きます。特に折
目などの，汚れてゐる箇処は，刷毛の腹か，箆の角などで擦ると，汚れが浮いて，綺麗に除れます。
汚れが落ちましたら，最初の濯ぎは，必ずソーダ液でいたします。これは石を落すためです。次に清水
で幾度も濯ぎ，最後に，清水に少し錯酸を落して洗へば，それでよろしいのです。
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張るには，し
・
ん
・
し
・
が一番です。糊は布海苔を用ひますと，落着いた艶が出て，柔かに出来上ります。乾いた
ら，畳んで打ちます。これは，新聞紙を心にして，棒巻きにし，上から砧で打つてもよく，また簡単にするに
は，扇畳にして，机の端でぽん  打つてもよいのです。それが済んだら，アイロンをかけ，湯伸しをします。
記者 皆様のお話を沢山にお伺ひすることができまして，有り難うございました。それでは，これで閉会にいた
します。
「主婦之友伊勢崎銘仙」即売展覧会開催店 266267頁
［広告案内］
本秋流行の新柄卅八種の出来栄えを御覧ください
早く御買約くださいませぬと売切になります
展覧会は記入の期日より開催されます。
（中略）［展覧会場234箇所および会期が記されている。］
主婦之友伊勢崎銘仙一反毎に マスター五百番襟白粉 〔一瓶づゝ贈呈〕
婦人美用容向上のため，美容研究家で且つ実際家である小口みち子女史が新しく創製されました，襟白粉であ
ります。新時代の化粧料として，大そう評判のよいものです。
その上さらに五百名の方に誕生宝石入指輪贈呈
めい  の生れ月を象徴した，宝石を身につけてゐれば，悪魔を払ひ幸福を招くといふので，今やその宝石入
りの指輪が大流行であります。
皆さまの幸福のため，『主婦之友伊勢崎銘仙』の特籤景品として，当籤者御自身の誕生石を，金とプラチナ台
の指輪に作製して，贈呈いたします。
石によつてはダイヤモンドのやうな高価な物もありますが，それ等は石の大小によつて，ほゞ価を平均させて
あります。指輪は全部真物を用ひ，その製作を担当する服部時計店で，全責任を帯びて保証することになつてを
ります。指輪写真は口絵で御覧ください。
昭和4年 10月 婦女界
口絵 八王子高級『文芸銘仙』の代表柄
（文芸銘仙は内外の名作からヒントを得て図案したものです。柄名の大部分は，その名作品の小標題を取つたも
ので，そのヒロインにあてはめて見ました。文芸的情景とヒロインの性格が，柄の何処かに窺へます。）
26号 夢魔 三上於吉氏作「地上の楽園」ふぢ子に着せても見たい，明快な柄です。紫がかつた濃い納戸地
に，絣風の縞模様で廿才前後向。（十二円五十銭）
35号 護りの騎士 菊池寛氏作「真珠夫人」の真珠夫人に着せても見たい程の上品な珍絣です。くすんだ紫紺
地に，茶の線の集合で横段に見せたもので，廿五六才から卅才前後向。（十二円五十銭）
2号 めぐる新春 菊池寛氏作「受難華」照子に着せても見たい新柄です。納戸地に，黒の菊を配した，白茶の
細線からなる縞を出した上品な柄で，廿才から廿三四才向です。（十三円八十銭）
22号 空海の海 イプセン作「海の夫人」が，紫紺の海を眺めつゝありし日の思ひ出に耽る心境です。濃い茶
地に黒と納戸で模様を出した，深味のある柄です。廿八九才から卅四五才向（十三円）
20号 孔雀夫人 中村武羅夫氏作「処女」の梅子に着せても見たい渋い中に新味のある柄です。濃い赤地に，
黒，黄と白などで葉を出した理智的な柄です。廿才から廿六七才向。（十三円五十銭）
15号 ダンテの夢 加藤武雄氏作「久遠の像」の玲子に着せても見たい近代的な柄です。赤味がかつた古代紫
地に，朱の縦横の線を出し，鼠と白茶の模様を配したもので，廿才から廿三四才向。（十三円五十銭）
28号 新しき太陽 菊池寛氏作「明眸禍」の珠子に着せても見たい輝かしさと進出気分のれた柄です。くす
んだ濃い緑地に，朱の配色の，都会好みの柄です。廿才から廿四五才向。（十二円）
37号 またゝく星 三宅やす子氏作「奔流」の淳子に着せても見たい理智的な柄です。黒ずんだ緑地に，朱，
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白茶の線で縞を出した珍柄です。廿六七才から卅才前後向。（十円八十銭）
4号 花咲く唇 細田民樹氏作「愛人」の志摩子に着せても見たい，理智的な柄です。黒地に薄い小豆色の横段
に紅葉を出し，黄の縦線を利かした新柄で廿四五才から廿八九才向。（十三円五十銭）
16号 幸福の時計 菊池寛氏作「受難華」の桂子に着せても見たい上品な柄です。極くくすんだローズ地に，
図案化した菊の花を鱗形に出したもので廿才前後から廿二三才向。（十三円五十銭）
8号 美しき 菊池寛氏作「受難華」の寿美子に着せても見たい，近代的な明るい柄です。くすんだ納戸地
に，絣と菊の花を出したもので，羽織にも着物にもよい柄です。廿才前後から廿二三才向（十三円五十銭）
31号 絵姿 加藤武雄氏作「珠を抛つ」の静枝に着せても見たいすつきりした柄です。黒地に朱で絣を出し
たお召風の柄です。廿才から廿三四才向。（十二円）
40号 ハツピーエンド 作品の明るく幸福な結末を喜ぶ心境を出した上品な柄です。黒地に，茶，白茶，納
戸等の横線を出し，黄の縦線を利かしたもので四十才以上五十六七才向（十一円）
13号 美しき鳶 菊池寛氏作「不壊の白珠」の玲子に着せても見たい明快な柄です。古代紫地に，緑，朱
などで花模様を出したもので，廿才前後向。（十三円五十銭）
3号 空の花嫁 空の征服者ツエツペリン伯号の来訪を記念する最も近代的で印象の深い柄です。黒地に，くす
んだ赤，朱，鼠，白茶などの模様の華やかな柄です。十五六才から十八九才の令嬢向（十三円八十銭）
9号 美しき主題
テ ー マ
美しき主題は，芸術の力でより美化されます。美しき感情を持つ人に相応しい柄です。古代
紫地に，黒，納戸の濃淡の短冊形の模様を出した，スマートな柄です。廿才から廿六七才向。（十三円五十銭）
5号 天使
エンゼル
幸福の実を摘む可愛らしい姿を思はせます。朱地に図案風の花模様を出した華やかな柄で，幼い子
供向。（十三円五十銭）
27号 言葉なき恋 菊池寛氏作「新珠」の爛子に着せても見たい，若さと明快さのれた柄です。明るいコバ
ルト地に，黒，赤，白茶などで絣を出した柄で，十五六才から廿才前後向（十二円五十銭）
1号 超 美 人
シユーパービユーチフル
福田正夫氏作「藍の猟人」の静江に着せても見たい上品で華やかな柄です。濃い緑地に，大
きい乱菊を出した柄で，十五六才から廿才前後向。（十三円八十銭）
17号 椿姫 デユマ作「椿姫」の椿姫が，もし日本の着物を着るとしたら，最も相応しい柄です。黒地に，鼠
の濃淡と，朱，茶等の丸を飛ばせたモダーンな柄です。廿才前後から廿三四才向。（十三円五十銭）
18号 朽ちざる命 鶴見祐輔氏作「母」の朝子に着せても見たい上品で理智的な柄です。赤味がつた古代紫地
に，地色の濃い色と鼠とで，横段風に模様を出した新柄で，廿八九才から卅四五才向。（十三円五十銭）
19号 魅せられたる魂 中村武羅夫氏作「地霊」の明子に着せても見たい上品な柄です。くすんだ紫地に，黒，
朱，薄い納戸等で可憐な花を出し，白の横線を配した柄で，廿才から廿四五才向。
11号 ヂユリエツト シエクスピア作「ロミオとヂユリエツト」のヂユリエツトが，もし日本の着物を着ると
したら，最もふさわしい柄でせう。冴えた納戸地に，朱，緑などの尖角に，白茶の鈴蘭を出し，白の横線
を配した華やかな柄で，十六七才から廿才前後向。
23号 序 曲
プロローグ
急速調
プ レ ス ト
の快さに，恍惚とする明快な女性の心境をあらはした柄です。黒地に赤，鼠，白の線の交
錯で，横段を出した新味のある柄で，卅才から卅七八才位向です。
14号 東京行進曲 中山晋平氏作歌，西條八十氏作曲の流行歌よりヒントを得た，如何にも近代的な新柄です。
柿色地に，図案化した花を白と黒で出し，その周囲を白茶で輪郭づけてくつきりとさせ，白の横線を配した，
新鮮味れた柄で，十七八才から廿才前後の令嬢向。
7号 恋愛の国 菊池寛氏作「新珠」の瞳に着せても見たい理智的な柄です。古代紫地に，黒でつたと横段のまが
き蔭絵風に出し，処々に白と黄の線のつたを出して，くつきりと引立たせた上品好みの柄で，廿才から廿三四才向。
［以下，枠付記事（折込右端）］
▲文芸銘仙は内外の名作からヒントを得て図案したものです。柄名の大部分は，その名作品中の小標題を取つた
もので，そのヒロインにあてはめて見ました。文芸的情景とヒロインの性格が，柄の何処かから味へます。
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24号 恋
ラ
愛情
ブ シ ー
景
ン
繊細な絣の線に現はれる幸福の恋愛情景を思わせる柄です。黒地に，黄，茶の濃淡より成る
横段を面白く出した柄で，廿六七才から卅才前後向。
36号 愛すればこそ 菊池寛氏作「慈悲心鳥」の静子に着せても見たい近代的な柄です。黒地に，茶の横線で
横段を見せ，クリームと薄い藤紫の縦線を利かした新柄で，廿六七才から卅才前後向です。
6号 ローレライ ハイネ詩集「ローレライ」の唄ローレライをくちずさむ若きソプラノの歌手を思はせます。
黒地に，朱で図案風の葉を出し，鳩羽色の縦横の線を配した近代的な柄で，廿才前後より廿三四才向。
12 甦生の処女 岡田三郎氏作「聖火」の摩耶子に着せても見たい近代的な柄です。黒地に，白茶の縦線の短い
縞を出し，茶の太細の短線で横を見せ，彩色のつたを飛ばせた新柄，廿才から廿五六才向です。
30号 逸る胸 細田源吉氏作「誰の愛」の由美子に着せても見たい近代的な柄です。黒地に黄の濃淡の縦横の
線で横段調を出した，理智的な柄で，廿才から廿四五才位向。
21号 薔薇の夢 高畠華宵氏の「抒情画集」より 薔薇咲く花園で夢見る女性にふさはしいものです。くす
んだ茶地に，黒地に鼠色で薔薇の花を出した横段を見せ，薄い鼠色の縦縞を配した柄で，廿七八才から卅才前
後向。
38号 秘めたる恋 胸の奥深く永遠に秘めたる不言不語の恋を思はせられます。黒地に，茶の縦線を出し，赤，
鼠，納戸等の細線より成る横段を見せた上品な柄で，卅才より卅七八才向です。
［以下，枠付記事（折込左端）］
39号 海の誓ひ 細田民樹氏作「愛人」の令子に着せても見たい上品な中に粋な味のある柄です。黒地に茶の
縦線を出し，鼠色の細い横線を配した洗練された柄で，卅二三才から卅八九才向です。
33号 崩るゝ虹 菊池寛氏作「不壊の白珠」の俊枝に着せても見たい理智的な柄です。黒地に，茶の市松と横
線で，横段を見せた理智に輝く新女性に相応しい柄です。廿二三才から廿八九才向です。
29号 街頭の人 久米正雄氏作「冷火」のお君に着せても見たいいかにも可憐な柄です。黒地に，紫，オリ
ーブ，淡紅色，ローズ色等の手綱を出し，薄いローズの横線を配した華やかな柄で廿才前後向です。
34号 ヴオルガの船歌 細田民樹氏作「愛人」の時枝に着せても見たい近代的な柄です。鉄地に，薄い臙脂の
横線を出し，朱の短線の集りを配したモダーンな柄で，廿一二才から廿五六才向です。
25号 光と影 光と影の交錯から色々の美観を感じます。くすんだ茶地に，緑の点線から成る曲線で，面白
い味を出した柄で，卅五六才から四十才向です。
32号 円舞曲 タ，タ，タン  と円舞曲に乱舞する感興を想像させる柄です。黒地に茶の山形模様を出し，
薄鼠の横線を配した柄で，廿七八才から卅四五才向です。
10号 愛の擬戦 菊池寛氏作「新珠」の都に着せても見たい近代的な柄です。黒地に，白茶，茶，小豆色などで
向日葵を油絵風にあらはし，赤の縦横の線を配した新柄で，十七八才から廿才前後の令嬢にふさはしい柄です。
今秋の流行を代表する麗
レ
美
ビ
優
ユー
銘仙
問題の麗美優銘仙（その一）31頁
近年足利銘仙は急速な勢で，進出して来ました。それは第一に在来の銘仙を超越した近代的な図案を用ひ，第
二に糸質を吟味し，第三には織り方や整理にも，非常に進歩した方法を取り入れたからです。秋から冬への流行
色や，流行の新傾向を取り入れた，種々の銘仙が市場を賑はゝしてゐますが，この中でも最も人目を惹いてゐる
のは足利の特製品麗美優銘仙です。
写真向つて左は，麗美優銘仙の第四号『幻の花』で，渋い薄茶地に鉄味を含んだ納戸で葉を出し，薄茶の濃淡
で幻の花を出し，背景に臙脂を配つた近代的な柄です。廿才前後用（十三円三十銭）です。右は第廿二号『銀座
行進曲』といひ，渋い鶯茶地に濃い紺一色で矢絣を出し，白の細線を粗く散した，都会趣味の新柄です。廿才か
ら廿五才位向（十二円八十銭）です。
問題の麗美優銘仙（その二）32頁
何れも麗美優銘仙の代表柄で，向つて右は第十号『麗日余韻』といひ，上品で渋い紫（赤味のない）地に，鼠
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の細線をやれ雲風に出し，白茶と赤味のある茶で木の葉をパラツと散して，秋の風情を感覚的に現はした新柄
（十二円八十銭）です。
向つて左は，第廿五号『都会麗
レ
美
ビ
優
ユー
』といひ，都会美を代表する逸品です。濃い臙脂地に，黒の線の集合で縦
縞を出し，薄い方の縦縞は，薄い納戸地に，黄色の縦の細線をぼかし風に入れ，織り方の変化で横線を配したも
ので，これで大きな縦縞を構成してゐる，複雑味のある最新柄（十三円八十銭）です。
麗
レ
美
ビ
優
ユー
銘仙は，全部で四十柄あります。次号の十一月号で四十柄色刷でご紹介いたします。
婚資五百円千円三千円の基準となる結婚調度 三越婚礼調度部 311315頁［抜粋］
一，夜具類及風呂敷
▲三千円の部
銘仙夜具布団（瓦斯裏） 一組 七〇，
円
〇〇
▲一千円の部
表銘仙 裏秩父 一組 一〇〇，
［円］
〇〇
模様銘仙 五枚 二〇，
［円］
〇〇
▲五百円の部
新銘仙表 一組 五〇，
［円］
〇〇
新銘仙 五枚 一〇，
［円］
〇〇
地方色を見せた結婚支度 317321頁［抜粋］
福岡地方の支度二種 福岡市 岩田屋呉服店
一，夜具類
▲五百円の部
新銘仙 一組 二五，
［円］
〇〇
新銘仙 一枚 九，
［円］
〇〇
北海道方面の支度二種 札幌市 今井呉服店
一，略服及附属品
▲一千円の部
銘仙袷長着と羽織 一 三三，
［円］
〇〇
銘仙金巾裏夜具 二組 六八，
［円］
〇〇
銘仙座蒲団 五枚分 七，
［円］
五〇
愛読者の誌上結婚座談会 338353頁
婚資と結婚支度
（前略）
島田千代子（東京府）（前略）さて九十六円の衣裳ですが，姉は一世一代の結婚だから，せめて江戸褄模様位は
作るようにと申したのですが，無産者の家庭に，紋服は全然不必要なのですから，結婚式一日のために作るのは，
無駄と考へましたので，作るのを止めました。お召や錦紗なら，私共にも着られますので，平常身分相当に作つ
てあつたので間に合せました。この九十六円で買ひましたのは，錦紗の上着と下着，銘仙の羽織，銘仙の単衣，
モスリンの袷，モスリンの帯，博多と羽二重の腹合帯，緋紋羽二重の長襦袢とでした。（後略）
滝（横浜市） 私は着物道楽で，着物は沢山持つてゐましたから，結婚のために作る必要は，式服以外にはあり
ませんでした。式服は総模様の振袖で，勿論色直しも振袖でした。父の生活からいへば，少しも贅沢ではなかつ
たのですが，当時の夫の生活からいふと，少し派手過ぎました。道具類は総桐笥二棹，大トランク，大行李各
一個，三尺の総桑鏡台，郡内の夜具四枚一組，銘仙の夜具四枚一組，銘仙座布団十枚，絽の夏座布団五枚，友禅
縮緬室座布団二枚，用笥，手文庫，机，針箱，裁板，化粧台，下駄箱，盥，その他で七荷でした。これで新家
庭に不必要であつたのは，郡内の夜具だけで，あとはみんな役に立ちました。（後略）
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呉服常識 緊縮時代には銘仙を着ませう 三越呉服仕入係長 岩崎真吉 本誌流行記者 瑠璃子 360
365頁
銘仙の産地は？
記者 緊縮時代だといつた処で，全然着物を買はない訳には参りません。まあ三枚買つた処を二枚又は一枚に，
体裁本位の品を買つたのを実質本位の品にするといふ位でいいと思ひます。何時でも各階級を通じて一番重
宝がられてゐる絹織物はといへば，それは銘仙ですけれど，緊縮時代，緊縮生活といふ声が高くなればなる
程，洗濯が出来て保ちのいゝ銘仙は，今までより以上に，重宝がられることゝ思ひます。緊縮時代には，お
召や錦紗の代りに銘仙で我慢しませうと申したいのです。そこで今日は銘仙に関する色々のお話を，お伺ひ
致したいのですが……
岩崎 こちらからお伺ひ致したい程，何でもご存じぢやありませんか。
記者 私は可なり皆様に教へて頂いたので，少しは知つてもゐますが，一般の購買者の方々の参考になるような
お話を，改めて聞かせて頂きたいのです。
岩崎 ……ではあなたが一般の購買者のつもりで質問して見て下さい。
記者 現在，有名な銘仙の産地は何処と何処でせう。
岩崎 伊勢崎，秩父，八王子，足利，桐生，飯能，十日町，村山などですね。
記者 産地としては，秩父が一番古い歴史を持つてゐますね。昔は銘仙のことを秩父縞つて言つた位ですから……
次が伊勢崎でせうが，近年八王子の足利の進出振りに驚いてゐましたのに，また十日町などまで，銘仙へ手
を出し初めたんですか。十日町の銘仙は，どんな銘仙でせう。
岩崎 十日町は明石の産地として，京都の西陣に対抗して，可なり目覚しい発展を致しましたが，この頃はお召
と銘仙の間を行く高級壁銘仙へ手を出しました。十日町の明石の柄が傑出してゐるように，十日町の銘仙に
も傑作が多いようです。将来は益々銘仙界へ乗り出すでせう。
記者 十日町などの特殊品は別として，一般的の銘仙は何処のが一番いゝでせう。
岩崎 各産地により，又それ  の織元によつて，多少の違いはありますが，この頃では伊勢崎，八王子，足利，
秩父共に優秀品と来ては，何れも同様で，何れを一，何れを二とは言へませんね。唯，或る産地の高級品と，
他産地の普通品とを比べてこそ，等差もありますが，一流品は殆ど差などありません。九月十日から十九日
まで伊勢崎，秩父，八王子，足利四産地の新柄銘仙陳列会を開きますから，比べてご覧になると分りますが……
厳密に言へば，それ  の特徴はありますけれど……そこまで素人の方は問題になさいませんよ，素人の方
は，先づ第一が柄，第二が値段（私達は第二に品質といひたいのですが），第三が品質といふ順序で，殊に
若い方は柄本位ですね。
記者 今年の五月号に五大産地の優秀品を紹介いたしましたね，あの時の秩父の銘仙には，中々いゝものがあり
ましたが，一時随分秩父の振はなかつた時代がありますね。
岩崎 それは，秩父が昔ながらの玉経玉緯 経緯共に玉糸を使ふのが秩父銘仙の特徴で，現在の伊勢崎などの
ように，経に絹糸紡績を用ひずに を固守してゐたゝめに，柄が鮮明に行かなかつたのと，図案が振はな
かつたのです。その以前は，地厚の秩父銘仙は冬物で，伊勢崎銘仙は，単に夏物に限つたものでしたが，伊
勢崎の目覚しい進出，殊にその頃全然秩父の手を出さなかつた模様銘仙に力を入れ出し，一時は模様銘仙と
いへば，伊勢崎独特の品とさへ思はせてゐましたが，この伊勢崎に取つての強敵が現はれました。それはあ
なたの処で，大いに力を入れてゐられる八王子銘仙や，足利銘仙です。
文芸銘仙，麗
レ
美
ビ
優
ユー
銘仙
記者 昨年の八王子高級文芸銘仙の進出により，八王子銘仙の存在を初めて知つた方々が少くありませんね。
「八王子で銘仙が出来るんですか，でも模様銘仙の先覚者の伊勢崎銘仙には叶はないでせう」なんて言つて
ゐた人達が，あの文芸銘仙を買つてから，「文芸銘仙は，何といふ綺麗な生地でせう。生地がよくて，柄が
よくて，割合にお安いんですから，これに限りますね。本当にいいものを教へて下さいましたのね……」と
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お喜びになつてゐます。それもその筈ですね。八王子は銘仙の経験は浅くても，高級織物の産地としては，
古い歴史を持つてゐるのですから，この要領を応用すれば，独特の味を持たせることが出来るのですもの。
併し足利も最近素晴しい勢ひで，発展し初めましたね。殊に今度婦女界社で扱ふ麗美優銘仙は，足利銘仙中
の覇王といへませう！？
岩崎 第一麗美優銘仙といふ名は，素晴しいですよ。瑠璃子女史の命名で，而も署名入だとか誰かゞいつてゐま
したが，全部署名なさるんですか。
記者 全部署名したら，腕が泣くでせう。私のつけた柄名とその解説を，私の筆跡で現はし，それを印刷したカ
ードが付くのです。
岩崎 先刻第一に柄で，第二が値段で，第三が品質といひましたが，これからの時代は，この第一の中に，柄名
といふものが加はつて，第一は柄及び柄名といふことにもなりますね。
記者 柄名も中々購買力を左右します。それは近代人は，感情が尖鋭ですし，想像力に富んでゐますから，柄名
によつて美しい幻影を描きますから……先刻銘仙の産地の製品にも，繊細にいへば，それ  特徴があると
仰しやいましたね。それを具体的にお話し下さいませんか。
岩崎 特徴といふより，主力の注ぎ方といひませうか，生産品の種類といひませうか。
△伊勢崎は 模様，縞，絣といふ順で，△足利は 模様に主力を注ぎ，縞，絣（極少），△八王子は 模様，
縞（殊に壁地に多し）絣の順，△秩父は 縞，絣，模様で，夜具，座蒲団の生産が多数。絞り銘仙，捺染銘
仙用の白生地。色無地といふ順です。△桐生は 男物の縞 フワンシーヤーン応用のリング銘仙，但し以
前のリング織程リングの飛び出さぬ生地です。△飯能は 縞，絣，夜具蒲団地を産し，△十日町は 壁の高
級銘仙一点張りで，△村山は 銘仙大島即ち村山大島を一手に作つてゐます。今まで八王子織物組合に入つ
てゐた村山織物組合が今年から独立して，村山大島のために努力してゐます。
記者 夜具や蒲団地及び白生地は，殆んど秩父の独占ですね。これ等の品は，相変らず秩父の玉経，玉緯の地風
尊重ですね。一般の模様や縞，絣には玉経でなしに伊勢崎や，八王子，足利と同じく，経には絹糸紡績を用
ひることになつたのでせうか？
岩崎 玉経，玉緯などといふことを固守してゐると，時代から置き去りになるといふので，絹糸なら糸使ひは何
を用ひてもいゝといふことになつたのです。ですからこの頃の品には，中々気の利いたものが出来るように
なりました。此処で特に一般の方に知つておいて頂きたいことは，絹糸紡績といふと，紡績糸即ちガス糸と
いふ感じをお持ちの方が多いのですが，絹糸紡績は，機械で紡いだといふだけで，純絹糸なのですから，こ
の点を是非一般に分らせて頂きたいと思ひます。
記者 それは何年来か誌上で書いて来ましたから，婦女界の流行記事を通読する方は，可なり分つて居られる筈
です。殊にあなたがそう宣言なさると，一層徹底します。
今年の流行の傾向は？
記者 今のお話のように，例へば足利は模様に特別に力を入れると申しますが，それは所謂模様銘仙のことで，
今年の流行は，模様銘仙といつても，純ほぐし（模様銘仙のことをほぐしといふ）でなしに，ほぐしと，絣と，
縞とを併用したものが流行の中心になりませうね。絣にしても，縞を併用した絣がいゝのでせう。だから縞を
本体にして，絣を配ふか，絣を本体にして縞を配ふかで，絣一式，縞一点張りといふものは，極くかですね。
岩崎 それは勿論です。何にしても昔のように，模様もの，縞，絣と単純なものではありません。巧みに複雑に
この三者を併用したものに，新し味もあり，それが近代人の複雑な気持にぴつたり合ふのです。稀には感じ
のいゝ二色の大名縞なんていふ単純なものもありますが，それを好くのは一部の江戸趣味で，一般には単純
でないものが喜ばれます。複雑でゐて外見の単純に見えるものは別として，本当に単純なものは，近代人向
ではありません。
記者 今度のあなたの方で珍列なさる四産地の新柄をご覧済みでせうが，大体の傾向は何うでせう。やはり今の
併用柄が多いのでせうか。何か春物と一転化といふようなことはありませんか，地色とか，柄の上での峻烈
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な批評を，お聞かせ願へませんか？（中略）
四大産地文壇的展望
記者 私は今週の四産地の製品をみんな見てゐませんから，今三越の陳列品の秋物の出来栄えを比較することは
出来ませんが，四産地に対する私の見方を申して見ませうか。四産地を文壇の作家に譬へて説明して見たい
のです。秩父は曾ては文名を歌はれた老大家 少し時勢からおいてきぼりになりかけてゐた人が，随筆か
何かに筆を染めて，余生を楽しんでゐたんです。それが新進作家に刺戟されて，又一種の創作慾が身内に燃
えて来たとでもいひませうか，自己流の筆法を捨てゝ新進の仲間入りをする 精神的に若返り法をやつた
のです。所がその返り咲きが，中々いゝので，やはり老大家は違つたものだと賞讃されてゐるといふ，これ
が秩父の立場でせう。それから伊勢崎は，定評のある中堅作家で，作品は読みごたへのする力作です。が，
新鮮な気分が少し足りません。油断をすると返り咲きの老大家に押されそうになり，一方には新進作家とい
ふ強敵を扣へた苦しい立場だと思ひます。そこへ行くと八王子と足利は，両三年間に驚くべき傑作を出した
一，二の新人のために，新進作家全体の恐るべき力を圧倒的に示し，老大家や中堅作家を然とさせた形で
す。且つ近代人は空名に左右されない，実力を認める才を持つてゐるといふことを発見して，一層自分達の
新しい力を伸ばそうと努力してゐます。新人は，新しい時代の趣味も，気分も十分に知つて取り入れてゐる
のです。新人の作品には近代的な香気がれてゐます。まあ新人である八王子，足利の人気は，今や絶頂と
いふ処でせうね。これが私の四産地の文壇的展望とでもいひませうか。
岩崎 それは全く面白い見方ですね。あなたの言を真似ると老大家の返り咲が秩父，前と後からつゝかれる中堅
作家が伊勢崎。突如として頭角を出して新人の力を認めさせたのが八王子，無名作家から一躍老大家と同格
になつたのが足利とこういふのですね。
記者 この私の見方にご賛成なさいます？
岩崎 まあ大抵は当つてゐます。唯，大小共絣は，伊勢崎でなければ出来ないものがあります。新人のものは，
時々脱線物もあるといふこと，換言すると，足利銘仙の中にも粗悪なものもあるといふことです。勿論麗
レ
美
ビ
優
ユー
銘仙のような新進の代表作は別ですが，特価銘仙一反五円なんていふ中に，足利の安物がうんとあるんで
すから，これを以て足利品と思はれては大変です。何れにしても最高品，一等品は安心ですが，各産地とも
不上り品といふ出来損ひものもあるのですが，殊に足利はそれが多いのです。といふのは製造家が多いので，
品物にも高下があるのです。即ち定評のない無名作家も中々あるんですよ。
銘仙の糸質と耐久力
記者 今の高級一流品は，経廿二よ
・
み
・
ですか。
岩崎 何れも最上品が廿二よ
・
み
・
，普通品が廿よ
・
み
・
，安物が十八よ
・
み
・
です。
記者 糸も四産地とも同じ品を使ふのですか。
岩崎 多少好き  がありますが，一流品は経の絹糸紡績は一三五号を用ひ，緯には三州の玉糸を使ひます。
記者 絹糸紡績の三銘品といふのは，何のことでせう。
岩崎 一流紡績会社の代表的一等品のことです。
記者 すると一等品の糸で織つたのが一流銘仙ですね。
岩崎 そうです……。一流品は，先づ第一に図案をやかましくいひ，糸を吟味し，織り方整理工程に深い注意を
払ひ，その最上品を成るべく安く売ることを研究してゐるのです。
記者 現在の銘仙は，余り綺麗な色が使つてあるので，強い日光に出会ふと褪けるものがありますね。昔の秩父
銘仙のような定つた色だけですと，日光や水に対して，殆んど生命知らずでしたが……この頃はあまりに図
案が進歩して，銘仙の域を脱しようとさへしてゐるからではないでせうか。余り色彩本位に，友禅式に行こ
うとすると，銘仙本来の特徴を失ひはしないでせうか。品質も昔の物に比して，弱いようですね。
岩崎 そういう点は多少ありますね。殊に冬物の濃い色には，そういふのは少いのですが，春先ものゝ薄い色に
日光に褪けるものが多いようです。洗濯の方は，大抵大丈夫なのですが……それでも湯通しの時に色の出る
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ものなどがあるので，やかましく申してゐますが……。
記者 湯通しといへば，三越では，全部湯通しをして売つていらつしやるようですね。
岩崎 湯通し問題では随分考へましたが，この頃は全部湯通し品を売つてゐます。といふのは，暮れの忙しい頃
になつて，お客様が直ぐにお持ち帰りにはなりたし，さて湯通しはしたしとなると，二日もお預りしてお届
けするとなると，色々の不便がありますので……湯通しをした品を長く店に出しておいて，手で触つてゐる
と，品物が疲れたように見えるので，一寸困ることがあります。つまり糊がついてゐるとピンとしてゐるの
で，何となく新しい感じがしますが，湯通しをして糊抜きをすると，一寸へなへなに見えるのです。併しそ
の侭直ぐ仕立られますし，湯通しをした品は，柔かで着た格好もいゝのです。
記者 大阪などでは，昔は湯通しをしなかつたものですが，湯通しをしないで着たら，ゴハゴハして，それから
袂の丸みなどが早く破れませうね。
岩崎 湯通しをした方が，折り切れがしないでせう。この頃大阪のデパートでは，何処でも湯通し品になりまし
たよ。
記者 大阪はその方が生地のためにいゝといふことになると，それを徹底させるようですね。各デパートが湯通
し済みの品をへておくことなども……
銘仙の上手な洗ひ方
岩崎 処でお宅では，銘銘を何うしてお洗ひになります？ それとも全部洗ひ張りにお出しですか。
記者 母の居りました頃は，全部家で洗ひました。布海苔で洗ふと艶が出るといつて，布海苔汁でばかり洗つて
ゐました。大阪の人ですから，伸子張も上手でしたし……処が母が亡くなつてからは，一時洗ひ張りに出し
たものですが，この頃又宅で致します。
岩崎 あなたがご自分で？
記者 私は一寸その暇がないのですが，家政婦が居りましてね，昨年婦女界社で，正宗式の洗濯の講習を受けて
から，大変な洗濯上手になりまして，大抵家で致します。銘仙を正宗式の水石で洗ひますと，迚も綺麗に
なります。洗ひ張り屋へ出しても，中中よく垢が落ちませんが，家で洗ふと気持よく落ちます。
岩崎 洗ひ方は何うなさるのです。私もこれで中々洗濯を研究してゐるんですよ。
記者 あなたがお洗濯を！
岩崎 まさか家中の品をする訳でもありませんが，三越の研究室では，頻にやりますよ。洗濯も必要ですが，洗
濯に堪へるか否かを見る必要から……処でお宅の方法は？
記者 あの水石で洗ひますには，銘仙を解いて汚れた部分を調べ，一寸白糸で標をつけておき，盥の水に浸し
ておきます。別に大きい洗面器へ水を入れ，水石を適宜に滴して 手でき混ぜて十分に泡立ち，手を
引き上げても，泡が消えぬ程度の濃さにして その中へ水に浸して，軽く絞つた銘仙を入れ，軽く手でつ
かんだり離したりして，石水を浸ませ，洗ひ板の上に載せ，絹ブラシで軽くこすります。それをよく水で
濯いで，蔭干しにします。今年は夜具を全部家で洗濯して，張るのだけ洗ひ張り屋へ頼んだようでした。張
るのは専門家の方が上手ですが，洗ふのは家で洗ふに限ると思ひます。それから東京の洗ひ張り屋さんでは，
アイロン仕上げといつて，張らずに生乾きの時に取り入れ，糊を入れた霧を吹き，アイロンで仕上げる所も
あるそうですが，これが上手にできたら，この方がいゝと思ひます。
岩崎 兎に角余り手で強く揉むのはいけません。絹ブラシで軽く擦るのはいゝでせうね。
記者 家では正宗式の洗濯法を誰にでも宣伝してゐます。
岩崎 あれは割合に高くて，少し不経済ではないでせうか。
記者 厳密には計算してゐませんが，絹物やモスリンなどに水石を用ひますが，水石は少ししか入りません
から，高いようでも一反当りは安いものです。今年なども銘仙の夜具を三人分洗ひましたが，張り代だけで
すから，一円八十銭しか出てゐないのです。洗ひ張り一反五十銭ですから，約五円の処が一円八十銭ですか
ら……洗ひ代が安くついてゐます。夜具に限らず着物でも何でも，銘仙は家で洗ふことにしようつて言つて
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居ります。色々あり難うございました。
婦女界推奨 八王子高級文芸銘仙 大懸賞景品附売出し 366367頁
［昭和3年10月号に同じ］
八王子高級文芸銘仙大懸賞景品附売出し 八王子高級『文芸銘仙』販売呉服店 368369頁［略］
名作から暗示を得た八王子高級文芸銘仙 370頁
別項にご紹介いたしました，八王子高級文芸銘仙をお買ひ求めの方々のために，名称と価格などを列記して見
ました。柄や地色，年齢などは，オフセツト折込口絵の表と裏にご紹介してありますから，ご参照下さい。尚三
六〇頁の『緊縮時代には銘仙を着ませう（呉服常識）』には，銘仙に対するあらゆる知識が出て居りますから，
合せてご覧下さい。
この文芸銘仙は名作からヒントを得て図案したもので，生地といひ，柄といひ，申分のないものです。柄名の
大部分は，その名作の小標題から取り，そのヒロインにあてはめて見たものです。
番号 名称 作品名 価格
1号 超 美 人
シユパービユーチフル
福田正夫氏作「愛の猟人」 十三円八十銭
2号 めぐる新春 菊池寛氏作「明眸禍」 十三円八十銭
3号 空の花嫁  十三円八十銭
4号 花咲く唇 細田民樹氏作「愛人」 十三円五十銭
5号 天使
エンゼル
 十三円五十銭
6号 ローレライ ハイネ詩集「ローレライ」の唄 十三円五十銭
7号 恋愛の国 菊池寛氏作「新珠」 十三円八十銭
8号 美しき 菊池寛氏作「受難華」 十三円五十銭
9号 美しき主題
テ ー マ
 十三円五十銭
10号 愛の擬戦 菊池寛氏作「新珠」 十三円五十銭
11号 ヂユリエツト シエクスピア作「ロミオとジ
（ママ）
ユリエツト」 十三円五十銭
12号 甦生の処女 岡田三郎氏作「聖火」 十三円八十銭
13号 美しき鳶 菊池寛氏作「不壊の白珠」 十三円五十銭
14号 東京行進曲 西條八十氏作歌 中山晋平氏作曲 十三円五十銭
15号 ダンテの夢 加藤武雄氏作「久遠の像」 十三円五十銭
16号 幸福の時計 菊池寛氏作「受難華」 十三円五十銭
17号 椿姫 ヂユマ作「椿姫」 十三円五十銭
18号 朽ちざる命 鶴見祐輔氏作「母」 十三円五十銭
19号 魅せられたる魂 中村武羅夫氏作「地霊」 十三円五十銭
20号 孔雀夫人 中村武羅夫氏作「処女」 十三円五十銭
21号 薔薇の夢 高畠華宵氏抒情詩集より 十三円五十銭
22号 空想の海 イプセン作「海の夫人」 十三円
23号 序 曲
プロローグ
 十三円
24号 恋
ラ
愛
ブ
情景
シ ー ン
 十三円五十銭
25号 光と影  十三円
26号 夢魔 三上於吉氏作「地上の楽園」 十二円五十銭
27号 言葉なき恋 菊池寛氏作「新珠」 十二円五十銭
28号 新しき太陽 菊池寛氏作「明眸禍」 十二円
29号 街頭の麗人 久米正雄氏作「冷火」 十二円五十銭
30号 逸る胸 細田源吉氏作「誰の愛」 十二円
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31号 絵姿 加藤武雄氏作「玉を抛つ」 十二円
32号 円舞曲  十二円
33号 崩るゝ虹 菊池寛氏作「不壊の白珠」 十二円五十銭
34号 ヴオルガの船歌 細田民樹氏作「愛人」 十二円
35号 護りの騎士 菊池寛氏作「真珠夫人」 十二円五十銭
36号 愛すればこそ 菊池寛氏作「慈悲心鳥」 十円八十銭
37号 またゝく星 三宅やす子氏作「奔流」 十円八十銭
38号 秘めたる恋  十一円
39号 海の誓ひ 細田民樹氏作「愛人」 九円八十銭
40号 ハツピーエンド  十一円
婦女界社代理部では，九月廿七日から陳列即売会を催します。代理部へのご注文は定価の外に，書留送料十八
銭，（領土四十五銭）をお添へ下さい。尚満州，朝鮮の加盟店でお求めの方は関税の関係で約一割高になります。
婦女界社代理部の家庭必需品案内 八王子高級文芸銘仙景品付大売出し （広告） 411頁
△別頁に御紹介致しました，八王子高級文芸銘仙は，八王子銘仙中最も優秀な品でございます。其の柄は特に婦
女界で細密に選択しまして，今年の流行を代表する逸品柄ばかりでございます。然も値段は驚く程廉価でその上
に素晴らしい大懸賞景品付きです。諸事緊縮の折柄，廉価で柄が斬新で然かも実用的な此の文芸銘仙は，きつと
皆様方に歓迎される事でありませう。外出着に平常着に今秋は是非この文芸銘仙をお求め下さい。
△定価，種類等詳細の事は三六六頁及び口絵を御覧下さい。
△ご注文の際は必ず番号を御明記願ひます。尚送料は内地十八銭，領土（台樺満鮮）は四十五銭です。（後略）
今秋の流行を代表する麗
レ
美
ビ
優
ユー
銘仙 麗！美！！優！！！（広告）
昭和四年度の流行の粋を集めた逸品 1号より40号まで次号色刷口絵発表 435頁
柄名
1号美の極致 2号新婚の日 3号スヰートホーム 4号幻の華 5号輝ける女性 6号幸の華 7号浮世絵調
8号秋の曲 9号憧れの夢 10号日余韻 11号愛の象徴 12号新 金
ニユーゴールド
線
ライン
13号ジヤズの流れ 14号燃ゆる
心 15号平和の日 16号乙女心 17号美の誘惑 18号新婚挿話 19号モダーン礼讃 20号絵画調 21号パリ
ジヤンヌ 22号銀座行進曲 23号姫百合の香 24号芸術の花園 25号都会麗
レ
美
ビ
優
ユー
26号愛の秘曲 27号ナポ
リの夕べ 28号 久遠の光 29号希望の花 30号弾むこゝろ 31号美の訪れ 32号澄める心境 33号秋日余
情 34号薔薇の精 35号新しき感覚 36号月に誘はれて 37号抒情詩集 38号銀座情調 39号端 40号静
思
▲皆様とお馴染の深い瑠璃子女史命名の柄名をご覧下さい。
▲柄名をご覧になれば，どんな変つた近代的な図案かゞご想像出来ませう。
▲全国百貨店，呉服店では九月中旬から売出して居ります。
▲全く素晴らしいこと！ これが銘仙でせうか，こんないゝ柄は初めてですと，驚嘆と賞讃とを博するに違ひあ
りません。
本号のグラビヤ口絵（卅一頁と卅二頁）及び本文三六〇頁の呉服常識緊縮時代には銘仙を着ませうを是非ご覧
下さい。
大懸賞付昭和調婦女界ゆかた 当選者氏名発表 456457頁
（後略）［三等 新柄銘仙（十円）五十名の当選者番号が発表されている。］
昭和4年 11月11日 東京日日新聞 朝刊 10面
緊縮時代の女王 めいせん
何事にも，緊縮々々の呼び声の高い折から，時代と歩調を同じうするといふ意味で，この秋から冬への呉服も
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のゝ流行は断然銘仙によつてリードされてしまひました。
従来も銘仙は，中流以上の平生着，中流以下の外出着として，その需要範囲の極めてひろく，然かも，地質が
ためによく持ちが好いといふ処に，呉服ものとしての最大の強味があつたのですが，ともすれば色彩や柄行があ
まりに地味に過ぎ，変化に乏しいといふ点があきたらなかつたのです。然し各産地のめざましい努力によつて，
錦紗やお召にも劣らぬやうな柄行や色調のものが出来るやうになつた今日では，その高級品が，立派にお召代用
として外出着に歓迎されてくるのは，当然だと思はれます。
今年の色合は，黒地，茶系統，濃淡戸などの基調色に，赤緑，黄等の従来の銘仙にみられなかつた鮮かな強い
色彩で配色された，華やかな色調のものが多く出てをります。そしてその配色されたその柄の中にある，一つか
二つの主な色彩を，非常に強くきかせてあるといふ点に，新味があるやうです。
柄合は，これらの新しい色調で，友染式の花模様や，大柄な更紗風の模様などを油画調であらはした，極めて
モダンなものと，横段式な絣，のしめ，或は粋な乱立縞，それから市松くづし，或は格子縞といつた，昔ながら
の日本趣味生粋の柄をたくみに近代化して取入れた，新江戸調ともいふべき渋い粋な柄，この柄行の傾向として
は，両極端に立つ様な二つの柄は，いづれも今年の流行として歓迎を受けつゝあります。一はどこまでも華やか
に新しく，一はあくまでも渋く粋に然かもその底に流れる一脈の近代味には共通した所が見のがせないのです。
なほ，従来は，絣柄なども大抵大絣ものが中心として考へられてをりましたが，今年は卅歳位から四十歳位の
中年柄にも，中々好いのがあらはれてゐます。
お値段は昨年と大差なく，一番売行きの好い処で十二三円見当，高級品になれば十五六円にもなります。
産地は，伊勢崎，秩父，足利，八王子等が先づ主な所で，飯能あたりになれば場違ひ品になります。
秩父の製品は玉糸組織で見た所は一寸ゴツイ様ですが持ちが好く，伊勢崎，八王子ものは絹紡を使ひますから，
生地は滑らかで光沢がありますが，地質は余り強くなく，横に壁糸を使つた，いはゆるかべ銘仙は足利の製品で
す。最近柄行の著しい進歩をみせてゐるのは，何といつても伊勢崎でせう。
又しぼり銘仙も，まだ  当分はすたらない見込みで，これは主に名古屋の在で出来る三浦しぼり，然し少し
高級品になればやはり京都製です。お値段は十四五円位，なほ男物は，色合はねずみ，茶系統，柄は格子，べん
けい，きんとうし，子持縞など地風は多少壁向のものが喜ばれ，お値段は十二三円見当，そして一般に，銘仙に
限らず高貴に限らず，しぼの立つたものが流行です。
昭和5年 9月 婦女界
初秋の流行だより秋から冬への流行色，婦人子供服の生地銘仙と夜具地，特売部のぞき，表紙の
銘仙 瑠璃子 284288頁
（前略）
銘仙の夜具地の買時
今は，どちらのお宅でも，蒲団のお手入時でせう。この頃位銘仙の夜具地のお安い時はないと思います。全く
銘仙を買ふなら，今に限るさうです。
春の持越品でなく，秋の新製品として出来た，気の利いた夜具地の正絹銘仙が，三越には疋七円五十銭からあ
ります。写真の1（朱地に茶の濃淡の格子縞）は疋七円五十銭，2（少しびた朱地とグリーン地）は十円八十
銭ですが，実に柄がよくて安いので驚かされました。安い訳です。昨年の秋に比しては四割安だと申しますもの……
銘仙の夜具地を買ふなら，全く今で，又秋になると，少し値が持ち治るさうです。
この夜具類に限らず，特売品は凡てが四割から五割安になつてゐます。六月頃の陳列会に出てゐた，最も尖端
的な片側帯少し変り過ぎてゐて万人向がしませんがの絽や絽縮緬（十三四円から十五円位の品）が，六円八
円になつて，特売品の中に現はれてゐました。（後略）
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昭和5年 10月 主婦之友
四大産地の流行銘仙 58頁
（銘仙の粋に結城お召の味を加へた秩父銘仙）
銘仙四大産地新秋の流行は，実に目ざましいものであります。ことに地風の進歩は昨年にくらべて恐ろしいほど
の進み方です。服飾界の一切を，為にいゝ銘仙で独占しようとする意気込みがうかゞへます。これまでの平織銘
仙を見た目で今年の銘仙を見ますと，これが銘仙かとお驚きになりませう。
写真右［（8）銀河］は秩父のお召銘仙で，地質手ざはり共に着心地のよい，結城お召といふ感じです。しかも地
合ひが軟かなため，しんなりとしてをります。〔モデルは帝キネ新進の香椎園子さん〕。左［（28）明眸］も同様銘
仙の吉野お召で，立派な高級品です。秩父では，さらに近年堅実な新地風の開拓につとめてをります。〔モデル
は水谷八重子さん〕。
（新組織を取り入れた足利のポーラ銘仙）
足利は京都とともに，織物の二大産地なのであります。恐らくどんなものでも足利で織らないものはないと言つ
ていゝ位，各種の設備がとゝのつてをります。それだけに今秋の新地風も，洋服地として流行を極めてゐるポー
ラの新組織織で銘仙が織出されたので，その出来ばえは，優美ななかにモダン味のある素晴らしいものです。
写真の右の羽織［（2）愛の花］はポーラ銘仙の令嬢柄です。［同，着物（6）まがき］〔モデルは及川道子さん〕。左
［（27）深山の鏡］は同様地織の横糸にリングを用ひて縞を出した，モダン銘仙であります。〔モデルは筑波雪子さ
ん〕。一たい銘仙といへば縞か絣に限られてゐましたが，この足利によつて数年前に模様銘仙を織る，ほぐし織
の技術が完成されたのであります。
（意匠と柄の新しいので銘仙を代表する伊勢崎）
意匠の新らしいのと，品質第一主義をモツトーとして，近年銘仙界を代表してゐるのは何といつても伊勢崎です。
ことにほぐし織に絣の技術を併用して，一層鮮やかな模様銘仙を完成したのは伊勢崎の手柄であります。伊勢崎
今秋の新地風は地織に山繭を入れて味を出してゐることで，縞もの絣ものにことに成功してをります。
写真の右は，併用銘仙の代表柄『こま』［（4）こま］，この鮮やかな色合ひは伊勢崎に於てはじめて織出される独
技なのであります。〔モデルは入江たか子さん〕。左の羽織［（3）羽衣］も併用絣の鮮やかなもの，着物［（24）お
ぼろ絣］は横に山繭を入れた〆切絣。〔モデルは筑波雪子さん〕。こんな交ぜ物一本もない，一時廿円以上もした
高級銘仙が今年は七円台から最高級品で十二三円。
（西陣に劣らぬ八王子銘仙の錦紗お召）
八王子は，男物の産地として，随分高級なものが織られてをります。銘仙を織出したのは，こゝ数年前よりでは
ありますが，実に見事なものが出てをります。写真は壁お召の絣銘仙［（16）昭和絣］で，大手ななかに優し味の
ある，かうした絣ものは，ことに八王子の得意とするところです。〔モデルは入江たか子さん〕。
写真は同様錦紗お召［（7）雲井］であります。これなら恐らく西陣にも匹敵できるかと思はれるほど，立派な出
来ばえです。その上，銘仙のお召は少しくらゐの雨に当つても醜く縮み上るやうなことは絶対にありません。
〔モデルは及川道子さん〕。なほ八王子の最も特色とする渋い好みの男物も，主婦之友本銘仙として発表してあり
ます。
伊勢崎秩父足利八王子四大産地の逸品をすぐり抜いた 主婦之友本銘仙の大売出 新秋
第一の権威あるこの催しは全国二百四十余店に於て発表 375377頁
昭和五年新秋発表の主婦之友本銘仙五十柄は，伊勢崎，足利，秩父，八王子の四大産地から，それ  自慢の
できる逸品，これなら各産地を代表し得るといふ自信ある選手銘仙，二百点のうちより選出された，銘仙中の銘
仙五十点なのであります。集つた二百点の選手銘仙は，七月十一日主婦之友社に陳列され，『主婦之友』よりお
願ひいたした各階級の名流婦人方によつて，審査選抜された，銘仙中の名誉ある銘仙なのであります。かくして
地質，組織，柄ゆき，と三拍子も四拍子もつた銘仙が，全く採算を無視した底値を以て提供されたのであります。
写真［引用略］は審査会当日の模様であります。御列席順に主婦之友本銘仙に寄せられたお言葉をお伝へいた
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します。色刷口絵主婦之友本銘仙見本と対照して，御覧ください。
大妻技芸学校長 大妻コタカ氏 さすがにいゝ柄がひました。柄ゆきでは，伊勢崎が一番上品で，日本向きな
ところが気に入りました。（4）こま（9）模様市松なぞ，その代表的なもの。
山本前農相夫人 山本よね子氏 宅なぞは，たいていの場合を銘仙で通すやうにしてゐます。それだけにいゝ柄
が見当らないので，柄見立てに骨が折れましたが，『主婦之友』でこんなにいゝ柄ばかりを沢山に作つてい
たゞきましたのは，大変に結構なことです。今日は娘と孫にも見せたいと連れてきました。（5）モダン縞
（41）炉辺を，まづ家のものに着せたい。（45）藪柑子を私がもう少し若ければ着たい。
広橋伯爵夫人 広橋規子氏 お召風の銘仙はことによくできました。（12）街の灯の紫の色がいゝと思ひます。
私の着たいのは（24）おぼろ絣です。
秩父組合長 銘仙の壁お召は，ちよつとくらゐの雨に濡れても，普通のお召のやうに，醜く縮み上るやうなこと
は絶対にありません。
樫田院長夫人 樫田千恵子氏 地合からいふと汚れのしない点で秩父が一番いゝ。八王子では（50）めうと縞の
やうな男物が，上品でよろしい。かうした地は，しかしシミがつき易くありませんか。
八王子組合長 油ぬきがしてありますからシミは大丈夫です。
日本舞踊家 藤間静枝氏 足利には，なか  モダンな凝つたものが多い。私の趣味に一番合つてゐるやうです。
三島章道子爵夫人 三島能子夫人 主婦之友本銘仙を拝見して，銘仙の進歩に驚きました。柄の点価の点地風の
点からの推奨したい。銘仙万能の時代が来たと思ひます。
理容館主 藤波津子氏 さすがに，平凡な柄は一枚もありません。ことに秩父のやうな地合なら，もうお召を
買ふ必要はありません。これまで，銘仙は着にくいものとされてゐたが，主婦之友本銘仙のやうな地合なら，
その心配は少しもありません。
女優 栗島すみ子氏 みなそれ  に変つた趣があります。私の好きな柄は（19）縞あられ（30）だんだら菊
（41）炉辺（40）みぢん絣（40）街の灯（37）彩雲。
女優 水谷八重子氏 私は派手な柄より温順しい柄が好きです。しつとりと落着いた，色合や，模様のみを選び
ます。（11）乙女心（30）だんだら菊（3）羽衣（4）とま（8）銀河（10）白つばき。
日本舞踊家 花柳壽美子［氏］ 今までにない柄ばかりで，結構です。
鏑木清方画伯夫人 鏑木照子氏 伊勢崎の（13）秋晴れ（4）こま（41）炉辺，足利では（27）深山の錦，秩父
では（43）しのゝめ（12）街の灯（8）銀河（45）藪柑子，それ  産地の代表柄でせう。八王子では，男
物の（50）めうと縞（49）縞リングなぞ，特色の出たよい柄です。
松田拓相夫人 松田久子氏 皆さんの努力なさつた作品に接することは，何よりも快い。（8）銀河（5）モダン
縞なぞ可愛らしい。中年ものでは（38）縞ちゝぶなぞ。
マリールゥヰズ化粧院 千葉益子氏 銘仙は，模様ものでも，あまりに複雑しない単純で，すつきりとしたもの
がよい。（19）縞あられ（14）かきつばた（28）明眸なぞを取ります。
田中良画伯夫人 田中文子氏 銘仙の地のかたい，硬ばつたものは，折切れがします。主婦之友銘仙は，一たい
に柔らかですから，その点地肌のものが理想的です。柄では（1）蘭の香（50）めうと縞。
津軽伯爵母堂 津軽照子氏 柄では伊勢崎が一等すぐれてゐます。お嬢さんもので（1）蘭の香（8）銀河，四十
くらゐの奥様向きでは意気にはなるが（43）しのゝめなぞ。
吉井勇伯爵夫人 吉井徳子氏 十四五歳の方が，袖を長くして着るのに（4）とま（1）蘭の香を，縞では，（23）
明眸（21）ダイヤ。これは廿歳くらゐの方に。
女優 森 律子氏 手に取つて見ても，遠目に見てもよい柄が多い。どれも銘仙といふよりも，もつと高級な壁
お召とか，結城とか，錦紗とかを見るやうです。
花柳章太郎氏夫人 青山かつ子氏 私の趣味から申しますと，秩父のものが好き。（37）彩雲なぞ，銘仙に見え
ぬ，お召です。
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歌人 今井邦子氏 （17）コーラス（3）羽衣をモダンな方に（28）明眸を若い婦人に（45） 藪柑子を中年の方
に。
マリールゥヰズ化粧院主 マリールゥヰズ氏 （4）こま可愛らしい柄。（16）昭和絣日本の方にいゝ柄。（8）
銀河（37）彩雲（5）モダン縞（2）愛の花も好き。
三越美容室主 小口みち子氏 （20）神無月は羽織柄（27）深山の錦は色どりがよい。（36）べにづたは冬から
春にかけていゝ。
白木屋美粧部主 早見君子氏 秩父の主婦之友本銘仙の出来栄を，先づ第一に，褒めたいと思ひます。伊勢崎で
は（34）明暗（42）潮路なぞ落着きのある点で好きです。
歌人 茅野 雅子氏 伊勢崎は柄好みが上手。足利には新しい味が多分に含まれ，八王子は若い人に向きます。
小説家 吉屋信子氏 若いお嬢様など，一枚の錦紗を何枚も着るより，銘仙の変はつた柄を，すきつとお着せし
たい。それには主婦之友本銘仙は，銘仙といへないほど，すべての点で進歩してゐる。
市川左團次婦人 高橋冨美子氏 こんな好い柄ばかりよくひましたね。（35）変り格子は宅の松莚に舞台で着
せたい。
大佛次郎氏婦人 野尻酉子氏 良い銘仙を，沢山に見せていたゞきまして有り難うございました。
［本号377頁に続き，2頁にわたって（378379頁），「主婦之友本銘仙特約店発表」として神田駿河台主婦之友社売店以下，台
湾，朝鮮，満州，支那を含む全国の特約呉服店やデパート243箇所が紹介されている。］
昭和5年 10月 婦女界
口絵 秋なかば
秋晴れのある日，久しぶりに会つた，お友達同志
（ママ）
が，楽しさうに語つてゐられるポーズです。
お二人の着物は三越で新調したばかりの美富士銘仙今秋の新製品で，生地をお召と殆んど違はぬやうに加工
した，変り生地銘仙です。これは凡ての点に於て近代女性の要求にぴつたり合つた大衆的の新製品ですから，今
秋の流行界に於て圧倒的讃美を受ける事でありませう。
写真向つて右の方の着物は，黒地に朱，白茶，薄納戸から成る大きな縦縞を絣風に出し，白でやれ七宝を地紋
風に配した最新柄，廿才前後の令嬢向です（十一円五十銭）。帯は道長茶（白茶）と絵巻緑（緑）の市松地に
朱で檜扇（中に白，緑で古代模様入り）を出した上品な羽二重片側帯です（七円五十銭）。
左の方の着物は，落ちついた紫地に，黄の線描きの菊と横線を配した，華やかな令嬢向の柄（十円）。帯は羽
二重で，緑地に，白茶，朱，古代紫，黒等で紅葉の葉を出した，新調子の柄です（七円五十銭）。詳細は本文流
行記事をご参照下さい。写真左は実業家手塚千代吉氏令嬢いと子様，右はお友達の中村久子様です。結髪，着
附は渋谷美容学院の奥野増枝女史です。
［口絵写真 略］
口絵［色刷折込口絵］ 一九三〇年式伊勢崎高級文芸銘仙の新柄（その一）
5号「クレオパトラ」は緑地に，孔雀の羽根を出した，若き女性にふさはしい柄。廿才前後から廿二三才向。
（九円八十銭） 及川道子様 ［モデル写真 略（以下同様）］
38号「一九三〇年」は，茶と黒の市松地に，横段調に模様と線を入れた柄で，渋さを好む近代女性好み廿四五
才から七八才向。（十円五十銭） 坂部栄様
15号「超 人
エクスパート
」は，地変り生地で，柄も断然シイクです。廿才前後から廿二三才向。（十二円五十銭） 水谷
八重子様
4号「秋日余麗」は，模様と色の調子が実にモダンで，秋らしさを思はせる柄。廿才から廿四才位向。（九円七
十銭） 紀子様
51号「ウルトラシイク」は，お召風のセーミ織で，絣と縞を併用した，一九三〇年式の超越柄。廿八九才から，
卅四五才向。（十円） 太田菊子様
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文芸一反毎に左掲の美しい栞が付いてゐます。 ［栞写真 略］
1号「芸術の花」は，大きな横段に花を出した，思ひきつた柄で，十四五才から十七八才向。（十四円八十銭）
松竹楽劇部の小野小夜子様
52号「楚麗」は，セーミ織といふ，銘仙に特殊の加工してお召その侭の持味を出した新生地で，柄も純お召に
見る珍柄です。三十七八才から四十三四才向。（十円） 太田菊子様
6号「流 行 横 顔
フ ア ツ シ ヨ ン プ ロ プ イ ー ル
」は，柄の調子も色の調子も一九三〇年式，最新柄です。廿才前後の令嬢向。セーミ織
です。（十円八十銭） 及川道子様
婦女界社代理部及び婦女界の特約ある各地著名呉服店にあり。満鮮の店でお求めの方は関税の関係で約一割高と
なります。婦女界社代理部へのご註文は定価の外に書留送料十八銭お添へ下さい。
37号「躍る彼女」は，廿才前後から廿二三才向で，シイクな地変り銘仙です。（十二円五十銭）
13号「幸福の陶酔」は，大胆な染分け地の新柄で，廿才前後の令嬢向。（十一円八十銭）
46号「繊 細
デリカシイ
」は，横段調の渋味と新味のある新柄で，卅二三才から三十七八才向。（九円）
12号「麗陽」は，黒地にうろこと柿を出した華やかな柄。廿才前後向。（十円五十銭）
40号「鮮明」は，近代趣味のれた縞柄。廿才から廿四五才向。（七円八十銭）
3号「花言葉」は，今秋の流行色である斉［斎］宮朱地にバラの花を浮きたゝせた，可愛らしいお子様向の柄。
（十円）
43号「レビユー時代」は，生地はお召風のセーミ織で，新調子の凝つた絣を飛ばせた新柄。廿四五才から廿八
九才向。（十三円二十銭）
11号「恋愛秘史」は，緑地に紅葉した美しい葉を飛ばせた，近代女性好みの柄。廿才前後から廿三四才向。
（九円八十銭）
詳細は本文三〇四頁ご参照。
［写真八葉 略］
口絵 一九三〇年式伊勢崎高級文芸銘仙の新柄（その二）
23号「ロダンの名花」は，黒地に，茶，オレンヂ，緑等の配色のモダンな柄。廿才前後向。（十円八十銭）
41号「閑寂」は，極くんだ古代紫の濃淡で横縞を出した地に，薄い古代紫で，模様を出した，淡い調子の柄。
廿七八才から卅二三才向。（十円）
10号「三重奏」は，黒地に，朱の濃淡，薄茶で，矢絣と模様を出し，銀糸の横線入の，三重奏式の新柄。廿
才から廿二三才向。（十円三十銭）
36号「女性進出」は，黒地に，納戸，茶の濃淡，黄等の線で図案を出した，変り柄。廿三四才から廿七八才向。
（十一円六十銭）
28号「序 曲
プロローグ
」は，納戸地に，茶，白茶の配色の，上品な新柄。廿才から廿四五才向。（八円八十銭）
39号「芳香」は，茶地に，薄鼠と，白茶の菊を配した新柄。廿三四才から廿七八才向。（八円五十銭）
30号「尖端を行く」は，黒地に朱と，白茶の市松になつた矢絣を出し，黄の横線を配した，渋さを好む近代
調の柄。廿二三才から廿七八才向。（八円五十銭）
32号「夜の唄」は，緑地に，茶，白茶の縞を出し，蔦を出した柄で，廿才前後向。（九円八十銭）
8号「薫風」は，黒地に，古代紫の絣と，乱れ菊を出した，上品な柄。廿才前後向。（十円八十銭）セーミ織
2号「幸福の木の実」は，古代紫地に，黒，朱，緑等で模様を出した新柄で，廿才前後のおとなし向。（九円
八十銭）
7号「黎明女性」は，黒地に絣調子の模様を出した，さつぱりした柄。十五六才から廿才前後向。（十円八十銭）
27号「燃ゆる眸」は，黒地に，納戸，赤茶，薄茶の線で色紙形を出し，蔦を蔭風に出した新柄。廿才から廿四
五才向。（十円七十銭）
26号「風の交響楽
シンホニー
」は，赤味がかつた茶地に，蔦の葉を出し，銀線を配した，秋らしい感じの柄。廿才前後か
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ら廿二三才向。（九円八十銭）
19号「愛の征服」は，緑の勝つた鉄色地に，白茶，朱の絣を出したもの。廿才から廿三四才向。（十円）
20号「ナンセンスの花」は，紫と，薄オレンヂ色の配色の新柄。廿才前後向。（十円三十銭）
35号「夢の華」は，赤味の少ない紫地に，その濃淡で橫縞を見せ，濃い鳩羽の模様を飛ばせた新柄。廿四五才
から卅才位向。（十円）
24号「深山の秋」は，黒地に，納戸，緑で図案を出し木の葉を浮立たせた，おとなし向。廿才から廿四五才
向。（九円七十銭）
9号「サロンの麗人」は，落ちついた緑地に，白茶，竜胆色，薄いローズ等で模様を出した，近代調子の新
柄。廿才から廿三四才向。（十円五十銭）
48号「かゞやき」は，地変り銘仙で，焦茶地に薄鳩羽で縦縞風の模様。三十七八才から，四十三四才向。（十二
円八十銭）
21号「理想郷の花」は，くすんだ緑地に，臙脂，ローズの模様。廿才から廿三四才向。（十円五十銭）
34号「尖鋭」は，セーミ織，黒と鳩羽色の配色で，純お召調子の新柄です。廿才から廿五六才向。（十円）
16号「愛のプリズム」は，黒地に，紫の格子を出し，朱，白茶，白，黄等で大きな花模様を出した大柄。十八
九才向。（十四円八十銭）
33号「余韻」は，黒地に，茶と，黄色の絵画調の菊を出した新柄。廿一二才から廿四五才向。（九円八十銭）
31号「銀座のマドンナ」は，地変り生地で，黒地に，洗朱等の濃淡の明快な横段を出し，横線を配した新柄。
廿才前後から廿二三才向。（十二円八十銭）
29号「聖 愛
プラトニツクラブ
」は，藤紫と黒の市松地に，オレンヂの濃淡のバラを飛ばせた新柄。廿才から廿四五才向。（九
円八十銭）
50号「平和
ピ ー ス
」は，濃い茶地に，茶，納戸の横線を入れ，納戸の縦を見せた，四五才以上の老婦人向。セーミ織
です。（九円五十銭）
22号「懐古調」は，黒地に，古代紫の濃淡で横段を出し，緑の模様を配し，横線を入れた調子のいゝ柄。廿才
から廿六七才向。（十円八十銭）
14号「秋彩」は，黒地に，茶，納戸，朱等で，蔦を横段調に出し，白の線の格子を配した新柄。（九円七十銭）
18号「夢想曲」は，セーミ織で，黒地に，白茶，納戸，赤茶のリズム
（ママ）
カルな線で矢絣を出し，クリームと白で，
清らかなバラを飛ばせた珍柄。廿一二才から廿五六才向。（十円八十銭）
45号「直線美」は，くすんだ茶地に，茶，白茶，緑で縦横線を出した柄で，卅才前後から卅四五才向。（八円）
44号「思索」は，地変り銘仙で，濃い茶地に，白茶の縦線に，鼠の細かい横線を配した，中年柄です。（十一円
六十銭）
47号「聡 明
エンライト
」は，黒地と茶の配色で，市松くづしを出した新柄。卅才前後から卅五六才向。（九円）
17号「誰
た
ケ袖
そで
」は，濃い緑地に，白茶で乱菊を出し，茶の濃淡で雲形を出し，白茶の横線を配した上品な柄。
廿才前後向。（十円八十銭）
25号「シイ
（ママ）
ク百 ％
パーセント
」は，地変り銘仙で，黒地に，赤い薄茶の濃淡の，シイ
（ママ）
クな柄。廿才から廿三四才向。（十
二円八十銭）
［写真三十四葉，略］
賑ひ出した秋の流行界だより銘仙界の大革命美富士銘仙セーミ織伊勢崎高級文芸銘仙柳選会
の振袖式服，訪問服近代相の絵羽羽織 瑠璃子 304309頁
銘仙界の大革命！
不景気の影響を受けて，沈滞気分であつた服飾界は，秋物に入つてから，急に元気を回復したかの感がありま
す。殊に「安くて良い物を作れば，どんな時代にでも必ず売れる」といふ自信の下に，新製品が簇出して来るか
の有様です。
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その中でも，特筆すべきは，銘仙界に一大改革の起つたことです。銘仙は，いつも申しますやうに，各階級に
最も広く用ひられるものだけに，各産地とも非常に努力して研究してゐますが，今度伊勢崎では，特殊の加工を
生地に施して，か一円余の加工代で，お召その侭の変り生地を織ることに成功しました。以前から壁織地とい
つて，新お召式の銘仙はありましたが，これとは全然趣きを異にした新製品です。このお召式生地のし
・
ぼ
・
は，お
召のやうに濡れても縮まず，洗つてさへも縮んだり，伸びたりする心配はないのです。
この頃は，凡てら
・
し
・
く
・
ないものが流行の尖端で，銘仙らしくない銘仙，お召らしくないお召といふ風に，その
ら
・
し
・
く
・
ないもの，その物の実際の価値より以上に見えるものが，非常に喜ばれる傾向が著しいのですから，この
銘仙ら
・
し
・
く
・
ない銘仙の出現は，近代人を，どんなに喜ばせるか知れません。伊勢崎ではこれをセーミ織と呼んで
ゐます。三越では特に美富士銘仙といつてゐますが，これは同質のものです。
三色版色刷口絵「秋なかば」は，三越の美富士銘仙の最新柄です。この二柄などは，如何に近づいて見ても，
全くお召その侭です。これで，一反十円五十銭なのですから，全く大衆的お召ともいふべき逸品です。
又この「秋なかば」の帯は，友禅羽二重の片側帯ですが，とても柄が傑出してゐます。上等羽二重に刺入で，
七円五十銭です。春頃に比して，約四割安です。かうした上等羽二重が，七円五十銭で買へるとしたら，レイヨ
ン友禅を買ふのは，寧ろ損です。
「秋なかば」の服装は凡て三越の特製品ですから，ご希望の方は，三越通信販売部へ，書留送料十八銭を添へて
お申込み下さい。
伊勢崎高級文芸銘仙
色刷折込み口絵には，一九三〇年式の伊勢崎高級文芸銘仙の斬新柄を，五十柄ご紹介してありますから，是非
 ご覧下さい。
この五十柄は，高級文芸銘仙として，特に糸質を選び，図案，染色凡てに特殊の苦心を払つたもので，今秋の
流行界を指導
リ ー ド
するシイ
（ママ）
ク百パーセントの逸品ひです。この中，
6号流 行 横 顔
フアツシヨンプロフイール
8号薫風 18号夢想曲 34号尖鋭 43号レビユー時代 50号平和
ピ ー ス
51号ウルトラシ
イ
（ママ）
ク 52号楚麗
の八柄は，前述の特殊加工の変り生地セーミ織で，どう見ても真物
ほんもの
のお召その侭の感じです。単に生地がお召風
だといふのみではなく，柄も配色も，凡てがお召式に織れてゐます。
このセーミ織の外にも，変り生地があつて，この方は，大島風の味が出してあります。
15号超 人
エクスパート
25号シイ
（ママ）
ク百 ％
パーセント
31号銀座のマドンナ 37号躍る彼女
は，何れも黒地に，朱，茶などの地変り織で，シイ
（ママ）
クな絣を織り出した伊勢崎独特の珍
ちん
絣
がすり
です。婦女界社代理
部及び婦女界社と特約のある全国著明呉服店には，15号（水谷八重子嬢）がポスターになつて出てゐますし，
五十柄全部つてゐますから，お近くの呉服店で，是非地質を親しくご覧下さい。屹度皆様は，「こんなにいゝ
ものが，何うして，こんなに安く出来るのでせう。私もこれだけは，何でも買ひませう」と仰しやるに違ひない
と思ひます。
この変り生地以外の品，
1号芸術の花 2号幸福の木の実 3号花言葉 4号秋日余麗
しうじつよれい
5号クレオパトラ 7号黎明女性 9号サロン
の麗人 10号三重奏 11号恋愛秘史 12号麗
れい
陽
やう
13号幸福の陶酔 14号秋彩
しうさい
16号愛のプリズム 17号誰
た
ケ袖
そで
19号愛の征服 20号ナンセンスの花 21号理想郷
ユートピア
の花 22号懐古調 23号ロダンの名花 24号深山
み やま
の秋 26号風の交響楽
シンホニー
27号燃ゆる眸
ひとみ
28号序 曲
プロローグ
29号聖 愛
プラツトニツクラブ
30号尖端を行
ゆ
く 32号夜の唄 33号
余韻 35号 夢
ドリーム
の華 36号女性進出 38号一九三〇年 39号芳香 40号鮮 明
クレーヤー
41号閑寂 44号思索 45
号直線美 46号繊 細
デリカシイ
47号聡 明
エンライト
48号かゞやき（八端風変生地）
は，在来の銘仙と同じ生地ですが，糸質，染織図案は，一般品とは断然違ひ，文芸銘仙としての特選品です。も
と  伊勢崎は，模様銘仙の元祖であつて，その上に，伊勢崎独特の絣の持味に到つては，絶対に他産地の追随
を許さぬ特徴があります。あらゆる特徴を巧みに生かした，伊勢崎高級文芸銘仙は，今秋銘仙界の女王であるこ
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とは，実物をご覧になれば，直ぐご諒解が出来ると思ひます。
又，今秋の銘仙に就ての流行を申しますとご覧の通り，黒地のものが中々多く，その他も一般に落付きのある，
渋味を含んだものが喜ばれてゐます。柄の傾向は，単純な縞物や，単純な模様のみのものは少く，何れも，絣と
縞を併用したもの，細線を集合させて，又は地変りで大柄風の絣を見せたもの，或は模様で絣調を出したもの，
市松を取り入れたものが，最尖端の流行柄です。
以上の五十柄は，婦女界社代理部及び，婦女界社と特約ある全国著明呉服店にあります。婦女界社代理部へご
注文の方は，柄名と番号とをハツキリお書きの上，定価の外に書留送料十八銭を添へてお申込み下さい。（後略）
洗ひ張りの上手な仕方 348350頁
大妻高等女学校長 大妻コタカ
世は不景気，緊縮の叫ばれてゐる時ですから，衣類も出来るだけ，繰廻しして用ひ，笥の中に，着ないもの
を徒らに蔵ひ込んでおくことのないやうに注意します。その一つとして，洗張りをよくすることも必要です。
（中略）
地質によつて違ふ洗ひ方
（中略）
▲絹物，毛 織
けおりもの
の場合 銘仙，お召，羽二重等の絹物一切及びモスリン，セル等は，極く手早く洗ふことの出来
る人は，絹物の洗濯液とか，粉石を用ひて洗ふのもよいのですが，洗濯中に度々他の用事のため立たなければ
ならない様な人，又慣れぬ人は，ふ
・
の
・
り
・
で洗ふのが一番安全でよいのです。（後略）
婦女界社代理部の家庭必需品御案内 395頁
今秋の尖端的新流行品 伊勢崎特製高級『文芸銘仙』売出し
毎年秋の服飾界にセンセーシヨンを起す大評判の文芸銘仙は今年も新柄五十種を本誌十月号に発表しましたの
で，本社代理部でもお取次いたします。
上品で落着きがあつて而も実質的で，平常着
ふ だ ん ぎ
としても外出着としても，誰にも一番喜ばれるのは銘仙です。御
新調の銘仙は是非この文芸銘仙からお選び下さい。
柄合及び詳細は，色刷大口絵
おおくち ゑ
並びに本文
ほんもん
三〇四頁をご参照下さい。送料は一反につき十八銭です。（後略）
昭和6年 2月 婦女界
真冬の流行界だより 瑠璃子 322325頁
変り銘仙全盛時代
昨年の十月号の流行界だよりで， 銘仙界の大革命 即ち素晴しくいゝ変り銘仙の出現したことを，ご紹
介いたしましたが，その後，この変り銘仙は，々洗練され，服飾界に一大衝 動
センセイシヨン
を巻き起しました。百貨店
の陳列会を見て，「まあ，これがこの頃大流行の変り銘仙ですか？ 説明を聞かなければ，誰だつて，お召と思
つてしまひますね……」などと，驚嘆してゐる方を屡々見かけます。
全くこの変り銘仙は到るところで話題にされてゐますから，三色版口絵『梅咲く頃』及び，下段写真で，美富
士銘仙の新柄をご紹介することにしました。三色版口絵を是非ご覧下さい。
この変り銘仙といふのは，銘仙の生地に特殊の加工を施してお召のやうなし
・
ぼ
・
をつけたものです。このし
・
ぼ
・
は
お召のし
・
ぼ
・
とは違ひ，濡れても縮まず，洗つても消えませんから，平常着には，最も適してゐます。
かうした生地の特殊加工の上に，染料にも染め方にも，特殊の工程を用ひて，巧みに抜染法が応用してありま
す。そこで，所謂在来の模様銘仙の柄とは，全然違ひます。写真で見ると，模様銘仙と同じやうに見えますが，
実際に見ると，友禅のやうないゝ調子に上つてゐます。写真に就て美富士銘仙の最新柄を説明して見ませう。
1 黒地へ大きな花を白抜きにし，その花弁の中に，小豆色の濃淡で繧調の模様を出し，金茶の横霞を織り込
んだ，いかにも一九三一年の春気分を漲らせた，最新柄です。廿才から廿三才位まで向です。（十二円八十銭）
2 黒地に，ローズ茶と白茶とで市松風に細線入の絣を出し，白抜きで図案化した鈴蘭を散した，極めてシイク
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な柄です。廿才から廿三四才向です。（十二円八十銭）
3 三色版口絵の『梅咲く頃』の向つて右側の柄と，感じは同じものです。ゆかりの色濃い紫地に地色の濃淡と
白とで，撫子と菊とを，大まかな横段調に出した，上品ですつきりした柄です。この柄は色を白く見せるのと，
上品なので，誰にも喜ばれる柄，廿才前後向です。（十二円八十銭）
この美富士銘仙（三越の特製品）は，お羽織にも，お召物にも適してゐますが，これを羽織と着物にしてお召
しになるよりは，地紋の大きな紋ニユーネスの無地のお羽織などをお召しになると，却つて引立つて本お召に見
えます。（婦女界代理部でもお取次します）
小紋と友禅の新傾向
変り銘仙が，どの程度に進歩したところで，上物の小紋や友禅が，葬られることはありません。つまり十円か
十二三円である，ペラ  の錦紗などを着るよりは，変り銘仙の方が遥かに，いゝには違ひありませんが，どん
なに変り銘仙が進歩しても，やはり高級品でなくては，お召しにならぬ方々もありませう。そこで，小紋や，友
禅縮緬の新しい傾向を，少しご紹介して見ませう。（後略）
昭和6年 2月11日 東京朝日新聞 朝刊 4面
田舎娘のふだん着に絹づくめ 今年も夢見る絹織業者
昨年一月の金解禁に前後して産業といふ産業は世界的の不景気風にたたられて減産また減産を余儀なくされ，事
業会社は減配，減資で整理を断行し何とかしてこの不景気時代を切り抜けようと腐心してゐる，今期議会でもこ
の不景気を中心として朝野両党の論戦が盛んに行はれてゐるこの際，ひとりわが呉服，太物界のみは昨年来不景
気風はどこを吹くといつたやうな好景気をつゞけた，新春に入つてさすがに実需一と息の姿となつたものゝ各機
業地では懐の温かいまゝに青楼や料亭は往年の好景気時代再現にホク  ものゝ向が多いといふ有様である。
いま試みに昭和五年中の主要織物製産高を四年に比較して見ると，
△印は減
絹布及び交織 昭和五年 前年比較
八王子 二，五二二千点 二五五／米沢 一，〇一六千点 △六／秩父 一，〇二二千匹 一三七／伊勢
崎 二，二八二千匹 三二二／飯能 二二四千匹 一一／結城 二二千反 △三／十日町 三〇四千点
△一五／大島つむぎ 三一〇千反 一九／鹿児島 一二一千反 △三八／桐生 五，〇八〇千点 二六
一／足利 五，八二九千点 △五八二／館林 九七九千点 △三七四／谷村 四〇〇千点 △三一／見附
一，二五四千点 一六
綿布
青梅 一，九九二千点 一五／所沢 一，四九二千点 △二〇〇／尾州 七，八五四千点○○五七六／遠州
二五，八八七千点 △二，八二四／美濃 一，五二四千点 △一四一／伊予 二，九四二千点 △三九六
／久留米 一，八九一千点 △一〇五／備後 二，二七二千点 △六六／西播 二，〇八八千反 △一五
／播州 二，八九二千点 △一六七
麻布
能登 一二〇千反 五／近江 二七九千反 二八／越後 一七千反 四
平絹及びちりめん
大聖寺 六七二千匹 一九／五泉 二二四千匹 五八／福井絹 七五〇千点 一六二／小松 六九一千点
七六／丹後 三，〇〇八千点 四二三／岐阜 四九四千点 △一八
裏絹
上武州 九二三千匹 九四／奥州 八〇二千匹 一八九
西陣織物
帯地 五，三二一千点 △七九／御召 八九一千点 一〇七／桐生御召 一五〇千点 △二六
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備考 右表は丸紅商店調査，桐生，谷村の五年中産額は十二月分を前年同数として算出となつてゐる。
木綿織物の六分減に対し絹織物は概して増産を示し特に平絹，ちりめん，裏絹が一割六分の増加を示してゐるこ
とは如何に五年中の織物景氣が絹物ばやりであつたかを雄弁に物語つてゐるものである。しかして絹物がかく好
況を告げた理由は要するに，
（一）生糸相場が欧洲戦前の安直を示現したこと（二）物価低落に伴ふて工賃が安くなつたこと（三）従つて
生産費が低下したので木綿物との値鞘が著しく接近したこと
によるものである。現に尾州方面における農村の娘さんや紡績女工さんの如きは従来平常服とし木綿し
・
ま
・
やか
・
す
・
り
・
，よいところで紡り
・
う
・
を着てゐたものが世間に不景気風の吹き荒むにつれて銘仙を平常服とするにいたり昨今
では木綿じま，かすりを着てゐるものは珍しいといふ変り様である。
これは一つに銘仙類が三，四円で手に入るやうになつたからであつてこの事実は独り尾州地方のみでなく全国の
都ひ
・
共通の現象らしく絹布機業家は一たび絹物がかやうに全国都ひ
・
の素人筋に行渡つたからには本年もまた昨年
同様に銘仙を中心としてちりめんや平絹（染生地）の需要が活ぱつであらうと先行きを楽しみ早や取らぬたぬき
の皮算用をして懐のぬくもり加減を夢みてゐるとか。写真は銘仙の整理工場［写真，略］
昭和6年 2月28日 東京朝日新聞 朝刊 10面
［広告］MEISEN ON PARADE 3月1日より…10日
銘仙オンパレード 全国優良銘仙発表大会
大衆的衣料として品質柄行ともに優秀なる銘仙を全国的に厳選して左記帝都一流の美容家を煩はし数十体の人形
に着せつけ両店一斉に発表の銘仙オンパレード。
千葉 益子女史 メイ 牛山女史
遠藤波津子女史 関口 文子女史
佐藤あき子女史 芝山みよか女史 いろは順
期間中新柄銘仙特別提供
模様銘仙 四円五十銭 縞銘仙 三円八十銭
絣銘仙 四円五十銭 お召風模様銘仙 五円五十銭
上野 松坂屋 銀座 松坂屋
昭和6年 4月 婦女界
一転機を来した春の流行界 銘仙，お召，友禅の新傾向 新意匠 ニユートン訪問服 春の帯と
羽織，着尺 瑠璃子 368372頁
銘仙，お召，友禅の新傾向
桜の花にさきがけて，各百貨店では春着，花見衣裳の粋が咲きひました。前号にご紹介致しました，春の流
行色や模様の基調が，これらの春着，花見衣裳に取入れられてゐることは勿論ですが，この上に春から夏にかけ
て流行界に一転機が来つゝあることは，服飾通の逸早く注意せねばならないことです。
例へば今は，古代紫の濃淡の配色で，ぼかし，又は繧調に模様を出したものなどは，極く洗練された高級
趣味とされてゐましたが，それがもう今日では一般の趣味が向上して，大衆化された趣味になりましたので，服
飾通の人は，単に今の洗練されたものといふだけでなく，それ以上のものを求めるやうになりました。そこで
「明日の流行」は洗練されたものといふばかりでなく，明るくて，一点の艶めかしさのある女性らしいもの，又
見た処は簡単に見えて，実は構想の複雑なもの，又は色や形，気分に国際的気分の織込まれたもの等といふ事が
主張されて来ました。ですから前の例の，薄古代紫の濃淡の模様ではもう最新流行とは云へませんが，これに一
本朱の線を配したものは，この朱線一本によつて，艶なる女性らしさ，明るさも出て，新流行のものとなるわ
けです。この主張は銘仙，お召，友禅等すべてのものに影響して来ましたから，これから春着等をお求めになる
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方は，是非知つておいて，新流行のものをお求めになるとよいと思ひます。次に銘仙，お召，友禅等についてそ
の新流行を申上げて見ませう。
▲銘仙 大衆的で一番需要の多い銘仙は，変化することによつて新しい生命を感じる，時代の影響を受けて，近
年来素晴しい進歩を見せて来ました。即ち三四年前頃から大絣，珍絣模様がすたれて，解し銘仙（模様銘仙）が
全盛になり，模様の変化のやゝ行づまりを感じて来た一昨年の秋には，今の平生地にリング糸やポーラ糸を横
に入れて，ざらついたお召風の味を持たせた為相当受けてゐましたが更に昨年の冬物の時から，セーミ加工によ
つて，生地がすつかりお召風に加工出来るやうになりましたので，今日まで非常な讃辞を受けて来ました。少し
流行に疎い人は「これが銘仙ですか？ まるでお召と変りありませんね……」と驚嘆する程，生地の工合といひ，
柄の調子といひ，洗練されて来ましたが，更に今春からは，より高級な感じにするために，一般の流行に支配さ
れて，染物感じのする織物，織物感じのする染物である事が必要な条件となつて来ました。これはどういふ事か
と申しますと，例へばこゝに縦縞模様の上に花が飛ばした柄があるとしますとこのバツクになる縞はぼかしてあ
るか，繧にして段々にぼかし調子にしてあつて，抜染で出した花は，今のやうに，ぼかしを用ひたり，二色
も三色も色をさすと友禅調子になりますので，これはこのまゝぽ
・
か
・
つ
・
と出してあるのです。尚この抜染の部分は
染料の加減で，明暗に巧みに抜けてゐる面白いものがあります。更に新流行のものとしては，模様が無難な所謂
同色配合のものは，前にも申しました様な新しい目から見ますと，もうねぼけて見えますから，最も効果的な色
の線などを配した，利き処のある柄が，多少エロチツクな若々しい感じが出てゐて，新鮮味があつてよいのです。
▲お召 春着にはお召も捨てられぬいゝ味のあるものですが，銘仙が生地といひ，模様といひ，お召に近づいて
来ましたので，お召も在来のまゝのお召では，何だか物足らぬやうになつて来ました結果，更に進歩した新しい
ものが出来てきました。（後略）
昭和6年 6月 婦女界
初夏の流行界だより 夏物の陳列会展望 銘仙の薄物ラモードお召プレザン錦紗 瑠璃子
378381頁
（前略）
銘仙の薄物
初夏には，銘仙もセーミ加工を施したものが，着心地もよく，お召風に見えるので，丁度よいのですが，もう
盛夏用の薄物も沢山出て居りますから，一寸ご紹介申上げませう。今年は薄物の銘仙が，銘仙界を風靡してゐる
といつていゝ位です。これはせ
・
い
・
か
・
といつて三四年前から三越で売出してゐたものと，ほぼ同じやうな感じのも
のですが，お値段も銘仙と同じく，柄により八九円から十円前後が普通です。民衆的明石ともいふべきものです。
7 黒地に，白で明快な市松の絣を出し，朱の蝶を飛ばせ，洗朱の霞線を入れた，新調子の柄で，十五六才から
廿才前後の令嬢向の華やかなものです。（九円八十銭）
8 極く  薄い黄色味を含んだ鼠地に，黒の変り模様を飛ばせ，納戸の線を配した，粋で，清新な柄です。廿
七八才から卅五六才向です。（十円八十銭）
9 黒地に，白と朱の細線で，面白い横を見せ，鼠の短線で，蔭風にかもめを飛ばせたスマートで，凉しさう
な新柄，廿七八才から卅四五才の奥様向。（十二円五十銭）
10 薄い洗朱地に，白で地紋風に極く大きな蝶模様を飛ばせ，その上に濃納戸の線で，あげはの蝶を出し，金糸
を配した，若さのれた新柄で，十四五才から廿才前後向。（十円八十銭）（後略）
昭和6年 9月3日 東京朝日新聞 夕刊 3面
［広告］秋の新柄銘仙大会
三日より十日まで
本店（三階）銀座（三階）新宿（四階）
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優秀新柄を蒐集し特別廉価にて提供
日本橋三越 銀座三越 新宿三越
昭和6年 9月11日 東京朝日新聞 朝刊 5面
［広告］秋の銘仙オンパレイド 全国優良銘仙発表大会 上野松坂屋 銀座松坂屋
産地 伊勢崎，八王子，十日町，所沢，秩父，村山，足利，其他
左記都下一流の美容家に数十体の人形の結髪並に各地銘仙の着付を依頼して賑やかに陳列。
千葉 益子女史 大野 榮子女史
佐藤あき子女史 メイ 牛山女史
柴山みよか女史 遠藤波津子女史
関口 文子女史 いろは順
期間中 新柄銘仙特別提供
縞銘仙 三円五十銭 四円
絣銘仙 四円五十銭 五円五十銭
模様銘仙 四円五十銭 五円五十銭
昭和6年 9月24日 東京朝日新聞 朝刊 6面
［広告］秩父銘仙力作品陳列
廿五日より卅日まで 本店（三階），銀座（三階），新宿（四階）
意匠の洗練，色彩の調和等，総てに面目を一新したる流行の柄合各種
秩父織物同業組合主催 日本橋三越 銀座三越 新宿三越
昭和6年 10月 婦女界
秋の流行界だより 瑠璃子 331334頁
秋冬の流行色
今年の秋から冬への流行基調色を取り入れた，秋の新製品が，各百貨店の飾窓に華かに陳列されてゐます。一
体に今年の流行色は落付と渋味を含んだ薄い色です。口絵三色版に今年の三越の流行色を，ご紹介しておきまし
たから，ご参照下さい。
▲子の日緑 薄い中に渋味のある緑色です。 ▲雛臙脂 臙脂といふよりは，ほのかにローズを含んだ薄い茶
といふ柔い感じの色。 ▲端午紫 渋い中に，何ともいへぬ床しさの含んだ薄い古代紫です。 ▲七夕鼠 すつ
きりした上品な銀鼠色です。 ▲重陽茶 濃い白茶ともいふべき，みのりの秋を思はせる色です。以上の五色は，
日本の五つの祭日を象徴した色です。 ▲御殿朱 びた上品な朱です。
躍進した変り銘仙
今秋の銘仙の進歩は，実に目醒しいものです。今秋の銘仙をご覧になつた方々の凡ては「これが銘仙ですか？
お召そつくり，或は以上ではありますまいか！」と，驚嘆の声をお上げになると思ひます。可なり進んだいろ
 の物を見せられても，単純に感心出来なくなつてゐる私たちも，今年の銘仙に対しては，「銘仙の進歩は，
実に恐しい位だ！」とつく  思ひました。
といふのは，昨秋或る大きな呉服問屋の幹部の方が，「この不景気時代に，呉服物をウンとは
・
か
・
せる道は，ど
こにあるでせう」と，問はれるので，私は，「本当にいゝ物，誰もがアツと驚くやうな品をお作りになつて，安
く売れば，どんな不景気時代だつて売れますよ。去年も今年も，大差のない品物であれば，『まあ今年は不景気
だから，買はずに我慢しよう』といふことになりますが，アツと驚くやうな品が出来て而も安ければ，どんなに
財布を引締めてゐる人だつて，『まあ一枚位何とかして……』つてことになりますから，素晴しい物を作つて安
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く売ることでせうね」と，いつて笑つたことがありました。
その素晴しいものが，今秋は盛んに出来ました。そしてその割にお安いのです。本号の三色版口絵，その裏の
写真版口絵にも，亦折本附録『秋のお買物案内』にもご紹介しておきましたから，ご参照下さい。
この素晴しいものといへば，第一に変り銘仙，多摩結城を上げずにゐられません。そして度々この欄で書いて
来たことですが，つまり銘仙らしくない銘仙になり，多摩結城らしくない多摩結城が出来たことです。つまりこ
の頃は，々らしくないものが流行の中心になつて来ました。
らしくないといふことを，もう一度説明しますと，近代人は単純なものが嫌ひで，複雑で而も繊 細
デリケート
なものが
好きなのです。銘仙にしても，単に地色が変つたとか，模様が一寸変つた位では満足しないのです。そこで地風
も従来の平織でなく，柄も色も，加工法も全然変りました。この生地，柄，色，加工法の四つがつて進歩した
のですから，銘仙らしくない銘仙が生れる訳です。生地は昨秋以来，特殊加工でお召風にしぼがよせてあります。
そして洗つてもこの生地は変化しません。この外の変化で，分り易い点を上げて見ると，
1 ドビー及びジヤガード応用，つまり紋柄を入れることです。ドビーは短い紋柄，ジヤガードは長く連続した
上等の地紋です。生地全体を紋織にして，それに模様を入れたもの，或は，地紋を縞風に配したものなど，いろ
 です。
2 マンガンの応用 特殊の染料を二色三色と用ひ，それを抜染して変化を見せます。
3 半抜染の応用 経糸又は緯糸に，抜ける染料，抜けない染料を織込み，これを抜染すると，と抜けたものと，
抜けないもので，絣や，模様が，織つたやうに出て来ます。今までの織方にすると，一日に一反位しか織れない
やうな絣が，この半抜染で絣を出すと，面白味があつて，而も多量に生産されるといふ一挙両得があります。又
花の半分が白く抜染され半分が違つた色に出たり，多種多様に変化がつけてあります。
4 金属性光沢の利用 最近金銀線を織り込んだものが，目立つて多くなつてゐましたが，今年は，単に金銀線
ではなく，ネオンパールといつて金粉，銀粉を取れないやうに利用してゐます。例へば，紅葉を金粉で散らすと
か，或る紅葉は，葉の筋と，端だけに金粉を入れるとか，或は花の心に金粉を使ふとかいふやうに，盛んにこの
ネオンパールを用ひてゐます。
尚今秋の銘仙には，多摩結城の味が，可なり取入れられてゐますし，小柄には風通式の総紋柄も中々多くなり
ました。かうした今秋の変り銘仙は，何れも八九円から十一円位で，全くお召以上のものがあります。若い方方
などは，お召を一反お買ひになるより，この変り銘仙を二反お買ひになる方が，遥にいいと思ひます。（後略）
昭和6年 10月1日 東京朝日新聞 夕刊 2面
［広告］秩父銘仙着尺地ふとん宣伝大会 東京日本橋角 西川商店
本年は更に洗練を加へ…地風…意匠 色彩…等総てに面目を一新したる 今秋流行逸品多数陳列仕候
（秩父絹織物同業組合主催）
期間中 破格大安値提供品
めいせん
秩父紫絣 二円八〇
均 一
縞 物 二円五〇
モスリン
本染友禅（地巾一尺） 十三銭均一
着尺地 二円三〇均一
夜具ふとん
本紡績 三枚組 一六円○○
新銘仙 同 一九円○○
秩父銘仙 四枚組 三八円五○
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ざぶとん
本紡績 五枚組 三円二○
新銘仙 同 四円三○
秩父銘仙 同 七円○○
子供服
女児服 二尺三寸 四円五〇 六円五〇均一
男児服 一尺七寸 四円○○ 五円五〇均一
紺ヘル小学生服 三円七〇 四円三〇均一
昭和7年 1月17日 東京日日新聞 朝刊 10面
こん春こそは いよ  銘仙時代！ 色は明るい朗らかなもの 幾年ぶりかで縞物の復活
今年こそ銘仙の時代！なんていふと，いつだつて銘仙の時代だよ。銘仙こそ民衆の和服！などゝおつしやるでせ
うが，わけて32年こそ銘仙時代です 一昨年あたりから銘仙の進歩は著しいもので，お召や錦紗にも見まが
ふシボの入つたお召銘仙の新品が，あとからあとからと現れた上，32年には今まで高級呉服以外にはなかつた
地紋を銘仙に織出した「紋織銘仙」や，無地のまゝ模様を抜く「抜染」といふ新しい染方も考案され，いよいよ
お召錦紗の牙城に迫つて，これらを完全にノツクアウトしようとしてゐるのです。加ふるに，金輸再禁でひと
入値の上つた綿糸のため，綿布は一般に高値，たとへば豊田つむぎ一反の値で銘仙を二反も三反も買へるといふ
世の中，かうなれば，いやが応でも32年は銘仙！といつたとて敢ていひすぎではありますまい。（後略）
昭和7年 2月18日 東京朝日新聞 朝刊 10面
春の銘仙 明色を主に いよ  大衆的に 技巧も素晴しい進歩
婦人の実用的着尺として，大衆的に喜ばれてゐる銘仙は，近頃，その加工技術はすばらしい発達をしてまさに
錦し
・
や
・
お召の領域にまで進出していよ  大衆的着尺となりつゝあります。さて，この銘仙の今春の流行を御知
らせしますと
色合ひからいひますと，藤色，白茶，銀ねず，納戸，鳩羽などの明るい色が主になつてゐます。生地は一見小
紋調子のものも相当多く，一体にお召風に見える様に生地に加工した銘仙が喜ばれてゐます。殊に紋織，つまり
紋様風の模様を織り方で現はしたものが非常に迎へられてゐます。
柄としては，すべて構図が大きくなつて来て地あ
・
き
・
のはつきりしたものが多い様です。そして柄行も，写実的
な写生風のものよりも図案的な紋様風のものが全盛になつてゐます。殊に，加工技術発達のため，この柄行にお
いても，前述の紋織の他に，抜染模様，書き抜模様，しぼり模様など色々の技術を，二種あるひは三種を総合的
にした手の込んだものが多い様です。
直段は，昨年の春と比較してむしろ安い様です。紋織銘仙で十円から十一円五十銭，抜染模様のもので八円五
十銭から九円五十銭，書き抜きで八九円，お召銘仙で七円五十銭から八円五十銭位までで，普通の銘仙は三円位
からあります。
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写真上 婦女界 昭和3年10月号
口絵 衣裳定めの集り
写真左 同上 口絵 三小説の三ヒロイン
写真右 同上 口絵 秩父特許やよひ模様
（モデル 川田芳子）
婦女界 昭和女子大学図書館蔵
主婦之友 昭和3年10月号
口絵 流行銘仙くらべ（モデル 水谷八重子）
婦女界 昭和3年11月号
口絵 美しい宝銘仙の日常着
主婦之友 昭和3年10月号
口絵 流行銘仙くらべ
（モデル 栗島澄子）
主婦之友 昭和5年10月号 口絵 四大産地の流行銘仙（左から八王子，伊勢崎，足利，秩父） 主婦之友 国立国会図書館蔵
3.まとめ
以上，昭和2年から7年に発刊された新聞雑誌それぞれ3種の記事から検索抽出した「銘仙」
の記述内容を整理すると，銘仙がどのように位置づけられる染織品であったか，また，その変容の過
程からは，銘仙が時代の求めた和装の機能をどのように担っていたかが読み取れる。
抽出記事の時代は，大正15年12月25日大正天皇の崩御による諒闇を経て，昭和3年11月10日
の昭和天皇即位の御大典を迎える時期から始まる。この頃，経済恐慌の影響下で一般家庭の生活では
実質的な豊かさが求められ，安価で耐久性能に優れた衣服が重宝され，着物は仕立てから繕いや洗い
張り，継ぎや繰りまわしを行うのが日常であった。その一端ではあるが，本引用資料にも銘仙の洗濯
や洗い張り，糊や石の扱いについても語られており（昭和4年10月「主婦之友」，昭和4年10月「婦
女界」），衣生活の側面を知る手掛かりが周辺記事からも見出せる。
今回は主に婦人向け銘仙に限り引用したが，婦人雑誌に掲載された記事の内容は多岐にわたってい
る。例えば服飾などの物質面から見ると，新作の格式高い和装や時期に相応しい日本髪の形態が掲載
されるなど，伝統的装いについても多くの頁が割かれると同時に，最新の洋髪に洋装着用の令嬢，洋
式住まいの内装や洋食器，洋服裁縫や洋食の調理法，さらにレジャー，スポーツ，旅行用品，といっ
た欧米に学ぶ進歩的な生活提案も多数盛り込まれ，新旧混交ともいえる情報の数々である。これらの
記事は一般大衆の趣向に大きな刺激を与えたことであろう。その中で銘仙は，古くから普段の生活に
馴染んでいた衣料には変わりない上に，過去には見られなかったほどの勢いで変革を遂げる，いわば
自由闊達な性格をも併せ持った衣料であった。格式を超え，最新技術を背景にした産地や百貨店のお
墨付きの有名ブランド品の展開も盛んになり，日常使いでありながら多様な機会に適応する，自由で
個性表現のできる有能な衣料であったとことが知られる。そのような銘仙の変容の推進力は，消費者
の異なる生活レベル，経済力，趣向に対応した購買欲を促す商品開発であり，これに携わる人々のア
イディアと，繊維産業，流通販売業界の連携に依るところが大であった。これは，雑誌記事の中か
らも鮮明に読み取れる。
引用資料の中から一例を取り上げると，「婦女界」昭和6年10月の記事に雑誌記者が，「アツと驚
くやうな品が出来て而も安ければ，どんなに財布を引締めてゐる人だつて，『まあ一枚位何とかして……』
つてことになりますから，素晴しい物を作つて安く売ることでせうね」と書いているが，これは銘仙
の安さとその品質の素晴らしさが売れ筋の要因であるという分析として読み取ることが可能である。
ここに象徴されるように，銘仙は時代に生きた人々の要求に応える役割を担って変容していったと考
えられる。
1） 着尺地としての格，服飾としての位置づけについて
当時の銘仙着用時の格，あるいは一般に求められた性格に関する事項を列挙し，その存在感につい
て触れておきたい。
銘仙の着物がどのような位置づけで格付けされていたのか，この課題は銘仙の流行と衰退の実相を
調査する上で重要な視点であると考えている。日常着であったとする概観的捉え方ではなく，衣生活
における具体的な位置を把握することを目的としてその格の変動について述べた記事を拾うと，その
染織造形における改良開発の事象が複合的に見えてくる。
―126―
昭和2年に，諒闇となって贅沢品の売れ行きが激減し，呉服店の売れ行きが悪い中，銘仙の需要に
ついて，「中流以下の家庭」には，秩父，伊勢崎の両産地の銘仙の需要が多い（昭和2年1月6日「読
売新聞」朝刊）とあることからも，銘仙が中流以下の家庭で重宝な着物であったことは明確で，「中流
家庭」用という位置づけはほぼ一貫している。また，秋季に多くなる銘仙の特集記事でも，「流行と
いへば，まづ錦紗とかシャルムーズとかの，謂ゆる高級品に例をとるのが普通」だが，「実際に中流
家庭」で必要とするものは，「銘仙どころでありませう」「そこでこの実用的銘仙で…」（昭和2年10
月「主婦之友」）と，実用的であることは前提条件であった。
「何処の家庭に於ても，最も実用的の召物として歓迎をうけてゐる銘仙」「最も一般家庭的実用品な
る銘仙級の向上については，殆ど今日までかへりみてゐなかつたのであります。」（昭和2年10月「主
婦之友」）など多数の記事が語るように，過去においては実用品としての性格が一義であったという。
そして，小紋友禅の錦紗，縞縮緬風やお召のようなよそ行きの着尺の値段を紹介する中で，銘仙の特
徴が述べられている記事では，お召の次に「少し下つて」という表現で銘仙を位置づけ「遠くで見る
とお召かと思ふほど，よく出来たのがございます。」と，銘仙でも高値の模様物と縞と絣の値段を記
し，紹介している（昭和2年1月「主婦之友」）。他の記事でも，「お召に似た」，「時にお召と間違ふほ
どに」銘仙の印象が変化していったことが度々述べられて，銘仙が格上のお召の様に変貌しているこ
とが随所に見られる。
絞り染銘仙を紹介する記事では，「平常着やお稽古着の羽織に」最も適している（昭和2年1月「婦
女界」），と用途の適正を示し，「正月向きにつくられた目新らしいもの」との秩父製品の紹介（昭和2
年1月「婦人画報」）では，福寿草を始め新年の草花10種を表したものを，新年を迎えて着装する新
作銘仙として発表するなど，季節や時期に合せた提案がなされ，日常着とはいえ社交性のある外出着
のイメージをもって銘仙の新鮮味を打ち出している。
また「職業婦人向けの新装」とし銘仙の染織の著しい進歩を讃えると同時に，「所謂モダニズム
 現代人の嗜好に適した新柄が出来ました」と，モダニズムの染織が高級品に限らず，一般化，大
衆化してきたことを強調しており，高級品で賞賛を博した図柄を格では下位の銘仙にも扱ったとして
いる。モダニズムの模様は，「パリーから取り寄せた極く新しいもの」の中からそのまま応用したも
の，「パリーから来た図案を染めた」（昭和2年3月「婦女界」）と和装染織品に洋風嗜好を反映させ，
新柄銘仙としてモダニズムの模様が掲載されている。欧風イメージで高級感をアピールするのも新機
軸であり，銘仙の格上げ傾向が見える。
お召に似たしぼの加工の他，高級品へと成長を図る手法の一例に，「殆ど大島に近いほど精巧に出
来た」村山大島がある。堅牢で絣も面白い複雑なものが出来るところから「上流の平生着」などに盛
んに用いられている，と上流階級対象の商品であることを報じている（昭和2年11月「婦人画報」）。
「何事にも，緊縮々々の呼び声の高い折から，時代と歩調を同じうするといふ意味で，この秋から
冬への呉服ものゝ流行は断然銘仙によつてリードされて」「従来も銘仙は，中流以上の平生着，中流
以下の外出着として，その需要範囲の極めてひろく，然かも，地質がためによく持ちが好いといふ処
に，呉服ものとしての最大の強味があつたのですが，ともすれば色彩や柄行があまりに地味に過ぎ，
変化に乏しいといふ点があきたらなかつた」と各産地のめざましい努力によって「錦紗やお召にも劣
らぬやうな柄行や色調のものが出来るやうになつた今日では，その高級品が，立派にお召代用として
外出着に歓迎されてくるのは，当然だと思はれます」（昭和4年11月11日「東京日日新聞」朝刊）と，
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銘仙の格付けが従来とは異なる傾向で，品質向上が目覚ましいことを称えている。これに近似する内
容は随所にみられるが，以下は特に明確に記しているので引用する。「絹布類の単衣物として，最も
民衆的な銘仙も，最近は技術の進歩によつて，高級品を凌ぐ優良なものが出来るやうになり，従つて，
従来銘仙は，平常着として，外出にはいさゝかその格を落してゐた傾がありましたが，最近の銘仙は，
柄に於いても，織方においても，非常に優れたものができて来たところから，外出用としても少しも
恥しくなく，しぜんその用途の範囲も広くなつてまゐりました。」（昭和3年6月「婦人画報」）
また，昭和3年9月11日「読売新聞」（朝刊）の，「御大典を控へて」の中で，三越呉服部主任佐
藤喜平氏が，「近年一般婦人の着物地として銘仙の需要は非常なものです。従来は余所行きは上等の
もの平常着は悪いものとハツキリ区別をつけて用ひてゐたが近頃はほとんど区別がなくなつた，やは
り時代の要求でせう。それでその需要の増加と同時に産地もふえ，模様，縞，絣の技術は非常に進歩
しおよそ染で出来得るものならば織模様も出来る位まで進んでゐます。」と述べており，ここには本
稿で扱った記事から知ることのできる内容を総括するかのようにその骨子が表されている。
2） 銘仙の格を変容させた産地における技術革新
主に，銘仙の四大産地（伊勢崎，秩父，足利，八王子）では，地風の進歩を中心に如何に産地の個性
を打ち出すか，競争的な技術開発があり，銘仙の需要拡大の背景には各産地の研究と弛まぬ努力があ
った。その開発の成果は，とくに雑誌9月10月号の記事に多くみられるように秋冬の呉服ものの
筆頭に銘仙が登場し，発表されている。陳列会などの催しのPRでは，口絵に数十もの銘仙の新作を，
女優などをモデルにして着せ付け，それぞれの柄に付けられた名称とともに詳細にそのデザインや風
合い，さらに対象年齢までが記されている。錦紗やお召にも劣らぬような柄行や色調が可能となった
ことなど，産地での技術革新の確かさや生産工程が示されていることからも，銘仙の価値基準が高め
られている。その企画には生産者と流通機関の情熱的な取り組みが見て取れ，驚嘆するものがある。
それらの企画の成果に依るものか，例えば秩父銘仙で「着よくて，丈夫で，安価で，外出着にも日常
着にもなり，階級の如何を問はず用ひられる銘仙位，一般的な織物は他にないでせう。」と売れ行き
の良さを強調し，「方々の機業地が競つて銘仙を織出し」（昭和3年10月「婦女界」）たことを報じてい
るように，多数の記事で前進する産地の動向が伝えられている。
3） 模様展開，変わり銘仙と加工技術
技法の開発は，文様表現と風合いに変化をもたらしていた。銘仙は洋装趣味の進出の影響下で，ま
ず羽織に色調華やかでかつ上品なデザインが進出し，意匠面で急速に変化と進歩を遂げたという。従
来の銘仙の需要は，実質本位にあったが遂に柄模様が本位となり，第一に「解し織」によって応用自
由な模様銘仙の表現が可能となったことが窺える。図柄への取り組みと技術展開によってデザイン性
は拡大し，濃淡多色の配色展開や縞と絣の併用もあり，古典的な図柄（伝統的なモチーフ古典柄
自然描写），油絵式のパステル画調等という西洋風の新奇な「模様式」もあり，古風とモダンの両面
展開が行われた。いずれも「近代味が共通」とする，時代をリードする新奇さが求められていた。縞
と絣においても従来の絣と異なる複雑味を帯びたもの，縞と絣を併用してぼかしを入れるなど複雑な
表現が行われ，図柄名の中には「絣」も多く用いられている。
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① 解し織
秩父，伊勢崎のほか，足利，十日町，八王子なども「ほぐし銘仙」（昭和3年6月「婦人画報」）を作
るようになり，この技が各産地に広がっていた。この期の銘仙は基本的にほぐし技法の上に技法の更
新がされたとみられる。解し織の技術こそが従来の縞柄ではない模様式模様物と呼ばれる具象的あ
るいは抽象化した構図形状の表現を自由なものとした。さらに抜染法との併用で友禅染めのような
装飾性を発揮し，織物でありながら同時に染め模様を現すことができるようになった，とも伝えてい
る。従来，女学生に需要が多かったが，一般の若い人も中年向きにも解し織模様が受け入れられ，一
般の若向きには純写生風の「おとなし向き」（昭和2年11月「婦人画報」）から，単純な形式，単純な
色彩，モダン向のものも流行したという。
② セーミ加工
各産地が打ち出す技術革新で，もっとも際立っているのはセーミ加工であろう。伊勢崎銘仙ではこ
れをセーミ織と称し，さらに新しい技法であることを強調し，次の記事がそれを伝えている。
昭和5年10月「婦女界」には，「―銘仙界の大革命美富士
み ふ じ
銘仙セーミ織」とあり，不景気の影
響を受けて，「沈滞気分であつた服飾界は，秋物に入つてから，急に元気を回復したかの感がありま
す。」と三越では特に美富士銘仙と呼んで売り出すことを報じ，翌年もまた「婦女界」10月号で「近
代人は単純なものが嫌ひで，複雑で而も繊細
デリケート
なものが好きなのです。銘仙にしても，単に地色が変つ
たとか，模様が一寸変つた位では満足しないのです。そこで地風も従来の平織でなく，柄も色も，加
工法も全然変りました。この生地，柄，色，加工法の四つがつて進歩したのですから，銘仙らしく
ない銘仙が生れる訳です。」と婦人記者は述べている。特殊加工によりしぼがよせてありお召風で，
しかも洗つても変化しない，とセーミ加工を行った変わり銘仙の性能を繰り返し謳っている。
③ 絞織（地紋，風通式の総紋柄）
昭和7年1月17日「東京日日新聞」（朝刊）では，「今年こそ銘仙の時代！なんていふと，いつだ
つて銘仙の時代だよ。銘仙こそ民衆の和服！などゝおつしやるでせうが，わけて32年こそ銘仙時代
です 一昨年あたりから銘仙の進歩は著しいもので，お召や錦紗にも見まがふシボの入つたお召銘
仙の新品が，あとからあとからと現れた上，32年には今まで高級呉服以外にはなかつた地紋を（筆者
注 ドビー及びジャガード織によって）銘仙に織出した「紋織銘仙」や，無地のまゝ模様を抜く「抜染」
といふ新しい染方も考案され」と，この数年に進歩が著しい銘仙の地紋を織り出したことを報じてい
る。
④ その他
諸々の手法や名称がみられるが，概ねを記しておきたい。
・最先端の絣柄（絣に一部分ほぐしを併用した大絣，珍絣）が表された。手法半抜染などの方法で，ぼか
し効果が細密に表現されたようである。
・秩父の開発では，錦紗お召，壁お召の絣銘仙，また，地織に山繭を入れて味を出したものも創出さ
れた。手ざわりが良く地合，結城お召し風のお召銘仙，たてよこ共玉糸を使用したやよい模様，ポ
ーラ銘仙（洋服生地として流行のポーラの組織織），横糸にリング糸を使用したモダン銘仙，都会趣味
とする新柄（糸質を吟味した近代的な図案），人絹交織の麗美優
レ ビ ュ ー
銘仙等の記述が見られる。人絹交織注5）
は，専門家でも絹との判別が容易でなかったといわれるほどで，人気を博した。
・ネオンパールという金粉，銀粉による加飾もほどこされた。
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・真夏用の銘仙の薄物は高級品をしのぐ風合いであったという。
・その他の銘仙の個別性を表現した名称で際立つものは，技法的特性より新作企画から誕生した八王
子の文芸銘仙，伊勢崎高級文芸銘仙，やよい模様などが挙げられる。
4） 秋季の新作発表キャンペーン
『主婦之友』と『婦女界』では，秋季の9月10月に集中して大々的な銘仙の新作発表と連携して，
百貨店をはじめ，各呉服店での販売が行われる広報活動が誌面を賑わせている。
雑誌口絵においては，例えば著名な女優が着装する姿で時にカラーで紹介され，図柄の説明も詳細
である。この企画にはそれぞれ独特のアイディアが盛り込まれ，作品的価値が高められている。
『主婦之友』では，著名な画家の考案による芸術美を投影させた「主婦之友伊勢崎銘仙」を，また
『婦女界』では，文芸作品に登場するヒロインに着装させることを想定した図柄の考案により読者の
想像を駆り立てる「八王子文芸銘仙」をPRしている。女優をはじめ，上流階級の著名人までが銘仙
の新作発表の顔となり，座談会や審査会が開催されたことが記事から知られる。
それぞれの作品には番号と名称が付され，解説では力作であることを強調し，具体的な対象年齢と
価格を示している。多彩な図柄名称からは図柄傾向が探知できるものが多く，あたかも伝統とモダニ
ズムの汽水域の様相を呈していて興味深い。さらに，伊勢崎銘仙，八王子銘仙の生産地の歴史と昨今
の躍進ぶり，手の込んだ技法的特色や入念な仕上げ方法を紹介する誌面も用意されている。
伊勢崎秩父足利八王子四大産地の逸品を，「主婦之友本銘仙の大売出 新秋第一の権威あ
るこの催しは全国二百四十余店に於て発表」と，新秋発表の主婦之友本銘仙五十柄をPRする記事に
よれば，「自信ある選手銘仙，二百点のうちより選出された，銘仙中の銘仙五十点」で，「各階級の名
流婦人方によつて，審査選抜された，銘仙中の名誉ある銘仙」で，地質，組織，柄ゆきとも「三拍子
も四拍子もつた銘仙が，全く採算を無視した底値を以て提供された」（昭和5年10月「主婦之友」）
と，自ら「権威」「名誉」の名のもとに銘仙商品の格付けを行っている。
このような企画は，広く読者に高品質の製品の背景や商品価値を宣伝し，信頼性について納得理解
を促し，さらに購買欲を高める効果があったと思われる。これらは銘仙の柄と色調の取り組みに重点
をおいた商品開発であり，その販売促進は生産者を取り込んだ組織的な運営によって可能となったと
考えられ，銘仙の新展開が関係者の企画力と絶大な開発意欲に支えられていたことが推察される。
おわりに
記事から知り得た最も基本的な銘仙の特性は，着用者が子供から各階層に及んでいたことにあり，
改めて銘仙の存在意義を生活文化の視点から認識できたように思う。銘仙は格上の着物や上流の趣向
には及ばないものの，常に低廉で実質的な性能が求められ広範囲に用いられていたことから，銘仙が
人々の衣生活の中心的な品目であり，基本的生活用品であったことが明らかである。その動向は，当
時の衣文化を取り巻く事象と密接に関わっていたと考えられ，銘仙は当時の生活文化の解析材料とし
て重要な存在であると思われる。とくに新しい繊維材料の質感や染料が放つ多色模様の彩り，革新的
な加工技術による造形感覚が支持されたことは，新時代の価値観が肯定的に受け入れられたことを物
語っている。この時点ですでに，過去の太織りの銘仙とは全く異質な染織品となっていたことが窺え
るのである。伝統的織物が時代とともに姿を変える様相を通して，新時代を開拓する人々の生き方さ
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えをも垣間見る思いがする。
しかし，昭和2年10月号の「主婦之友」が伊勢崎銘仙とのタイアップで流行銘仙を大々的に宣伝
していた一方で，同月29日の読売新聞には，「呉服類では銘仙が一般に飽かれて来た気味です」とい
う記事がある。ここには婦人雑誌掲載記事内容との隔たりを感じるが，新技術を駆使した新作銘仙が
未だ多くの支持を得るほどには一般的に流通していなかった時期だったのであろうか，あるいは銘仙
と呼ばれた着物の区分が広範であったため，ここで対象とする銘仙とは格差の点で異なり，新作銘仙
は別格の地位にあった可能性も考えられる。
今回，記事の抽出範囲を数年間の設定としたが，経済恐慌の時代における生活の創意工夫が銘仙の
新たな魅力を育んだことも窺われ，「流行現象」という概念からでは説明のつかない多方面からの影
響による生活文化の推移に触れることができた。やはり調査年代を細分化し，年ごとに資料をる作
業が求められよう。また婦人雑誌については一部を取り上げたに過ぎないが，他の雑誌には，同時期
に銘仙の記事が見当たらないものもあった。今後はさらに多くの資料に目を配り，周辺資料の収集と
ともに，編集母体が発信する意思や思想に関する理解も深めつつ調査を進めたい。
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